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「若返りの大賢者、大学生になる（Ｍルート）」
















　アーテル・ヴィート・アルバリス、今年で齢よわい３２０になる、魔術師だ。

　……いや、３４０だったか？

　なにぶん欠伸あくびが出るほどの長い年月を一人で生きてきたものだから、そのあたりはおぼろげである。

　今からおおよそ２００年前、人魔大戦の折には戦争を終結させた三大賢者の一人と数えられたこともあったが、それも遥はるか昔の話だ。

　魔術の研けん鑽さんのため諸国を漫遊し、行く先々で魔族との死闘を繰り広げ、人知を超えた力を持つ古いにしえの幻獣どもを屠ほふり、いや、あの頃は良かった──。

　いつもならばそういう出だしから始まって昔を懐かしむところだが、今日は努めてやめておいた。

　何事も昔語りに繫つなげてしまうのは年寄りの悪い癖である。

　今を知らず、また今を知る気もないからこそ、そんな思い出にばかり不毛な楽しさを見み出いだしてしまう。

　それというのも私は、恥ずかしながら大戦終結ののちさっさと人里離れた山奥に隠居して、今では時たま山を下りて日用品を買い込むぐらいと、かれこれ２００年ほど仙人よろしく一人で魔術の研究に勤いそしんでいたため、俗世の事情には疎いのだ。

　……いや、今も昔もさして変わらない。

　大戦の最中でさえ、私はいつも孤独に魔術の研究に勤しんでいた。

　友を作らず、師に頼らず、親の顔は知らない。

　物心ついた頃からただ孤独に魔術の道を突き進んできた。当然流行なぞは知らんし、飯も女も興味がない。私は魔術さえ究めることができれば、それでよかったのだ。

　そのおかげで私のように平凡な才能の持ち主が大賢者の一人に数えられたわけで、私自身もそれで満足していたわけだが、しかしこの歳としになって気付いてしまった。

　──もしや私は間違っていたのではないか？　と。




　初めは漠然とした不安だった。ただ漠然と何か道を誤ったような、そんな些さ細さいな予感。しかし先日、その正体の分からぬ不安は確信へと変わった。

　きっかけは空気の凍いてつく冬のある日、私の下へ届いた〝大学〟のパンフレットである。

　ラクスティア魔術大学、話には聞いたことがあった。

　ここから山を二つ越えた場所にあるウィッザニアの地に建てられた、グランテシア大陸有数の魔術教育機関。

　読んで字のごとく、ありとあらゆる分野の魔術師の育成を目的とした施設であり、なんでも高名な現役魔術師たちが直接教きよう鞭べんをとっているとか。

　私が現役の頃にもそのような施設は僅かながら存在していたような記憶もあるが、当時はてんで興味がなく、独学に勤しんだものだ。

　第一、齢３００を超えた大賢者たる私が、今更魔術に関して人から教わることなどあるものか、この冊子もおおかた騎竜宅配業者の郵送ミスであろう……。

　と、冷やかし半分にこの資料へ目を通したのだが、私は大変なショックを受けた。

　そのパンフレットには、おそらく最新の転写技術によってキャンパス内の様子が克明に記されていたのだが──なんと、数え切れないほどの年若い男女が、皆この上なく晴れやかな笑顔をたたえているではないか！

　私はあまりの衝撃に「ヒィッ！」と情けない悲鳴をあげて椅子から転げ落ちてしまった。

　何故なぜか？　そんなのは決まっている！　魔術を学ぶことに歓よろこびを見出した探究者の卵たちが一堂に会しているのだ。これほど衝撃的な光景が他にあるものか！

　──私が知る魔術道とは、すなわち修羅の道。

　戦乱の世において魔族に対抗する唯一の手段、すなわち魔術を学ぶことは、そのまま生き死にに直結していたはず！

　そんな生きるか死ぬかの中、人々は死に物狂いで魔術を覚えたものだ！

　東に高名な魔術師の記した魔術書グリモワールがあれば我先にと出向き、一目見ようと躍起になる。

　西に高名な魔術師がいると聞けば、殺される覚悟で弟子入りを志願し、その技術の一片でも盗もうと目をぎらつかせる。

　血ち反吐へどを吐くほどの鍛錬で志半ばに倒れる者、魔族に挑み敗れる者は数知れず。

　その中で生き残った数少ない者が、初めて魔術師を名乗ることを許される。私が知る魔術の世界とはそういう殺伐としたものだ！

　なのに、なのに、この資料に載った学徒たちはどうか！

　この穢けがれなき瞳は、魔術を学ぶことへの至上の歓びを見出した目だ！

　血で血を洗う悪夢のような大戦が終結し、それだけ世界は平和になったということなのだろう。

　人々は生きるためでなく、ただ純粋に魔術を究めるため、勉学に励むことができる──そしてそれこそが魔術の本懐なのではないか!?

　私もこの中に混ざりたい……。

　そういう考えが自然と頭に浮かんできた時、私は自らの過ちを認めざるを得なかった。

　そう、私は間違っていたのだ。

　今までの私は、魔術の道とはただ一人で突き進む修羅の道だと考えていた。それこそが正しく、一点の曇りもない魔術の道だと。

　しかし、しかし、それは大きな間違いだった！

　素晴らしい同志に囲まれて、魔術に対しての熱い思いを交わし、共に勉学に励み、お互いに切せつ磋さ琢たく磨まする！　これこそが本来魔術師のあるべき姿ではないか!?

　ただ一人、人里離れた山奥で薄暗い小屋にこもり、日がな一日ぶつぶつと独り言を呟つぶやきながら、せせこましく魔術の探究をすること。

　それは膨大なる知識の泉のすぐそばにできた小さな水みず溜たまりで一人ぱしゃぱしゃやって満足するのと変わらないのではないか!?

　こんなことをしていて本当に魔術の道が究められるのか!?

　真理に到達できるのか!?

　否！　否！　否!!

　こんなものはクソくらえだ！　私は一刻も早く知識の泉に飛び込まなくてはいけない！

　すなわち、大学に入学せねばならない！




　しかしここで一つの問題が浮上する。私の年齢だ。

　パンフレットを穴があくまで熟読した結果、ラクスティア魔術大学に年齢制限がないことは分かったが、しかし齢３００を超えた私が入学することとなればどうだろう？

　偉大なる探究者の卵たちを、委縮させてしまうかもしれない。

　ただ無駄に歳を重ねたというだけで、彼らは私に対し遠慮してしまうかもしれない。

　いや、それだけでなく教師たちから色眼鏡で見られることも請け合いだ！

　──どうやら大昔にそこそこ名の売れた魔術師の爺じいさんが入学してくるらしいぞ。

　──冷やかしのつもりだろうか？

　目もあてられない！

　これでは素晴らしい同志を手に入れることなど夢のまた夢である！

　私はただ純粋に一人の学徒として、素晴らしい同志に囲まれて魔術の道を究めたいだけなのだ──。




　さてずいぶんと前置きが長くなってしまったが、以上の理由から私はとある大魔術を決行することにした。

　かつて三大賢者の一人として数えられた大魔術師、私ことアーテル・ヴィート・アルバリスが生涯をかけて編み出した、究極の大魔術。

　東洋西洋問わず、関連する書物の数々を読み解き、そこから導き出された膨大な量の魔術式を、私の知識を総動員して最適化、この山一つを覆う程度の魔法陣に収める。

　これぞ世紀の大魔術にして唯一無二の私の作品──ここに行われるは、若返りの大魔術である。

「構築された魔術式に一点の綻びなし……あとはエンドマークを打つだけだ」

　私はしゃがれた声で呟いて、ひとつ咳せき込んだ。

　老化を遅延させる魔術ではからずも３００年余も生きながらえてしまった私であるが、もはやそれも限界なのだ。

　身体からだの節々が油を差し忘れたブリキ人形のように軋きしむ。

　骨に肉が乗っているというよりは、かろうじて皮がぶら下がっていると表現するのが正しい。

　視界が霞かすむ。いくら目を細めようが、それが解消されることはない。

　水分を失ってぱさついた白髪は我ながら哀れの一言だ。

　まさに生きる屍しかばねといった風情で、かつて戦場で見た死霊兵の方がよっぽど生き生きしていたようだと自嘲する。

　だが、そんな朽ちた身体ともおさらばだ。

　私は足下に刻まれた膨大な魔術式、その末尾へ、羽ペンの先でエンドマークを打ち、決別の合図とする。

「証明、完了」

　私がそう発したのと同時に、単なるインクの染みが確かな質量をもって世界の理ことわりへ働きかけ、私の老いた身体は光の渦へと飲み込まれた。

　人類史最大の難問、それを、私は今この瞬間、証明したのだ。




　しゃがれた声は張りを。

　しおれた白髪は、一本残らず本来の栗くり毛げ色を。

　そして全身に刻まれた深い皺しわはさっぱりと消え、瑞みず々みずしさを。

　視力を、潤いを、活力を──。




　私は取り戻したのだ！

　３００年という長い年月で蓄えた知識はそのままに、かつて備えていた二十代の頃の全てを！

「は、はははははっ！　見たか！　証明してみせたぞ！　これで私も大学生！　最高のキャンパス・ライフを送り、魔術の道を究めるのだ！」

　その日、人里離れた山奥から、とある若者の高笑いがこだましたという。





○






　──が、人類史に残るであろう大偉業を成し遂げた余韻に浸れたのも束つかの間ま、すぐに次の難問が私の前に立ちはだかった。

　すなわち、入学手続きだ。

　手続きというのは打って変わって私の苦手分野だ。

　魔術式ならば鼻歌混じりでいくらでも書き込めるというのに、これには頭を悩ませた。

　とりわけ大学に提出を求められた履歴書というやつのしち面倒くささときたら！

　アーテル・ヴィート・アルバリス３００年の歴史をこんな一枚の紙切れに収めるなど、狂気の沙汰と言わずしてなんと言う!?

　結局履歴書とやらは、微生物じみた文字で経歴・志望動機を書き連ねることにより、丸一日ほどかけてなんとか片付けることが叶かなったが、翌日ひどい眼精疲労に襲われ、丸一日、目頭を揉もむことに終始した。

　拷問にも似たソレが終われば、次に金の問題だ。

　言わずもがな大学に通うには金が要る。学費というやつだ。

　しかしこの問題は案外すんなりと解決した。

　若い時分、魔道を究める旅の副産物として手に入れた金銀財宝の類がほとんど手つかずのまま残っていたので、それを充てることにしたのだ。

　これを全て換金してしまえば何不自由ないキャンパス・ライフを送ることが出来るのだが、それはすんでのところで思いとどまった。

　多少の不自由なくして魔術が究められようものか。

　私は大賢者としてでなく、ただ一介の学生としてキャンパス・ライフを送るのだ。人並みの苦労をし、人並みに金に困ることも必要だろう。

　というわけで学費と当面の生活費だけを換金し、残りはここへ置いていくことにした。一応気休め程度に魔術結界を張っておくが、不在の内に盗まれるのならそれはそれでいい。私には不要なものだ。

　さて学費の工面が終わると、残った諸々の書類と三日三晩格闘し、ようやく出来上がったものを騎竜宅配業者に渡して、一段落ついた。

　そして年とし甲が斐いもなくそわそわしながらラクスティア魔術大学からの返事を待っていると、ちょうど一週間後に再び郵便物が届いた。

　また手続きか……？

　げんなりして開封してみると、中には〝ラクスティア魔術大学入学試験〟と記された書類が封入されていた。

　どうやら書類には不正防止のため、開封時、周囲に受験する当人以外の存在を感知した場合、仕込まれた魔術式によってその場で燃え尽きてしまう仕掛けが施されていたようだったが、むろん私には関係ない。

　かれこれ２００年ほど、この山奥で一人なのである。

　それに入学試験がどれほどの難問かは知らんが、誰が人の手など借りるものか！

　私は輝かしいキャンパス・ライフのため意気込みも十分、入学試験に取り掛かる。

　しかし問題文に目を通すなり、私は自らの頭にかっと血が上るのを感じた。




〝伝説の三大賢者が一人、マリウスが組み立てたマリウス式魔術式の基本式を、できる範囲で記しなさい〟




　私はこの問題に出くわした時、一人喚わめき散らし、暴れ回りたい気持ちになった。

　──マリウス式魔術式!?

　マリウスとは、あのいけ好かない七光り魔術師のマリウス・クレイアットのことか!?

　よりにもよって私の天敵、マリウス・クレイアットの組み立てた魔術式を、他でもない私に模倣しろというのか!?

　魔術は血によって決まると豪語し、富と名声のオマケに魔術を学んでいたあの！

　人が魔術式の最適化に勤いそしむ間、親譲りの旧態依然とした魔術に頼っていただけの！

　そして魔族の王との最終決戦の際、あろうことか陰に隠れて小便を漏らしていたあの！

　何が伝説の、だ！

　当時、あまりの情けなさを憐あわれんで失禁したことを黙っていれば、ちゃっかり三大賢者の一人に数えられやがって！　ああ、思い出しただけで腹が立つ！

　私は怒りに任せて〝伝説の小便漏らし〟ことマリウスの魔術式を受験用紙へ書き殴ってやった。

　あんな古臭い魔術式、私はそらで言える！

　しかしただヤツの魔術式を模倣するだけというのは癪しやくなので、嫌味を込めて無駄な部分を全て省略し、最適化してやった。

　これでヤツの不格好な魔術式も多少は見られるようになっただろう。

　これもまた騎竜宅配業者に手渡して、大学へ郵送してもらう。

　……試験官はいったい何を考えているのだ。大事な入学試験にマリウス式を採用するだなんて。

　せめて私の好敵手、イゾルデ・フランケンシュタインのイゾルデ式魔術式ならば興も乗ったというのに、何故なぜあのように無駄の多い魔術式を……。

　と、そこまで考えてから気付いた。

　──しまった！　あれは引っ掛け問題だ！

　冷静に考えてみれば、大陸有数の教育機関と名高いラクスティア魔術大学が、間違ってもその試験問題にマリウス式など採用するはずがない！

　すなわち、あんな問題に馬鹿正直に答えた阿あ呆ほうは、落とされるのだ！

　きっと正解は〝マリウス式魔術式など馬ば糞ふんにも劣る〟と書き込むこと！　そうだ！　そうに違いない！

　しかしそんな気付きも後の祭、私の答案用紙を乗せた地ち這はい竜はすでに山を下ってしまった。遥はるか彼方かなたに遠ざかっていく地這い竜の背中を見て「あああああ……」と崩れ落ちる。

　やってしまった、ここにきて痛恨のミスだ……私のキャンパス・ライフが……。

　もはや入学は絶望的だろうと知り、三日ほど腐っていると、騎竜宅配が一枚の封書を届けに来た。差出人はラクスティア魔術大学とある。

　不合格通知か……律儀なことだ。

　そう思って開封すると──なんと予想に反してそれは合格通知であった。

　何かの間違いではないかと六度ほど読み返したが、そこには何度見ても〝合格〟の二文字がある。加えて、入学案内が同封されているではないか。

　どういうことだ？

　もしかすると、あの無駄だらけの魔術式を丁寧に最適化までしてしまった私の突き抜けた馬鹿正直さが買われたのだろうか？

　不名誉なことだが……しかし、うむ！　これは喜ぶべきだ！

「──これで私も晴れて大学生だ！」

　もはや私を邪魔するものはなにひとつない。

　私は合格通知を握りしめ、年甲斐もなく飛び跳ねて喜んだ。とんだラッキーパンチだが、なあに入学してから挽ばん回かいすればいい！

　若返りの大賢者、大学生になる。

　なんとも笑えない冗談だが、そんなこととは関係なく、時間は過ぎてゆく。




　入学式は、二か月後に迫っていた。
















　入学式の前日、私は伸びきった髪をばっさりと切り落とし、新調したローブに袖を通した。当然ヒゲを剃そるのも、シャワーを浴びるのも忘れない。

　身だしなみに気を遣うのは大学生の義務である──と、パンフレットに書いてあったので、それに従ったまでだ。

　そして興奮で眠れぬ夜が明け、憧れのキャンパス・ライフ、その初日の朝は、私の前途を暗示するかのような雲一つない晴天から始まった。

　私はそこら中を漂っているのであろう目に見えない素敵大学物質（仮）を少しでも多く体内に取り込んでやろうと、胸いっぱいに空気を吸い込む。花と、そして芳ほう醇じゆんな知性の香りが鼻孔をくすぐった。

　そう、私は今まさに夢にまで見たラクスティア魔術大学の前に立っているのだ。

　大学、ああ──なんと豪ごう奢しやな建造物か。

　大学の外周をぐるりと囲んだ池が、さながら鏡のごとく朝日の煌きらめきを返して、我らが学まなび舎やを照らしあげている。

　若い時分に見た異国の王家の墓にも似たその正四角錐すい型のつくりは、雪の多いウィッザニアの地ならではの建築様式なのか、それとも魔術的な深い意味合いが込められているのか、いずれにせよ胸が躍る！

　大学正門へと続く橋の前には、数え切れないほどの学徒がひしめき、各々が希望に目を輝かせている。

　右を向いても学生、左を向いても学生。

　その全てが私と同じく魔術の神髄を究めんとする同志だと思えば、自然に頰ほおが緩んでしまった。

　ああ、私も今日からこの一員となって魔道を邁まい進しんするのだ！

　……いや、いかんいかん。入学初日からこんなに浮ついた気持ちでどうする。身体からだは二十代だが、実年齢は３４０歳だぞ。

　ん？　３２０歳だったか？　まぁどっちでもいいが。

　ちなみに入学式はすでに終わった後だ。

　何故、本日のメインイベントについてなにも言及しないのかと言うと、恥ずかしい話、会場で１０００人を超える入学生を前にした途端、年とし甲が斐いもなく興奮してしまい、気付いたら式典が終わっていたのだ。

　これにはさすがに己を戒めた。

　かくも地に足のつかない状態でキャンパス・ライフなどちゃんちゃらおかしい。キャンパス・ライフというのはもっとこう……厳かな気持ちで迎えるべきもののはずだ！

　私は気つけに二度自らの頰を張り、そしていざ本館へと向かう。

　すると一体何事か、本館前の広場が大変賑にぎわっていた。在学生の集団が、入学式を終えたばかりの新入生たちに手当たり次第声をかけているのだ。

「呪術サークル〝髑どく髏ろ館〟でェす……！　呪い殺したい相手がいる新入生の皆々様ァ……体験だけでもいかがでしょうかァ……」

「人形劇サークル〝パペティアー〟！　そこのぼんやり顔のルーキーども！　ウチで宴会芸の一つでも身につけていけや！」

「ラクスティア魔術大学伝統の演劇サークル〝サバト〟！　今年もまた本館前水上ステージで恒例の演劇をやるから皆見てよねー！」

「新聞同好会でーす！　ぶっちゃけ今年新入生入んなかったら潰れちゃいます！　誰でもいいからきてくださーい！　今年こそ！　今年こそは公認サークルに！」

　これは一体なんの催しだろう？

　首を傾かしげていると、すぐに私も捕まってしまった。

「ねえそこのキミ！　騎竜に興味ない!?」

　柔和な笑顔をたたえて私の下へ詰め寄ってきたのは、とあるグループのリーダー格らしき青年だった。

　私は突然の問いかけに困惑しつつも、青年の友好的な雰囲気を見て取って、紳士的に対応することとする。

「騎竜か……興味がないと言えば噓うそになるが」

　騎竜とは読んで字のごとく、荒ぶる竜を手綱一本で自由自在に操ることを言う。

　竜はその機動力の高さから大戦中の主な移動手段として知られていた。

　しかしプライドが高く気性の荒い竜を乗りこなせるのは一握りの人間のみで、それゆえに騎竜士は重宝される。

　騎竜士の役割は伝令から先駆けまで多岐に及び、まさに戦の花形。

　私もまた大賢者である以前に一人の男であるので、彼らの武勇には一度ならず心を躍らせたものだ。

「じゃあさ！　僕たち〝騎竜俱く楽ら部ぶ〟っていうサークルをやってて、放課後はかるーく騎竜やってるんだけど、良かったらキミも入ってみない!?」

「なんと!?」

　これにはさすがの私も仰天した。

　放課後に、かるーく騎竜、だと!?

　熟練の騎竜士でさえ一匹の竜に対して数年かけて信頼関係を築き、やっとのこと背中に跨またがることを許されるというのに、学業の片手間でかるーく!?

　私は一見優男風の彼らの凄すさまじいポテンシャルを感じ取り、身震いをした。

　侮っていた！　大学というのはなんと凄まじい場所か！

「お？　興味津々って感じだねー、どう、見学だけでも？」

「い、いや、私にそんな高度なことはとても……」

「だいじょーぶだいじょーぶ、みんな素人だから気楽にやれるよ」

　貴様らのような化け物と一緒にするな！

　かるーく騎竜を乗りこなしてしまうような人間と、私のようなインドア派が並び立てるものか！

　こうなったらなんとしてでも私の凡庸さを知らしめ、諦めてもらうしかない！

「──ほ、本当に無理なのだ！　私が操れる竜などせいぜいワイバーンがいいところ！　それも遥はるか昔の話だ！」

　正確にはまだ私の年齢が二桁台だった頃、戯れで野良のワイバーンを捕まえて騎竜士の真似まね事ごとをしたのが最後だ！　笑うのなら笑ってくれ！

　そう思って口に出したのだが、どういうわけか騎竜俱く楽ら部ぶの彼らは私の一言で固まってしまった。

　何かの聞き間違いか？　とでも言いたげな表情で。

「ええと……ワイバーン？　ワイバーンってあのワイバーン？」

　……？　これはまたおかしなことを聞く。ワイバーンと言えば、一つしかないだろう。

「貴方あなたたちほどの凄すご腕うでの騎竜士とあらば片手で操れる、あの低級竜のことだが……」

　もう少し暖かくなってくれば我が物顔で空を飛び回り、産卵に備えて小型の鳥類を補食する様が見られるであろう、あのワイバーンのことだ。

　彼らは互いに顔を見合わせた。

　……なにかおかしなことを言ってしまったのだろうか？

　やがてリーダー格の青年はしどろもどろになりながら、

「あ、うん、ええと、キミにこのサークルは合わないかも、うん、良いサークルを探してね、あの、僕ら応援してるから、はは」

　と、よく分からない台詞せりふを残して、そそくさとどこかへ行ってしまった。

　……幻滅されたか。それもそうだろう。

　ワイバーンなんぞ、多少扱いに心得があれば子どもでも乗りこなせる低級竜だ。

　きっと向こうもあまりのレベル差を察して、私を傷つけぬよう、やんわりとお断りしてくれたのだろう。

　少なからず興味はあったが、前途ある彼らの足を引っ張るわけにもいくまい。

　これでいい。これでいいのだ……。

　そんな風にどうにもやりきれない気持ちを覚えて、歯を食いしばっていると。

「いひひ、キミ面白いね」

　突然、背後から不気味な笑い声が聞こえてきた。

　なにかただならぬ気配を感じ振り返ってみれば──摩ま訶か不ふ思し議ぎ、帽子がしゃべりかけてきていた。

　いや、違う、よく見れば異様につばの広い三角帽子をかぶった一人の少女が声をかけてきていたのだ。

　そして更に否、少女ではない。その立ち振る舞いからしてここの学生であることは間違いなかった。

　ただ、帽子の下に隠れた彼女があまりにも小柄で顔立ちも幼いため、つい少女と見み紛まがってしまったのだ。

　それはさておき、彼女はやけに長く黒いローブで全身を包み、そして先述したつばの広い三角帽子をかぶって、右手には竹ぼうきを携えている。そのいでたちには見覚えがあった。

「貴様、魔女か」

「魔女？　ボクが？」

　彼女は少し考えるようなそぶりを見せてから、魔女らしくにやりと口角を吊り上げ、大仰に黒いローブをはためかせた。

「そうとも！　ボクこそがラクスティア魔術大学に潜む魔女の中の魔女、ニーア・アリアケオス様だよ！」

「名乗りを上げるとは随分と殊勝な魔女だな……」

　しかし彼女らがまだ生き残っていたとは予想外だ。てっきり人魔大戦以降、完全に滅びたものだと思っていたのだが……。

　ともかく魔女すらも受け入れるラクスティア魔術大学の寛大さには、舌を巻くばかりだ。

「それで、魔女が私になんの用だ？」

「あら、意外とドライだねキミ。まぁ別に用という用はないけど、見てたよ、さっき〝騎竜俱楽部〟の連中を追い払ったでしょ」

「追い払ったなどとんでもない、私が門前払いにされたのだ」

「まあどっちでもいいけどね、なんにせよ入らなくて正解だよ」

「ふん、言われなくても分かっている、私のように凡庸な人間が魔術の片手間に騎竜を究めるなどという器用な真似はできないと言いたいのだろう」

「あはは、違う違う、ワイバーンを乗りこなせるキミと比べれば、凡庸なのはあいつらの方だよ」

「なに？」

「だって、彼ら竜になんか乗れないもの」

　私は思わず眉をひそめてしまう。

　竜に乗れない？　どういう意味だ？

「そのまんまの意味、あいつら騎竜俱楽部なんて銘打ってるけど、その実は竜にかこつけて乳繰り合ってるだけだもの。騎竜サークルってだけでモテるもんね～」

「ち、ちち……？」

「かろうじてさっきキミに声をかけてきた部長のトルア・リーキンツが地ち這はい竜に跨れるぐらい、他の奴らはただの太鼓持ちだよ」

「ち、地這い竜だと!?」

　地這い竜とは亀よりも温厚で亀よりも遅いと称されるあの地這い竜のことか!?

　相当な重量に耐え、また持久力もあることから主に物資の運搬や農耕に使われる、あの地這い竜の事か!?

「じゃ、じゃあなんだ、彼らは貴重な勉学の時間を削ってまで地這い竜に跨り、一体何を為なそうというのだ!?」

「グラウンドをぐるりと一周する頃には日が暮れるから、それで終わり」

「──ジジイと徒競走をした方がマシだ！」

　思わず暴言が飛び出してしまった。それほどまでに衝撃だったのだ。

　何がおかしいのか、彼女はそんな私の様子を見て、いひひ、と笑った。

「まぁ、今日も今日とて新しい太鼓持ちを探そうと勧誘に躍起になっていたら予想外にもワイバーンを操れる新入生がいたもんだから慌てて退散した、って感じかなぁ」

「なるほど……危うくサークルを騙かたる悪質な連中に捕まり、貴重なキャンパス・ライフを棒に振るところだった……」

「ん？　サークルを騙る悪質な連中？」

　ニーアが私の言葉を反復し、不思議そうに首を傾げた。

「悪質も悪質だろう、ラクスティア魔術大学のサークルを偽り、そのような意味不明な活動に純粋無む垢くな学生諸君を引き込もうなど、まさに悪魔の所業だ」

「へえ……」

　私の言葉を聞くなり、彼女はこちらを見上げて、ニヤニヤと口元を歪ゆがめる。

　……なんだその顔は、何か言いたいことでもあるのか。

「……キミ、やっぱり面白いね、今日の夜あけておいてよ」

　彼女はそう言って、私に一枚のビラを手渡してくる。

　そこには、でかでかと「天文サークル〝星見の森〟へようこそ！」と記されている。

　星見──確かに魔術の中には星の並びと密接な関係を持つものも存在する。なるほどこれを専門に研究するサークルがあってもおかしくないだろう。

　かつて私の好敵手であったイゾルデがこの分野に詳しかったのだが、しかし私にはあまり興味が──

「今日の夜、大学近くの〝どわあふ亭〟！　絶対きてね[image: ][image: ]！」

「あ、おい！」

　丁重にお断りさせていただこうとしたところ、ラクスティア魔術大学の魔女ことニーアは、有無を言わさず走り去っていってしまった。

　尾を引くようにはためいた黒いローブが、あっという間に視界の外へ消えてしまう。

　……なんだったのだ。

　本来ならば、こんな一方的な約束は反ほ故ごにするに決まっている。

　しかし、彼女はこの大学について相当詳しいような口ぶりだった。かたや私は入学早々〝騎竜俱楽部〟とやらに騙だまされかけたクチ。

　今後も星の数ほどのサークルから真に己のためとなるものを選び取る自信は、残念ながらない。

　ならば、ここはあえて虎穴へ入ろう。

　私は彼女の言いつけ通り、今夜〝どわあふ亭〟とやらに向かうことを決意して、敢然と歩き出した。

　そろそろガイダンスの時間だ。遅刻は許されない。私は記念すべき初講義を最前席で受けるつもりでいる。

　しかし、ラクスティア魔術大学の魔女ことニーア・アリアケオスとの出会いは、思いのほか私の計画を狂わせる結果となった。

　私が本館大講義室へたどり着いた時、すでに空席はほとんどないような状態だったのだ。

　もはや最前席へ着くことは絶望的と知り、私はすっかり落胆してしまう。

　だが、こんなことで一喜一憂していては先が思いやられるぞ。

　そう自らに言い聞かせると、私はいわゆる階段教室のちょうど中腹辺りに空席を見つけて、そこへ腰をかけた。

　……しかし、なんだ。

　最前列を取れなかったのは確かに残念だが、この巨大な講義室にひしめく学生たちを後ろから眺めながら講義を受けるというのは、こう、同志ができたようで嬉うれしいな……

　そんな風に考えていると、不意に声をかけられた。

「あの……すみません、それ〝星見の森〟ですよね……？」

「ん？」

　声のした方へ視線をやる。声の主は、私の左隣に座る小動物じみた女性であった。

　肩口まで伸びた栗くり色いろの髪の毛は後ろで編み込まれてコンパクトにまとまっており、瞳の色は淡く、服も年相応の女子らしいものだが、過度な華やかさはない。

　ちなみにここで言う小動物じみた、とは体型が小柄という意味ではない。むしろ発育は良い方で、実に女性的な体型をしている。

　小動物じみているのは彼女のどこかおどおどとした態度のことである。

　まるで巣穴からわずかに顔を出して、天敵の存在を確かめるソレのようだ。

　そして彼女はおっかなびっくり、私の手元を指していた。

　見ると先ほどニーア・アリアケオスから無理やり押し付けられたビラが、私の手の内でくしゃくしゃになってしまっている。

「ああ、入学式が終わって早々、得体の知れない魔女に手渡されたものだな。知っているのか？」

「魔女……？　い、いえ、私も今日入学したばかりで……ただ、私も大学前で同じものを貰もらったので……はい」

　ここで会話が途切れてしまう。

　彼女の〝おどおど〟はいよいよ極まってしまって、その淡い色の瞳が何を捉えているのかも定かでない。

　……彼女はいったい何がしたいのだ？

　突然声をかけてきたかと思えば突然押し黙ってしまうし、今は苦しそうな、いっそ泣きそうな顔になっている。と、そこまで考えてから私は一つの考えに思い至った。

　──そうか、彼女もまた同志を探しているのだ！

　推察するに、彼女も私と同様入学したばかりで右も左も分からないような状態なのだ。

　むろんそんな状態でこれから志を同じくする仲間を見つけることなど不可能。

　だからこそ、その足掛かりとして偶然席が隣になった私に声をかけてきたのだろう！

　これに気付いた時、私は感銘を受けた。

　なんせ今までの私は会話とはなんらかの目的、なんらかの益があって初めて生じるものだと思っていたのだ。友好関係を結ぶことを前提とした会話が存在するなど、考えもしなかった！

　まったく大学とはよく言ったものだ。

　まさか入学して早々、一介の学生からこのように大きな学びが得られるとは！

　さて、そうと分かった以上、私も彼女と友好関係を結ぶにやぶさかではない。

　こういう場合は、まず自己紹介だ。

「総合魔術科、アーテル・ヴィート・アルバリスだ」

　自己紹介に学科名を交えたのは我ながら冴さえている。

　自身がこれから学ぶ分野を相手に明かすことにより、以後お互いが魔術について語り合う際、会話が円滑に、かつ建設的に進むことは請け合いだ。

　そんな意図が伝わったのだろうか、彼女はぱあっと表情を明るくした。

「け、結界魔術科、ソユリ・クレイアットです！」

　彼女はどこかほっとしたように、私に倣って学科名を明かしたのちに自己紹介を続けた。しかし一方で私は、クレイアットという姓を聞いてはからずも表情が歪んでしまった。

　よもや私の天敵、マリウス・クレイアットと同姓とは……いや、今はそんなことよりも会話だ、コミュニケーションだ。

「結界魔術か、あれらの魔術式は実に美しい。手をかければ手をかけるほどに光り輝く」
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「美しい？」

　彼女は淡い色の瞳を丸くする。

「ああ、結界魔術は魔術の本来持つ力を何倍にも引き上げる。魔術式は複雑だが、その分努力を裏切らない、必ず応えてくれる」

「そ、そんな、私なんて基礎の魔術式を組み立てるだけでもやっとだよ……」

「はっ、またまた」

　知っているぞ。謙遜というやつだろうそれは。

　その〝おどおど〟で隠しているつもりなのかもしれないが、彼女は紛まぎれもなく名門ラクスティア魔術大学に入学するほどの優秀な魔術師なのだ。

　きっと私が卒倒してしまうほど美しい魔術式を隠し持っているに違いない。

　そういうつもりなら、少し意地悪をしてみよう。

「ではその基礎の魔術式とやらを見せてくれないだろうか、私も結界魔術には興味があるのだ」

「ええっ!?　ダメダメダメ！　私の魔術式汚いし！　恥ずかしいよ！」

　彼女は両手をぶんぶんと振って拒否の意を伝えてくる。

　──どうして貴様なんぞに私の組み立てた美しき魔術式を見せなければならないのだ！

　そういう風に言われればまだ納得できたのだが、しかし汚い？　恥ずかしい？

　……どういう意味だ？

「よく分からんが恥ずかしいということはないだろう、言葉の通り、結界魔術の基礎の魔術式でいいのだ。見せてはくれないだろうか」

「う、ううん……」

　ソユリは少し逡しゆん巡じゆんするような素振りを見せる。

　それからややあって、

「……じゃあ、笑わないでね？」

　そう言って、彼女は自前のペンを手に取ると、ノートの隅にさらさらと魔術式を書き込み始めた。

　ああ、他人の魔術式を見るなんて一体何年振りだろう。

　笑うなと言われたばかりだが、期待のあまり少しにやけてしまいそうだ。

「分かっているとは思うがくれぐれもエンドマークは打たないようにな。こんな場所で魔術を行使しては死人が出てしまう」

「そ、そんなすごいものじゃないよう」

　ソユリは困った風に言いながらも魔術式を文字に起こしていく。

　謙遜もここまでくれば天晴あつぱれだ。彼女はきっと良い魔術師になるであろう。

　そして揺れる栗色の髪を見つめながら待つこと数分。

　授業開始まであと少しというところで、ソユリはペンを置いた。

「できた、これが私の魔術式だよ、あの、本当に恥ずかしいんだからね？」

「待ちくたびれたぞ！　さあ勉強させてもらおう！」

　私は興奮をあえて隠さず、食い入るようにノートを覗のぞき込んだ。

　これが噂うわさに名高いラクスティア魔術大学の学生が記した魔術式！　この世でなによりも美しい魔術式！　そう、これこそが至上の、魔術、し、き……？

「……なんだこれは」

　思わずそんな言葉が漏れてしまう。そこに記された魔術式が、私の想像していた〝美しき魔術式〟とは遠くかけ離れていたからだ。

　まず、あまりにも無駄が多すぎる。

　ぱっと目を通しただけで省略できる箇所が20カ所以上。

　これを省略するだけで、魔術発動までの時間を五分の一以下にまで短縮できるはずだ。

　それに、これはベースにマリウス式を採用しているのか？

　──馬鹿な！　結界魔術ならばせめてイゾルデ式にするべきだ！　あんな古臭い魔術式などではなく！

　ああ、これではせっかくの結界魔術が台無しだ……。

　魔術の力を何倍にも引き上げるどころか、こんな魔術式を使っては魔力の一本化が上手うまくいかず、そもそも魔術自体うまく発動しないことすら有りうる。

　私はげんなりして彼女を見返した。

「ど、どう？」

　どうもこうも、こんなものを見せられてどうしろと……。

　……いや、待てよ！　そうか！　彼女はきっと私を試しているのだ！

　まさに天恵、私はその雑な魔術式から、彼女の意図を一瞬にして読み取った。

　きっと、彼女はあえて滅め茶ちや苦く茶ちやな魔術式を見せることで、私がどのような反応を示すのか、それを観察しているのだ！

　そうでなければラクスティア魔術大学の学生がこんなにも中途半端な魔術式を書くはずがない！　このソユリという女性、なかなか侮れないではないか！

　そうと決まればやることは一つ！

　私は自前の羽ペンとインクつぼを取り出し、ノートの空いたスペースへ、これに対する解答を書き込み始めた。

「──まず、簡単なところからいけば同じフレーズの繰り返しは非効率だ、一度魔術式を別のフレーズで組み直して一つにまとめる必要がある」

「たとえば、この部分は別のフレーズを代入することで一つのフレーズに複数の役割を持たせることができ、以降の魔術式を大幅に省略できる」

「魔術式には魔術師の個性が出るものだが、それを踏まえた上でも少し魔力の一本化が雑だな、ここは系統を一つに絞った方が良い」

　ペン先を濡ぬらしたインクが乾くよりも早く、さらさらと最適化された魔術式を書き込んでいく。この動作も慣れたものだ。

「す、すごっ……!?　アーテル君すごいよ！　あんなに長かった魔術式が……！」

　ふふん、ソユリの反応を見る限り、どうやら私の解答は正しかったようだな！

　お互いがお互いの力量を測り合う──なるほど、学友とはこういうことか！

　どれ、これで証明完了だ！

　私は魔術式の末尾を、とん、とペン先で叩たたく。

「だっ──ダメだよアーテル君っ！」

「あっ」

　いち早く私のミスに気付いたソユリが声を荒らげるが、時すでに遅し。起動した魔術式によって、ソユリのノートが淡い光に包まれる。

　しまった！　いつもの癖でうっかりエンドマークを打ってしまった！

「ちょ、ちょっとアーテル君……！　これやば……！」

　その通り、事実やばい！

　元は大した魔術ではなかったのに、私が余計なアレンジなぞを加えたせいで一転、それは戦略魔術式と化してしまった！　このままでは大講義室が火の海になってしまう！

　かといって一度証明した魔術式の発動を取り消すことは不可能！　ならば即座に対応した否定魔術式を書き込み、先の魔術式を打ち消すしかない！

　私は嚙かみつかんばかりの勢いで、ノートの空いた部分に対応する否定魔術式を書き込んでいく。

　間に合え、間に合え──！

　この間僅か数秒。打ち消しの魔術式は九割がた間に合い、そして残りの一割、間に合わなかった分のしわ寄せは、彼女のノートへと降りかかった。

　私が否定魔術式のエンドマークを打つのと同時に、ぼんっ、と彼女のノートが木っ端みじんに消し飛んでしまったのだ。

　季節外れの雪さながら、頭上からぱらぱらと紙片が舞い落ちる。

　かろうじて講義室を火の海にすることは回避できたが、しかし、これは……。

「ええと……」

　おそるおそるソユリの表情を窺うかがう。

　彼女は上気した頰ほおをぷくうっと膨らませて、小動物よろしく大きな瞳に涙をにじませていた。





○






　まさか魔術式を誤作動させてしまうなどという初歩的なミス、以前の私では考えられなかった。

　この若い肉体に精神が引っ張られているのだろうか。それとも夢のキャンパス・ライフに年とし甲が斐いもなく浮ついているだけなのか。

　どちらにせよはしゃぎすぎだ！

　何が大賢者か！　穴があったら入りたいとはまさにこのことである！

「もう、本当にびっくりしたんだからね!?」

「申し訳ない……」

　十中八九、ソユリは怒っていた。

　まだ幼さの残る顔立ちでも十全に怒りの感情を表現するためか、ぷくうと頰を膨らませて、こちらを威嚇している。

　それも当然だろう。

　なんせ入学初日、見知らぬ男の手によっていきなりノートを木っ端みじんに吹き飛ばされたのだ。

　怒って当然、そして私も怒られて当然。

　私にできることと言えば、手持ちのノートを代わりに差し出し、こうして平謝りに徹するだけである。

「……私がなんで怒ってるか、分かってる？」

　おそるおそる面を上げてみれば、ソユリがじとーっとした目でこちらを見つめていた。

　それは、もう……分かり切っている。

「大事な講義の直前にノートを消し飛ばしてしまった……これでは君の勉学に支障が出てしまう……申し訳ない」

「そういうことじゃないんですけど」

　違うのか!?

　では、無様な魔術式を見せてしまったことに腹を立てているのか……？

「私が怒ってるのはそんなことじゃないの！　魔術式の誤作動なんて、誰かが怪我けがしたら危ないでしょ!?」

「怪我！」

　なるほどそっちか！

　本学の優秀なる学生たちには、私ごときの未熟な魔術式などさしたる問題ではないだろうが、万が一ということもある。

　確かにソユリや他の学生──すなわち偉大なる魔術師の卵たちに、万が一のことがあってはいけない！

「君の言う通りだ！　私はなんてことを！」

　己の軽率さを恥じ、頭を抱える。

「わ、分かったならいいんだけど……運よく魔術式の構築が失敗したのが幸いしたね」

「ああ……運よく否定魔術式の証明が間に合ってよかった。あとコンマ６秒もあれば完全否定が完了し、君のノートも犠牲にならずに済んだのだが……私もまだまだ未熟だな」

「……ん？」

　彼女はなにか釈然としないように首を傾かしげる。

　私も「うん？」と首を傾げる。

　……なんだか微妙に会話が嚙かみ合あっていないような気がするが、気のせいか？

　そんな風に言葉を交わしていると、ふと、教壇へ上がる中年男性の姿が見えた。

「あ、先生来ちゃったね、とりあえずこの話はいったんおしまい！」

　先生、おお、間違いない！　彼こそが〝教授〟と呼ばれる人物なのだろう！

　あのいかにも魔術師然とした胡う散さん臭くさそうな面持ち！　貼はりついた卑屈な笑み！　まさに魔術師、といった印象の男である！

　しかし、あの必要以上に華美な服装に関しては疑問を感じざるを得ない。

　魔術師であるならばもっと謙虚に、かつ卑屈に、岩陰に生むした苔こけのような服を着用すべきではないか？

　……いやいや、私のような一介の学生がなんと差し出がましい。

　きっと彼のあの禍まが々まがしい毒どく蛾がのような服装にも、私のような凡才には到底理解のできない、魔術学的な深い意味合いがあるのだ。

「講義、始まるみたいだね、ちょっと緊張してきちゃった……」

「ふふ、それは私もだ。では、健闘を祈る」

「はは……そうだね、頑張らなくちゃ、アーテル君もね」

　言われずとも、やる気は十分だ！　彼の〝講義〟とやらが楽しみで仕方ない！

　はてさてラクスティア魔術大学はその講義をもって私たちに一体どのような英知を授けてくれるのだろう……！

　さて、教壇の前に立った彼は、まず一つ咳せき払ばらいをして学生の注目を集めた。

「──ええ、ではこれから現代魔術学基礎の講義を始めます。魔術学者のイルノフ・ガントットです」

　彼は軽く会釈をする。

　私は惜しみない拍手によって彼を称たたえようと思ったが、誰一人としてイルノフ教授に拍手を送る気配がないので、すんでのところでやめた。

　郷に入っては郷に従え、である。

「では、早速講義を始めます。えー、まぁ初回なので、本講義の意義について軽く触れて、それから軽く全体の流れを説明します」

　なるほど、賢明な判断だ。

　仮にも現代魔術学〝基礎〟を名乗っているのだから、初めから教授が持つハイレベルな魔術知識を披露しては学生たちも面食らうだろう。

　だからこそ導入をしっかりとこなし、学生たちを深遠なる魔術世界へと丁重にエスコートするつもりなのだ！

　彼は、えー、と魔術師らしくねばっこい声で語り始めた。

「まず、皆さんも知っての通り、魔術の歴史は長く、その起源は数千年前に遡るとも言われています」

　──そんなに遡るのか!?

　ただ現代魔術を教えるだけならば大戦以前の近代魔術からの変遷を伝えるだけで十分だと思うのだが、よもや〝基礎〟を教える講義で、魔術の根源に触れようというのか!?

　興奮のあまり鳥肌が立ってしまった！

　……しかし、この時の興奮はすぐにクールダウンしていくこととなる。

　なんせ、イルノフ教授の前置きが長すぎるのだ。

　やれ魔術とはかつて存在した魔法と呼ばれる技術から派生したものだの。

　やれ魔術とは世界の理ことわりに魔術式をもって干渉し、事象を書き換える技術であり、世界の理から力を借り出す魔法とは根本的に異なっているだの。

　やれ文化の違いがそのまま魔術の形態に影響しているだの。

　皆が分かり切っている魔術の歴史についてを、掘り下げるでもなく、また新たな解釈を唱えるでもなく、ただ淡々と教科書でもなぞるように述べているだけなのだ。

　こんなもの、魔術師を志す者は皆が子どもの頃から知っている。

　……彼はあまりにも学生を見くびりすぎているのではないだろうか？

　これでは、教授の一言一句を熱心にノートへ書かき綴つづっている学生たちが哀れだ。

　一体どれだけ深遠なテーマに触れるのかは知らないが、そろそろ本題に入ったらどうだろう……。

「──というわけで現代魔術は大きく分けて二つ、詠唱式と無詠唱式に分かれます。また、詠唱式は更に二つ、口唱法と書き込み法に分かれます」

　教授は黒板にチョークでかつかつと魔術式を書き込んでいく。

　それは単純かつ、初歩的な魔術式だ。

「はい、これが詠唱式書き込み法ね。魔術式を文字に起こしてエンドマークを打ち、証明することで強力かつ確実な魔術が発動できます。あまりメジャーではありませんが、魔術式を絵で表すこともありますね。性質上、結界魔術などは書き込み法でしか証明できません」

「次に口唱法、これは皆さんご存ぞん知じの通り、魔術式を声に出して唱えることで魔術を発動させる、最もポピュラーな詠唱です。純粋な出力で言えば書き込み式に劣りますが、魔術式を書き込む工程を省けるので実に手軽です」

「最後に無詠唱式ですが……これはまあ、覚えなくてもいいです。読んで字のごとく、全くのアウトプットなしに頭の中だけで構築した魔術式に体内の魔力を乗せて魔術を発動する方法です」

「あらゆる工程を省略するので速さだけで言えば全ての詠唱に勝りますが、いかんせん頭の中だけで魔術式を組み立てるのは熟練の魔術師にとっても至難の業で、体内の魔力のみを使うので出力も最低、かなり不安定な詠唱となりますね」

　知っている、知っている、知っている……。

　こんなのは全て初歩中の初歩、いい加減焦じらしが過ぎるのではないか……私は魔術の神髄を学びたいのだ……。

　そんな私の思いが、教授に届いたのかもしれない。

「さて、さわりとしてはこんなところですね。ではそろそろ……」

　そろそろ!?　そろそろ本題か!?

　私は期待のあまりわずかに身を乗り出してしまう。

　しかし、彼の続けた言葉は、

「──講義を終わろうと思います」

　そんな、耳を疑うようなものだった。

　……終わり？　まだ何も始まっていないのに？

　呆ぼう然ぜんとして彼のことを見つめていると、しばらくして彼は「ああ」と何か気付いたようなそぶりを見せて、

「と思ったら、時間がまだ余っていますね、もう少し続けましょう」

　危ない！　はらはらしたぞ！　まったくイルノフ教授は戯れが過ぎる……！

　そう思った矢先の事。

「とはいえ、もう初回の授業で話すべきことは全て終わっているので……あの忌まわしき大戦に絡めて、現代魔術を学ぶ上での注意点を教えましょう」

　……ん？

　私は首を傾げた。

「皆さんはまだ若いので、実感は湧かないかもしれませんが──人魔大戦という言葉ぐらいは聞いたことがあるでしょう」

　……んん？

　私は更に首を傾げ、眉間にシワを寄せる。

　しかしそんなのはお構いなしに、イルノフ教授は語り続けた。

「人魔大戦とは、今から２００年ほど前に魔術師と魔族たちが繰り広げた世界規模の戦争のことです。この大戦では実に多くの死傷者が出ました。皮肉なことに、現代魔術の基礎はこの大戦を通して形作られていったのです。すなわち私たちが普段何気なく使っている魔術は多くの犠牲の上に確立されたもの、というわけですね」

「魔術とは邪悪な魔族を倒すための武器？　いいえ、魔族が邪悪などと一体誰が決めたのでしょう。現存する資料によると、当時魔術師たちは自らの武勇を誇示するために倒した魔族の首を串刺しにし、その血を啜すすっていたそうです。いったい邪悪なのはどちらでしょうか！」

「正義の勝利などとんでもない。我々は自分たちの身勝手な発展のため、対話によって分かり合えたかもしれない相手を野蛮にも暴力に訴えて蹂じゆう躙りん、その無数の屍しかばねの上に文明を築き上げたにすぎないのです！　これはもはや侵略と言っても過言ではない！」

「──だからこそ、私たちは正しく魔術と向き合っていかなくてはなりません。あの悲劇を二度と繰り返してはいけないのです。そのことを、これから現代魔術について学んでいく君たちに理解してほしいのです」

　そして、彼はやけに芝居がかった仕草で話を締めくくった。

　ここにきて、大講義室に集まった学生たちから拍手の渦が巻き起こる。

　割れるような拍手、とはまさにこのことを言うのだろう。あまりの凄すさまじさで、今にも教室全体が割れてしまいそうである。

　教授のご高説に心を打たれて、涙ぐむ者の姿もちらほらと確認できた。

　というか、まさに私の隣でソユリ・クレイアットがぐずぐずと鼻を啜りながら、目元を拭っていた。

　そんな学生の姿を見て、イルノフ教授は実に満足げな表情を浮かべている。

「来週からの講義では、教科書として私の著書を使うので忘れず購入するように……さて、最後にこの講義に関して何か質問、意見、感想等のある学生はいますか？」

　イルノフ教授が受講生たちに呼びかけた。しかし皆が皆、感極まったように彼から目を逸そらすばかりで、動こうとはしない。

　そんな中、私はたった一人挙手をする。

「はい、そこの君、是非自由に意見を述べてください」

　イルノフ教授が挙手をする私の姿を認めて、発言権を与えてくれる。

　私はイルノフ教授の寛大な精神に敬意を示すべく一度頭を下げ、そして起立した。

　学生たちの視線が集まるのを感じる。

　このような形で注目されるのはあまり経験がなく、少し戸惑ってしまうが、せっかくイルノフ教授が一介の学生たる私へ発言の機会を与えてくれたのだ。

　では、遠慮なく……。

　私は深く息を吸い、そしてイルノフ教授に質問を投げかけた。

「では僭せん越えつながら──何故なぜ、学生に出で鱈たら目めばかりを教えるのですか？」

　その時、私は大講義室の空気が一瞬にして凍り付くのを感じた。

　イルノフ教授は呆ほうけたように固まっているし、それは学生たちも同様だ。

　しばらくすると学生たちも我に返ったようで、講義室のあちこちからざわめきが生じる。ちらほらと、こちらへ視線を向けてくる学生の姿も確認できた。

　不意に、左腕に違和感を覚える。何かと思えば、先ほどまで感涙を流していたソユリが、青ざめた表情で私の袖口を引っ張っていた。

「（ちょ、ちょっとアーテル君!?　教授に向かっていきなりなに言ってるの!?）」

「なに、とは……言葉のままだ。名門ラクスティア魔術大学の講師を務めるイルノフ・ガントット教授の深遠なる思想は、きっと私には理解の及ばぬところではあるのだが──」

　私はイルノフ教授を見やる。

「──しかし、さすがにこれは戯れが過ぎるというもの、あまり純真無む垢くな学生たちに出鱈目ばかり教えるのもいかがなものかと思った次第だ」

　ざわめきがより一層大きくなった。

　イルノフ教授は「ええと……」と困ったように頰ほおを搔かき、再び貼はり付けたような笑みを浮かべる。

「……出鱈目、とはどういうことかな？　君、学科と名前を」

「総合魔術科一年、アーテル・ヴィート・アルバリス」

「へえ、これは驚いた。あの三大賢者の一人と同姓同名なんだね」

　ふむ、同姓同名というか、同一人物なのだが……。

　しかし、どうせこの姿では信じてもらえないだろう。

　──いかにも私こそが三大賢者が一人、アーテル・ヴィート・アルバリス！　これは大魔術を成功させて若返った姿だ！

　などといちいち説明するのも面倒くさい。

　それに、重要なのはそこではないのだ。

「話を戻しましょう。私は疑問に感じているのです。いったいあなたにいかなる考えがあるのかは分かりかねますが、いたずらに学生を惑わしてばかりというのはよろしくない。たとえ万に一つの可能性だとしても、これを信じ込む学生がいたら事だ」

「ええと、ですね、その出鱈目というのが私にはよく分からないのです。よろしければ参考までに教えていただけないでしょうか、アーテル君？」

　はっ、またまた。ここまできてもしらを切るとは、イルノフ教授は模範的魔術師顔にふさわしく相当なタヌキだな。

　いいだろう！　そんなにも学生を試したいと言うのならば、未熟者ながら私が先駆け一番、解答を示してくれる！

　しかしそのためにはまず、同じ目線の高さに降りなければな。

　私のような人間が教授を遥はるか高みから見下ろしたまま喋しやべるなど無礼千万だ。

「分かりました、ではそちらへ行きます」

　そういうわけで私は階段を下り、教壇のすぐ傍そばまでやってきた。

　そしてイルノフ教授と対たい峙じし、私なりの〝解答〟を提示する。

「──まず、イルノフ教授は人魔大戦について触れていましたが、そこにはかなりの誤った情報が含まれています」

「はは、なにを馬鹿な」

　イルノフ教授が鼻で笑う。そして笑みは貼り付けたまま、こちらを威圧するようにずいと顔を寄せてきた。

「いいかい？　私は人魔大戦に関しての史料を読よみ漁あさっている。それに私がさっき話したのはほんのさわりの部分──もっと言ってしまえば皆が知っている常識なのだよ？　それのどこが間違っていると言うのかな？」

「間違いだらけですよ」

「ほほう！　君も言うじゃないか！　そこまで言うからにはもしや君、人魔大戦を経験したね？」

　イルノフ教授が冗談っぽく言うと、学生たちの間でどっと笑いが起こる。

「なんだあの馬鹿、どこの学科だって？」

「よくいる意識高い系ってやつでしょ？　別に毎年いるじゃない」

「ダメダメ、こっちまで恥ずかしくなってきた、寝てるから終わったら教えて」

「あーあ、知らねーぞ」

　教授自身も堪こらえきれなくなったらしく、くつくつと笑っている。

「さあさあ、分かったら席に戻りなさい、講義の時間はとっくに終了しているんだ。私には次の講義もあるんだからね……」

　イルノフ教授はもはや私のことなど眼中にないと言わんばかりに帰り支度を始める。

　ううむ？　私は何故か彼を失望させてしまったらしい。

　ならば汚名返上、名誉挽ばん回かいだ。

「──リザードマンの血を啜ったのは、病気の治療のためだ」

　その途端、あたりは再びしんとなる。

　イルノフ教授がようやくこちらを振り向いてくれたので、私は更に続きを述べる。

「まず一つ目の指摘として、教授は魔族と幻獣を混同してしまっている。啜ったのは魔族ではなく、リザードマンの血だ。そしてその理由は大戦後期、爆発的に流行したとある病にある。竜りゆう鱗りん病びよう──人魔大戦に詳しいイルノフ教授なら、その名は知っていましょう」

　竜鱗病？　学生たちの間で声があがる。

　年若い学生たちが知らないのも無理はない。あれは２００年も昔、大戦終結と同時に治療法が確立され、今ではほとんど根絶された病だからな。

　では、彼らにも分かるように説明しよう。

「竜鱗病とはリザード系モンスターの唾液が傷口などに付着することにより感染する病気で、発症すれば皮膚がさながら竜の鱗のように硬質化し、最終的には失明の恐れすらある。大戦中もっとも恐れられた病の一つだ」

「し、知っていますよ、竜鱗病でしょう。舐なめないでください」

　さすがイルノフ教授は博識だ。

　だが、まだ春先だというのに、何故そんなにも滝のような汗を流しているのだ？

「しし、しかし、竜鱗病が感染者の視力を奪うほど進行することなどごく稀まれです、これが最も恐れられる病なんて、そんな大それたことは……」

「おっしゃる通り、竜鱗病は見た目ほど恐ろしい病ではない。たいていは発症すらしないからな。だが、それは栄養状態の良い、現代に限っての話だ」

「え、栄養……？」

「大戦中はとにかく環境が劣悪で、人々は衰弱しきっていた。そのせいで通常問題にすらならない竜鱗病が猛威を振るったのだ。そんな時、出所がどこかは定かでないが〝竜鱗病を治すには同じくリザード系モンスターの血を啜ればよい〟という噂うわさが流布し、人々はこぞってそれを実践した、家族の為ために、友の為に、国の為に──」

「一見馬鹿げた民間療法だが、しかし、結果としてこれは竜鱗病の被害を抑え、また竜鱗病の治療法を確立するために大きく貢献した。リザード系モンスターの血には、竜鱗病の進行を抑える抗体が存在することがのちに判明したのだ。そして最終的にこの治療法を確立した女性の名がメディ・パラストール──これで合っていますよね、イルノフ教授？」

「うぐっ……!?」

　イルノフ教授は歯を食いしばっている。反論が飛んでこないところを見ると、これで正解なのだろう。

　しかし、私にとってこんな問題は答えられて当たり前、誇ることでもない。

　──なんせ私は実際に、２００年前の人魔大戦を経験しているのだから。

「それと、イルノフ教授」

「な、なんですか……!?　まだなにかあるんですか……!?」

「確かに、魔術とは多くの屍しかばねを積み上げて研けん鑽さんされてきたものだ。それに、魔族もひとえに邪悪な存在とは言い切れない。あなたの言う通り、対話で分かり合えたかもしれない。しかし──」

　私はイルノフ教授に詰め寄る。

「しかし、あの戦乱の時代を必死で生き抜いてきた者たちに邪悪など──それだけは看過できない。彼らを侮辱することは、魔術師の在り方そのものを否定することと同義だ」

「ううっ……!?」

　──どうだ、これでいいのだろう？

　私はこのように貴重な発言の機会を設けてくれたイルノフ教授に感謝の意を示すべく深くお辞儀をし、そして踵きびすを返した。

　いけないいけない、年とし甲が斐いもなく、つい熱くなってしまった。

　振り返ってみると、学生たちがしんと静まりかえって、こちらを見つめているのに気付いた。

　出過ぎた真似まねをしてしまったのかもしれない。

　お目汚し失礼、私はすぐに退散させてもらおう。

　……ああ、それと。

　私は黒板の前にさしかかったところであることを思い出し、再びイルノフ教授に振り返った。

「すみません、最後の間違いを指摘し忘れていました」

「は……？」

　私は黒板に歩み寄ってチョークを手に取ると、彼が書き込んだ魔術式のワンフレーズに二重線を付け足した。

「──ここ、間違っていますよ」

　どこかの誰かが、ふふっ、と失笑した。

　その瞬間、イルノフ教授の下からぱきりと奇妙な音が聞こえてくる。

　それが、彼が奥歯を嚙かみ砕くだいた音だと気付いたのは、すぐのことだ。

「このっ……」

　イルノフ教授が眼めを血走らせて、こちらに手の平をかざしてきた。

　そして、なにやらぶつぶつと呟つぶやいたかと思えば彼の手の内に拳大の火の玉が生成される。

　どこからか甲高い悲鳴があがった。

　幾度となく見た光景、それは詠唱式口唱法、火炎の魔術だ。

「──このっ、口だけ達者なクソガキがっ！」

　イルノフ教授は忌々しげに言って火炎球を放つ。

　その標的とは他でもない、私だ。

「やべえっ！　イルノフ教授がキレたぞ！」

「逃げろ！　流れ弾だまに当たって入院でもしてみろ！　落単！　落単だぞ！」

「それだけはイヤだ！　どけっ新入生！　俺はもう六回生なんだよ!!」

　大講義室に響き渡る悲鳴、逃げ惑う最前列の学生たち、迫る炎。

　私は──思わずにやついてしまった。

　なにが「正しく魔術と付き合っていかなくてはなりません」だ！　とんだ食わせ者め！

　学生に対していきなり魔術を放つなど、これがラクスティア魔術大学流の歓迎だとでも言うつもりか!?

　しかし、これでいい！　これぞ私の求めていたキャンパス・ライフ！　私も全力を尽くしてこれに応えよう！

　私は目と鼻の先にまで迫った火炎球を正面から見据え、即座に対象の魔術式を解析──これを否定する魔術式を脳内で組み立て、そして証明する。

「──証明、完了だ！」

　頭の中でエンドマークを打つのと同時に、火球は空中で霧散し、そして火の粉のひとかけらさえも、私に到達することはなかった。

　イルノフ教授が信じられないものでも見るような目で、こちらを見つめている。

「む、無詠唱の否定魔術式……？　馬鹿な、そ、それもあんな一瞬の内に完全否定を証明するなんて、そんなバカげたこと、ありえな──」

　そこまで言いかけたところで、彼の手元にぽん、と火の玉が浮かび上がる。

　最後に「へっ？」と間抜けな声が聞こえた気もしたが、それは爆音によってすぐにかき消された。

「ぶげあっ!?」

　イルノフ教授が潰れた蛙かえるのような悲鳴をあげて吹っ飛び、そして講義室の壁に激突する。

　し、しまった……またやってしまった……！

「つい癖で、呪じゆ詛そ返しの魔術式まで組んでしまった……」

　ああ、やはり私は浮かれているのだろうか!?

　完全に伸びてしまったイルノフ教授を見下ろして、私は自らを戒めた。
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　魔護符、というものが存在する。

　東洋呪術から発展し、人魔大戦以降、急速に普及したマジック・アイテムの一つだ。

　それは人の形を模した呪符に特殊な魔術式を書き込んだもので、術者がなんらかのダメージを受けることをスイッチに魔術式が起動する。

　その作用は、術者のダメージの肩代わり。

　ダメージの量が一定を超えると役目を終えて散り散りになってしまう事から、しばしば身代わり札と称されることもあり、現代魔術師にとっての必需品だ。

　むろん私も持っているし、イルノフ教授も当然これを懐に忍ばせていた。

　従って、呪詛返しの魔術式が発動した際、私は生意気にも一瞬イルノフ教授の安否を気遣ってしまったが、どうやらいらぬ心配だったようだ。

　彼が懐に忍ばせていたらしい魔護符がきっちり役目を果たしてくれたおかげで、イルノフ教授はモロに魔術の直撃を食らったにもかかわらず、気を失うだけに留とどまったのだ。

　それにしても、さすが名門ラクスティア魔術大学の教授を名乗るだけはある。まさか自ら身を挺ていして学生の力量を確かめるなど……。

　私は保健室へ運ばれていく彼の雄姿を、最大限の敬意を表して見送った。

　今度、彼の著書を四冊ほど購入しよう。保存用・鑑賞用・実用用・布教用に。

　そう決意を固め、私は大講義室を後にしたのであった。

「──私、アーテル君が教授に意見した時、本当にびっくりしたんだよ」

　講義室を出てすぐ、隣を歩くソユリがおもむろに言った。

　ちなみにソユリは次も私と同じ講義を取っているらしく、これもまた何かの縁、ということになり、今は二人で講義室へ向かっている最中だ。

「なに、私が指摘しなければ、きっと他の誰かが指摘しただろう。しかし私もまだまだ未熟だ、堪こらえ性しようが無くていかん、皆の奥ゆかしさを見倣わねば」

「あれは奥ゆかしさとは違う気がするけど……私、心臓が止まるかと思ったよ」

　心臓が止まるとは、なんと大げさな。

　……いや、大げさといえば、他の学生たちもそうだ。

　イルノフ教授が倒れたのち、大講義室は一時騒然となった。

　悲鳴をあげる者、逃げ出す者、助けを呼びに行く者、一方で机に突っ伏していびきをかく肝の据わった者など、反応は様々だったが、どう考えても大げさではないか？

　よもや私ごときの魔術が、イルノフ教授を傷つけられるはずもないだろう。

　きっと、イルノフ教授はいの一番に意見を示した私へ花を持たせてくれたのだ。すなわちあれはやられたフリ。改めてイルノフ教授の寛大な精神に感服した。

　ソユリが、ふうと溜ため息いきを吐つく。

　なんだか疲れ果てたような様子だが、どこか調子が悪いのだろうか？

「私こそアーテル君を見倣いたいよ、色々と……」

「はは、買いかぶりすぎだ、私など運よくここに入学できただけに過ぎない」

「……嫌味とかじゃなくて素で言ってるんだもんなあ……」

「なにか言ったか？」

「ううん、なにも。ただ、この短い時間でもアーテル君がどういう人なのか段々分かってきたなー、なんて」

「それは素晴らしい。私は人付き合いが得意ではないが、せめて君のことが理解できるよう努めよう」

　まあ魔道を究めんとする探究者同士、心配せずともすぐにお互いが理解できるだろう！

　そしてゆくゆくは素晴らしきキャンパス・ライフを！　魔術の道を邁まい進しんするのだ！

　そんな風に、来きたるべきバラ色の未来へ思いを馳はせていると、突如あたりに女性の〝声〟が響き渡った。

　これは──壁や天井などの至るところに〝音響魔法陣〟が仕込まれているのか。

　噂には聞いたことがあったが、実際に見るのは初めてだ。

『──総合魔術科一年、アーテル・ヴィート・アルバリス、アーテル・ヴィート・アルバリス、至急、本館六階学長室まで来てください、繰り返します。総合魔術科一年──』

「……呼び出しだね」

　ソユリはなんだか複雑そうな面持ちだ。

　呼び出し？　私がか？

「一体なんの用だろう？」

「間違いなく講義の最中にイルノフ教授を倒しちゃった件についてだと思うけど……行った方がいいよ？　名指しで呼び出されちゃってるし……」

「し、しかし、この後は大事な講義が……深遠なる魔術世界への入り口が……」

「……すっぽかしたら最悪退学かも」

「うぐっ!?」

　それは困る！

　たとえ拷問にかけられようが、退学だけは絶対にダメだ！

　私はまだ広大な知識の泉のほとりに立っただけに過ぎないというのに……！

「すっ、すぐに用事を済ませてくる！　一緒に講義を受けるという約束を反ほ故ごにしてしまうのは不本意だが、すまん！　また後で会おう！」

　こうして私は別れの挨拶もほどほどに、六階学長室へと向かう。

　後ろの方から「頑張ってねー」とソユリの声が聞こえてきたので、私はこれに了解の意を込めて微笑ほほえみを返した。

　どうやら、私もソユリという人間のことが段々に分かってきたらしい。

　彼女は多分、相当に〝良い人〟だ。
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　呼び出しに従って階段を上り、本館六階へたどり着くと、見上げんばかりの巨大な扉が私を出迎えた。

　扉には一面びっしりと複雑な紋様が描かれている。言うまでもなく魔術式だ。複雑かつ高度な魔術式が、数十層もの魔術結界を形成している。

　この厳重な守りは、間違いない。ここが〝学長室〟だろう。

　大変はしたないことだが──私はこの魔術式を目にした途端、我を忘れて、頭の中で否定魔術式を構築し始めていた自分に気が付く。

　……はっ!?　私は何をやっているのだ!?

　いかにこの魔術式が美しくとも、これだけ厳重に施された魔術結界を無許可で解錠するなど無礼の極み！

　しかし、もしこの繊細かつ複雑微妙な魔術式の完全否定を証明できたとなれば、どれだけ爽快だろうか……いや！　だから駄目だと言っているだろう!?　馬鹿か私は！

　そんな風に頭を抱えて葛藤していると、ひとりでに扉が開いた。

　どうやら内側から解錠されたらしい。少し残念に思いながらも、部屋の中へ目をやると、一人の女性が私を出迎えた。

　装飾の施された白いローブを身に纏まとい、ねじ曲がった杖つえを携える、銀髪碧へき眼がんの年若い女性である。

「ようこそいらっしゃいました、大賢者様」

　彼女はそう言って、深く頭こうべを垂れた。

　大賢者──そう呼ばれたのはいつ振りだろうか。

　そして、その呼び名を口にしたということは彼女は私の正体を知っているということだ。

　まぁ、履歴書には微生物文字で今までの経歴を余すことなく記載したのだから、別に隠していたわけではないが……。

「……どこのどなたかは存じないが、頭を上げてくれ。このようなロートルに敬意を払う必要などない」

「そんな、滅相もありません。申し遅れました、私、本学学長のディヴィーナ・フランケンシュタインと申します」

　……フランケンシュタイン、だと？

「まさか、君は」

「ええ、お察しの通り、かつてアーテル様とともに並び立ったとされる三大賢者が一人、イゾルデ・フランケンシュタインの子孫でございます」

「お、おお!?」

　思わず声をあげてしまった。

　確かに、言われてみればどことなく面影がある！

　それになにより、さっき見た扉の魔術式は正当な〝イゾルデ式〟であった！

「まさかヤツに孫がいたとは驚きだ！　それで、イゾルデは元気か？」

「正確には玄孫やしやごです。高祖母は20年ほど前に他界しました。享年３４４歳です」

「なんと……」

　大戦以後、顔を合わせることは一度もなかったが、まさかあのイゾルデが亡くなっていたとは。

　誰よりも結界魔術を得意とし、誰よりも美しい魔術式を組み立てた若き天才女魔術師、イゾルデ・フランケンシュタイン。

　その彼女がすでに亡くなっていたという事実に、私はショックを隠し切れない。

「高祖母は、よくあなたのことを話していましたよ」

「そうか……私には気の利いた台詞せりふなどは思い浮かばないが、彼女はかつての人魔大戦を共に生き抜いた、いわば戦友だ。せめて安らかな眠りにつけるよう祈ろう」

「……ついでに鈍感な男だと、よく愚痴っていました」

「鈍感？」

「ああ、いえ、なにも──立ち話もなんですから、どうぞ中へ」

「あ、ああ……？」

　ディヴィーナに導かれるがまま、恐る恐る学長室へと足を踏み入れる。

　そうだ、イゾルデに子供がいたという衝撃ですっかり忘れてしまっていたが、私は名指しで呼び出されていたのだ。

　内心びくびくしながら勧められた椅子へ腰をかけると、彼女はテーブルを挟んで向かいの椅子に腰を下ろす。

　一体何を言われるのだろうか……まさか学長権限で即退学、なんてことはあるまい……。

　そんな風に怯おびえていると、ディヴィーナ・フランケンシュタインは正面からこちらを見据えて、言った。

「──単刀直入に言いますと、アーテル・ヴィート・アルバリス様、貴方あなた様には、是非本学の講師になっていただきたいのです」

「……今なんと？」

　まったく、歳としのせいだろうか？

　一度ならず二度までも、殊ことに今、ひどい聞き違いをしてしまったようだ。

「ですから、アーテル様には是非とも本学の講師になっていただきたいのです」

　……聞き違いではなかった。

　なにか悪い冗談かと思い、慣れない愛想笑いを浮かべてみたりもしたが、彼女の表情は真剣そのものである。

「講師？　それはつまり、私にこの大学の教授になれと言っているのか？」

「あくまでこちらがお願いする形になるのですが、まあ、そうです」

「いや、いやいや」

　私はかぶりを振った。

　……全く、ラクスティア魔術大学には酔狂な人間が多すぎる。

　私のような凡人では話についていくのも精いっぱいだ。

「冗談だろう？」

「ええ、まあそう言われるだろうとは思っておりました。しかしまずは私の話を聞いてほしいのです。これを見てください」

　そういって、彼女は一枚の紙きれを取り出す。

　そこはかとない既視感を覚えて目を凝らしてみれば、それはラクスティア魔術大学の入試問題──それも私が解答を書き込んだものではないか。

　問題文にはあの時と変わらず〝伝説の三大賢者が一人、マリウスが組み立てたマリウス式魔術式の基本式を、できる範囲で記しなさい〟という一文があり。

　そして解答欄には、ご丁寧にも最適化されたマリウス式魔術式が私の乱暴な字で書き込んである。

　それを確認した途端、私の顔面がか[image: ][image: ]っと熱を持った。

　果たしてこの世にこれ以上の羞恥が存在するのかと思った。

　──まさか、まさか入学した後になって、入学試験での私の誤りを、このような形で晒さらされるなど!!

「ご覧の通り、これは入学試験でのアーテル様の解答です」

「ああ……」

「見事な魔術式です、全く非の打ちどころがありません」

「そ、そんなことは……」

「更に最適化にも一切の無駄がない、まさにマリウス式魔術式を究めたと言っても過言ではありません」

「ぐっ……!?」

　……なんだこれは？　新手の拷問か？

　まさか私はこうして嫌味を言われるためだけに入学させられたのか？

　ああ、何故なぜあの時の私は解答欄に〝マリウス式魔術式など馬ば糞ふんにも劣る〟と書き込まなかったのだ！

　私は今にも憤死してしまいそうになったが、それとは対照的に、ディヴィーナ学長は神妙な面持ちである。

「……念のため言っておきますが、マリウス式魔術式の基本式を正しく構築したのは、アーテル様ただ一人でした」

「わ、私一人、だと!?」

　私は目を剝むいて仰天した。

　これまでの私は、同様にマリウス式魔術式を証明してしまった馬鹿正直な受験生がきっと他にもいくらかいたのだろうと踏んでいたのだが、まさか私一人とは！　まさに羞恥の極みである！

　できることならばそこの窓から飛び降りてしまいたい！

「ええ、驚かれるのも無理ありませんね……実に嘆かわしい事です」

「お、おっしゃる通りだ……」

　おっしゃる通りだが、これ以上吊つるし上あげるくらいなら、いっそ殺してくれ……。

　心の中だけでそうつぶやいた。

「そしてあなたの解答は、入試課でも大変話題になりました──なんせこれはマリウス式魔術式を完璧に証明できる受験生など存在しないという前提のもと作られた問題なのですから。しかし予想に反してこれを証明し、あまつさえ最適化まで施した受験生がいるではないですか」

　あなたの解答は、大変話題になりました。

　彼女の台詞を耳にした途端、私は頭の中が真っ白になってしまう。

　そのせいで、私はそれに続く台詞を聞きもらしてしまった。

　しかし大方「馬鹿正直にあのヘボ魔術式を証明して、ご丁寧に最適化までした馬鹿がいるぞ！　と話題になりました」とかそんな感じだろう。

　……この数分で一生分の恥をかいた気がする。

「しかし私は送られてきた履歴書を見た時、一度でソレを信じることが出来ませんでした。同姓同名の他人だと思いました。ですが──どうやら貴方様は先ほどの講義で、イルノフ教授をいともたやすく倒してしまったそうですね」

　倒したというか、イルノフ教授が倒されてくれたというか……。

「しかもあなたは無詠唱式の否定魔術式を証明し、イルノフ教授の魔術を無効化したのちに無詠唱式の呪じゆ詛そ返しまで……あまりに常軌を逸しております。しかし、これによって私は確信しました。あなたこそ我が偉大なる高祖母、イゾルデ・フランケンシュタイン唯一の好敵手、三大賢者が一人──アーテル・ヴィート・アルバリス、その人なのでしょう」

「……ううむ？」

　話の流れがおかしいぞ。私はつい先ほどまで辱められていたのでは？　なんだか分からないが、いつの間にか褒められていないか？

　まぁ、どちらでもいい。

　要するに彼女が、私をアーテル本人だと確信したと、そういう話だろう。

「しかし……その、不ぶ躾しつけかもしれませんが、高祖母から聞いていたよりも、随分とお若い見た目で……」

「なに、若返りの魔術で肉体を二十歳まで戻したのだ、実年齢はイゾルデとさほど変わらない」

「わ、若返り……!?」

　ディヴィーナ学長が目を剝いた。

　この魔術に関しては私にも多少の自信があるので、そのような反応を示してもらえると、鼻が高い。これが入学試験での失敗の汚名返上となれば幸いだ。

「……やはり貴方は紛まぎれもなく三大賢者の一人、アーテル様です。そして、そんな貴方様だからこそ頼みたいのです」

　その直後、彼女はテーブルに額が触れそうになるほど深々と頭を下げ、言った。

「──お願いします。我がラクスティア魔術大学の講師となり、学生たちを正しき魔術の道へと導いてください」

「なっ……」

　彼女の態度に、私はすっかり面食らってしまった。

「報酬は十分に支払います。何一つ不自由のない待遇で迎えます。ですから、どうか、どうか貴方様の力をお貸しください！」

「何故、私のような人間にそれほどまで……」

「……幼い頃から高祖母によく聞かされていました。かつてアーテル・ヴィート・アルバリスという、誰よりも真摯に魔術と向き合った魔術師がいたのだと。だからこそ、貴方様なのです。貴方様ほど、本学の講師にふさわしい人はいないのです！」

　それは……買いかぶりも甚だしい。私はそれほど大層な人間ではない。

　まして私に対してとりわけツンケンしていたあのイゾルデ・フランケンシュタインが、間違っても私に対する賛辞など送るはずがないのだ。

　しかし、なんにせよ彼女は本気だ。

　一体どこで勘違いしてしまったのか、彼女は本気で私を素晴らしい魔術師と信じ込み、本気で勧誘しにきている。

　これはきっと、破格の条件なのだろう。

　こと私のように平凡な才能の持ち主にとって、この誘いはまたとないチャンスなのだ。

　おそらくこの機会を逃せば、私がラクスティア魔術大学の講師になれることなど一生ないだろう。

　しかし、それでも、それを踏まえた上でなお、

「──すまないが、丁重にお断りさせていただく」

　私は、こう答えるのだ。

「な、なにか不満な点がおありなのでしょうか？　報酬は十分に払うつもりですし、こちらとしては丁重にもてなすつもりですが……」

「私にはあまりに勿もつ体たいない話だ、それならば是非イルノフ教授の待遇を手厚くしてくれ」

　私のような人間を雇うよりも、あの素晴らしき魔術学者イルノフ教授の給金を少しでも上げる方が、きっとこの大学のためになる。

「なぜあの男を……？　いえ！　そういうわけにも参りません！　では、一流の研究設備を望めば望むだけ用意しましょう！　それなら……！」

「いやいや、もう一人で学ぶのはまっぴらだ、それに、私のような未熟者が道具だけ揃そろえても恰かつ好こうがつかないだろう？」

「み、未熟者……？　三大賢者の一人に数えられたあなたが……？」

「そもそも私などはただ悪目立ちしただけで、私より優れた魔術師などいくらでもいるのだよ。この大学の学生の方が、よっぽど素晴らしき魔術的素養を持っているようだしな。そんな彼らに対し、私が教きよう鞭べんをとるなど、恐れ多い」

「で、ででで、ではっ！　あなたは一体なんのために、何が目的でここへ入学してきたのです!?」

　またまた、おかしなことを聞く人だ。

　ディヴィーナ学長があまりにもおかしなことを言うものだから、私の顔からつい自然な笑みがこぼれてしまう。

「──何って、大学に入る理由など一つしかないだろう。素晴らしいキャンパス・ライフを送るためだ」

「キャンパス、ライフ……？」

　ディヴィーナ学長が、どこか間の抜けた声をあげて、崩れ落ちた。

　おお、その表情イゾルデそっくりだ。やはり血には抗えないということか。

　そうだ、彼女がイゾルデの子孫とあらば、頼んでみたいことがある。

「それはそれとして、せっかくイゾルデの子孫に相まみえることが叶かなったのだ。一つ、私に攻撃魔術を撃ってみてはくれないだろうか」

「……え？」

「あなたもイゾルデの子孫でラクスティア魔術大学の学長とあらば、きっと相当な使い手なのだろう？　是非お願いしたい」

「そ、それは一体どの程度のもので……？」

「もちろん、持てる全ての力を尽くした最高の一撃だ。大丈夫、魔護符は持っている」

　彼女が遠慮したりなどせぬよう、私は懐に忍ばせた魔護符をちらつかせる。

「し、しかし……」

「よし、ではこうしよう、君の魔術で私を倒すことができれば、君の言うことをなんでもひとつ聞こう。昔ながらの交渉だ。頼む、かつての友の、その子孫が一体どれだけの魔術の腕を持っているのかを肌で感じたいのだ」

「……分かりました」

　ようやく決心がついたらしい、彼女はその場から立ち上がって、こちらへ手のひらをかざしてきた。

　そしてわずかに口元が動いたかと思えば、私の足元に巨大なペンタグラムが出現する。

　おお、なんと懐かしい！　これぞかつてイゾルデが最も得意としていた結界魔術──！

　次の瞬間、視界が白一色に塗りつぶされた。

　膨大な質量をもった光の奔流が、いともたやすく私の全身を吞のみこみ、蹂じゆう躙りんしたのだ。

　これがもし、あのイゾルデ・フランケンシュタインの構築した魔術式であれば、きっと私は肉片の一片も残さず蒸発してしまっていたことだろう。

[image: ]

　しかし、悲しいかな、やはりご先祖様の旧知の友人が相手となれば、手を抜いてしまうということか。

　私は、全くの無傷で生還した。

「……ふむ」

　ディヴィーナが、気遣うような目でこちらの様子を窺ってくる。

「だ、大丈夫でしたか？」

　むろん私も子供ではない、遠慮してしまう彼女の気持ちはわかる。

　しかしそれでも、私はついむすっとしてしまった。

「……さすがに書き込み法の結界魔術となれば、無詠唱否定魔術式での完全証明は間に合わず、三割ぐらいは直撃してしまったが……しかし、こんなにも手を抜かなくても、別に私は咎とがめたりしなかったぞ」

「て、手を抜く……？」

　私は懐より魔護符を取り出し、テーブルの上に置いた。

　取り出した魔護符は、ちょうど脇の下にあたる部分に切れ目が入っている。

「その気遣いは素直に嬉うれしいが、しかし魔護符一枚破壊できないまでに出力を抑えられるとは……」

　正直、消化不良である……。

　まぁどだい彼女に対して本気の魔術を撃ってくれなど、無理な話だったのだ。

　分かってはいたが、やはり残念だ……。

「……では、私は講義があるのでそろそろお暇いとまさせていただく。講師の件、誠にすまなかった」

　そう言い残して、私は学長室を後にした。

　ソユリとともに講義を受ける約束だ。これ以上遅れると、のちにソユリと講義の復習をする際、私が足を引っ張ってしまうことになりかねない。

　私は急いで階段を下り、講義室を目指した。
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　アーテル様を見送ったその直後、私のやせ我慢はいよいよ限界に達した。

「っ……！」

　崩れ落ちるようにソファへ身体からだをうずめる。もはや指の一本を動かすことさえ億おつ劫くうだ。

　急激な魔力消耗による疲労──こんな無茶な魔力の使い方をしたのはいつ振りか。

　アーテル様は私が手を抜いたと思っているようだったが、そんなことはない。

　私は伝説に語られた三大賢者の一人、結界魔術の天才イゾルデ・フランケンシュタインの直系だ。それなりに魔術の腕にも覚えがある。

　少なくとも学内において私とマトモに張り合える魔術師なんて数えるほどしかいない。

　だからこそ私は高祖母の名誉のため、そして不ぶ躾しつけながら伝説に語られたアーテル様の実力を直じかに感じるため、正真正銘、最高の結界魔術を行使したのだ。

　しかし彼は、あろうことかその大半を無詠唱の否定魔術式で打ち消してしまった。

　まさか、あらかじめ構築しておいた設置型攻撃魔術を直撃させて、ただの一枚の魔護符すら破壊できないとは。

　もちろん、あの人はさらりと言っていたが〝若返りの大魔術〟などという荒唐無稽な魔術を成功させたことも凄すさまじい。

　いや、本来それは〝凄まじい〟の一言で片付けていいものではないのだ。

　私や高祖母のように、ある程度の力を持つ魔術師はたいてい〝老化を遅める魔術式〟を組んで、若い頃の姿を長い間維持する。でも、あのイゾルデおばあちゃんでさえ３００歳半ばで寿命を迎えてしまった。

　それを、あの人はこともあろうに若返りだって？

　無茶苦茶だ。そんな魔術式が発見されたとなれば、世界の常識がひっくり返る。

　しかし、それをあの人は鼻にもかけていない。

　なんたる規格外。なんたる化け物。

　全て──おばあちゃんから聞いた通りの人だ。

　誰よりも強く、誰よりもストイックで、そして誰よりもカッコいい、そんな人。

　思わず、頰ほおが緩んでしまった。

　こんな姿誰かに見られたらことだというのに、嬉うれしくてたまらなかった。

　しかし、それだけに勧誘に失敗してしまったのは痛い。

「最後の一人、それはあの人以外にあり得ないというのに……」

　私は教学から拝借してきた入試問題の解答用紙をテーブルの上に広げる。

　その数は三枚。問題は全て同じ〝伝説の三大賢者が一人、マリウスが組み立てたマリウス式魔術式の基本式を、できる範囲で記しなさい〟。

　しかし、この問いに対して彼ら三人が導き出した〝式〟は、私が知るどんな魔術式とも異なっていた。

　……いや、そもそもこれは式なのか？

　解答欄には入試課はおろか、名だたる教授陣ですら首を傾かしげる奇妙な文字列がのたくっている。

　こんなものはマリウス式はおろか、魔術式ですらない。

　だが、驚くべきことに彼らの導き出した解は一様に同じ──正解なのだ。

　すなわち彼らは魔術式とは全く別のアプローチでこの問題を解いたということになる。

　かなり強引な理屈だが、彼らはマリウス式を用いて答えを導き出していないことから不合格という形で処理したが、焼け石に水だ。

　これは私たちに対する宣戦布告。

　彼らの目的や人数は定かではないが、おそらく、いや確実に、入試課の目をかいくぐった彼らの同胞がラクスティア魔術大学へ忍び込んでいる。

　そして何食わぬ顔で大学生活を送っているのだ。

　人魔大戦の残ざん滓し、人類史から抹消された正統な〝魔法〟の使い手。

　すなわち魔族──

「大学の息のかかった学生は五人……せめてあと一人、魔族に対抗できるのは、どう考えてもあの人、アーテル・ヴィート・アルバリスだけ……」

　しかし彼もまた学生である以上、手の打ちようはいくらでもある。

　幸い、彼は驚くほどのストイックさによって、どういうわけかこの大学と、そこの人間を買いかぶってくれている。

　イルノフ教授の件もそうだが、彼はきっとこれからも多くの衝突を生むだろう。

　もしかすると、その過程で大学に潜んだ魔族を燻いぶり出すこともあり得るかもしれない。

　もちろん、そんなに簡単にはいかないだろうが、とりあえず現時点で私の為すべきは〝せめて彼が退屈しないよう、最高のキャンパス・ライフを演出する〟こと。

「次はいつ会えるかなぁ、今度は退屈させないようにもっと強力な魔法陣を組まなきゃ」

　ディヴィーナ・フランケンシュタインは夢見心地に一人呟つぶやく。

　確かに存在する大学の危機──その一方で彼女は、高祖母の昔語りの中でしか存在を認めることのできなかった憧れの魔術師と直接対面することが叶い、この上なく舞い上がっていたのだ。
















　学長室でのディヴィーナ・フランケンシュタインとの邂かい逅こうののち、私ははやる気持ちを抑えつつ、足早に講義室へと向かった。

　本音を言えば一分一秒でも早く講義室へ滑り込みたいところではあったが、確か学まなび舎やにおいて〝廊下で走ってはいけない〟のだ。

　ゆえに早足で、かつ魔術式を構築するように最短ルートを導き出し、そして講義室へとたどり着いたのだが──。

「もう終わったよ、授業」

「は……？」

　開口一番、ソユリ・クレイアットの口からそんな台詞せりふが飛び出た時、私は膝から崩れ落ちそうになるほどの衝撃を受けた。

　……いや、はは、危ない、卒倒してしまうところだった。ソユリも冗談など言うのだな。

　しかし、その冗談は彼女のセンスを疑わざるを得ない。

　だって、講義の予定終了時刻まで、あと一時間近くあるのだぞ？

「初回だから概要を軽く説明して、今後の講義のスケジュールを配って終わりなんだってさ、はい、これアーテル君の」

　彼女はあっけらかんと言って、プリントを手渡してくる。

　その、今後の講義スケジュールとやらを受け取る手が、わなわなと震えてしまう。

　何故なぜ、何故……！

「──何故！　初回こそやる気を出さないのか!?」

　どこの誰だか知らないが、授業の空き時間すら有効活用したイルノフ教授の爪の垢あかを煎じて飲むべきだ！

　講義室に僅かに残っていた学生たちが、何事かとこちらへ振り返った。





○






　泣きっ面に蜂、弱り目に祟たたり目めとはまさにこのことである。

　大変絶望的な事実なのだが、二人とも今日はもうこれ以上講義がないのだ。

　ラクスティア魔術大学では学生が自由に受講したい講義を選択し、一週間の受講スケジュールを組むことができる。

　入学前、大学のパンフレットを熟読していた際にこの画期的システムの存在を知り、私は目から鱗うろこが落ちたような心地であった。

　では、まずは手始めに一週間の一限から六限まで全て講義で埋める作業に移らねば。

　大学へ提出する受講スケジュールの申請書を前に意気込んだのだが、私はここで衝撃的な一文を発見する。

〝半期で取得できる単位数は、24単位まで〟

　ショックを受けすぎて、鱗どころか涙が落ちた。

　──馬鹿な、24単位まで、だと？

　一つの講義で取得できる単位数が大方２単位。

　すなわち一週間の内に最大で12回しか講義を受講できないということか!?

　いや、それよりも私はこの膨大な数の講義を、たった12個にまで厳選しなければならないのか!?

　何故、何故だ!?　なんのためにこんな悪魔的な制度が存在するのだ!?

　おのれ忌々しきは〝履修制限〟──。

　と、一か月ほど前にこのようなことがあった。

　それから私は提出期限日の直前まで、寝る間も惜しんで悩みに悩み抜き、ようやく受講する講義を12個に絞り込み、今に至る。

　ちなみに後に調べてみたところ、履修制限は学生が一つ一つの講義を集中的に学習するために設けられた制度なのだそうだ。やはり目から鱗であった。

　まぁ、それはともかくとして、本日分の講義を全て終えてしまった私とソユリは、ちょうど昼時ということもあるので、別館の学食を訪れていた。

　以前パンフレットで転写を見たが──実際に見てみると、一瞬息をするのも忘れてしまうほど広い。数百年生きたドラゴンが軽く十匹は収まってしまいそうなほどに広い。

　そしてなにより驚いたのは、そんな広大な場所に学生たちが所狭しとうごめいていることだ。

　世界中の学生をこの建物の中に集めてしまったのではないか？

　そう思わせるほどに壮観な光景だった。

「す、すごい人だねアーテル君……」

「これから私たちとともに魔術を学ぶ者……そしてすでに魔道の極致へ足を踏み入れた偉大なる先輩魔術師の方々が一堂に会している……鳥肌が立ってきたぞ……！」

「……薄々感づいてたけど、アーテル君は意識が高いね」

「はは、その冗談は面白い、私の意識などここにひしめく学徒、そして君と比べれば偉大なる山脈と砂の山を比するようなもの」

「そういう台詞がさらっと言えちゃう時点で十分意識は高いと思うけど」

　また謙遜を。

　しかし、良い！　素晴らしい！　魔術師にとって謙遜とは美徳だ！

　彼女のような人間と知り合えただけで、若返ってまで大学へ入学した甲か斐いがあるというもの！

「とりあえず並ぼっか、席も確保しないとね」

「了解した……これがめにゅーというやつか？」

　私は学食の壁に貼はりだされたボードに目を付ける。

　ウオタ鶏どりの唐揚げ定食、リムリム魚の激辛煮、クプ魚のソテー、サフリ菜のスープ、カヨネサラダ……。

　これは膨大な量のメニューのほんの一部で、実に多種多様な料理の数々が、驚くほど安価で提供されている。

　中には、このグランテシア大陸外の料理や、私の知らない料理も数多く認められた。

　さすがはラクスティア魔術大学！

　この安価さは、おそらく健全な肉体に健全な魂、そして十全たる魔力が宿るという言説のもと設定されているのだろう。

　更に魔術の発展はその土地の文化に深く根ざしている。そして食とは文化そのものと言って過言ではない。

　きっと多種多様な料理を提供するのは、そういったところに理由があるのだろう。

　まったく、もう落とす鱗もないぞ。

　どこまで私を感動させれば済むのだ、大学というやつは！

「私はまだそんなにお腹なかすいてないから軽く食べようかな、コレド芋のスープってどうだろ？」

「ふむ、コレド芋か、懐かしいな。さながら砲弾のような見た目をした芋で、灰汁あくを抜かないことには食えたものではないのだが、一方で覚醒作用がある。私も遠征中は夜半これを生で齧かじって、何時間も寝ずの番をしたものだ」

「……アーテル君は学生になる前、戦地とかにいたの？」

「そんなに大層なものではない」

　若い時分、洞穴に籠城したサイクロプスの群れと三日三晩寝ずに戦っただけだ。

「私はケクニ豚の串焼きにしよう、ケクニ豚は精がつく、それをこんな安価で提供しているところなど、まずなかったからな」

　２００年前の大戦時、ケクニ豚は主に農耕に使われており、市場に出回るのは老いて使い物にならなくなった肉質の硬い老豚ばかりで、それも大変高価だったのだ。

　大戦が終わって平和になったからか、私のような一介の学生でも簡単に手の届く値段だ。

「そっか、じゃあ並ぼうね、あそこが最後尾みたい」

　そして私たちは列の最後尾に並ぶ。

　その時、私たちの前方で列に並びながら談笑する学生たちの姿が映った。

　彼らの晴れやかな表情を見ていると、自然に溜ため息いきが漏れてしまう。

「どうしたの？　溜息なんかついちゃって」

「いや、恥ずかしい話なのだが、私は今日、抑えきれぬほどの期待を抱えて、この大学へやってきたのだ。だから、その分肩透かしを食らったような気がしてな」

「……もしかして、周りの学生のレベルの低さに気付いちゃった？」

「違う！　間違ってもそんなことは言ってはいけないぞ！　学生も教授も、私には計り知れないほど偉大な魔術師だ！　ただ」

「ただ？」

「まだ、一度も本気で魔術が使えていない」

　ソユリが怪け訝げんそうに眉をひそめた。

「……アーテル君、イルノフ先生をなんかすごい魔術で倒してたよね？」

「あんなのはほんの戯れだ。それにイルノフ教授は私の未熟な魔術によって倒されてなどいない。きっと、わざと負けたフリをして私に花を持たせてくれたのだろう」

「……絶対に違うと思うけど」

　ソユリがぼそっと呟つぶやいた。

　うむ？　間違っていたか？

　やはり私は未熟だ。ソユリはきっと、わざと負けたフリをして花を持たせるなど、そんな浅はかな理由ではないと言いたいのだろう。

　教授の深遠な思想を理解できる日がいずれ私にもくるのだろうか。

「そうだ、君にお願いがある、私に攻撃魔術を撃ってくれないだろうか？」

「なんで」

　ソユリの眉間に刻まれたシワが、更に深くなった。

「君の本気の魔術に対して、私が全力で否定魔術式を構築し打ち消す。……いや、もちろん私のような未熟者に君の魔術を完全否定できるはずもなく、いくらかのダメージを受けることになるのだろうが、安心してほしい、万が一のために魔護符は持っている」

「イヤだよ！　私はその日会った男の人に攻撃魔術をぶつけるようなはしたない女じゃないの！」

　そう言って、彼女は以前に同じくぷくうと頰ほおを膨らませた。

　怒っている、のポーズだ。

　……やはりだめか。

　もちろんソユリの言うことはもっともである。

　それにラクスティア魔術大学の、学生を健全に魔術の道へ導こうとするその素晴らしい姿勢についても理解している。

　しかし、しかし、これではあまりに手応えがない。

　欲求不満、消化不良だ。

　……ああ、こんなにも学生が集まっているのだ。どこかに二つ返事で本気の魔術を交わすことを了承するような血の気の多い人間がいないだろうか……。

　そんな風に考えていた、その時だった。

　どこからともなく響いてくる甲高い悲鳴、そして何かの破壊される音、咆ほう哮こう、震動。

　学生たちはこの音の正体を確かめるべく一様に同じ方向、すなわち私たちの背後の出入り口付近に目をやった。

　そして、誰かが叫ぶ。

「〝サバト〟の機甲竜がまた暴走したぞ！」

　竜──その単語に反応して目を凝らすと、ひときわ凄すさまじい轟ごう音おんとともに学食の扉が破壊され、世にも珍しき機械仕掛けのドラゴンが姿を現した。

「な、なんだありゃ!?」

「サバトの機甲竜だ！　新歓前で張り切って今年もまたやりやがったなあいつら！」

「逃げろ！　踏みつぶされて入院でもしてみろ！　落単！　落単だぞ！」

「それだけはイヤだ！　どけっ新入生！　俺はもう六回生なんだよ!!」

　場は一時騒然となり、あれだけいた学生たちがお互いを押しのけながら、悲鳴をあげて逃げ出した。

　機械仕掛けのドラゴンは、なるほどマジックアイテムのたぐいにあまり詳しくない私にも分かるほど、あからさまに暴走している。

　四肢やら首やら尻尾しつぽやらを滅め茶ちや苦く茶ちやに動かして、学食の天井と壁を削りながら一心不乱にこちらへ向かってくるではないか。

「や、やややややばいよアーテル君っ!?　ドラゴンっ！　ドラゴンだよぉ！」

　機械仕掛けの竜に対し、よくできたものだな、などと感心していたらソユリに足を揺さぶられた。

　何故なぜ足なのか？

　そう思って振り返ると、ソユリが腰を抜かしている。

　……なんだ、ソユリはドラゴンが苦手なのか？

　心配するな、私も節足動物の類はあまり得意ではない。動きが読みづらいからな。

「そのようだな、おかげで一気に席が空いたし列もなくなった、これですぐに注文が……ん？　受付に人がいないな……」

「当たり前だよ!?　にっ逃げなきゃほら！　私たちも!!」

「こんなに広いのだから少し横に避ければ大丈夫だろう、最悪君の専門分野であるところの結界魔術で防御すればいい」

「う、噓うそでしょ……？」

　なにやらソユリが絶望的な表情をしている。

　ふむ、相当なドラゴン嫌いと見える。

　そういえば大戦中、故郷の村をドラゴンに焼き尽くされて、それ以降爬は虫ちゆう類るいを見る度に我を忘れ、八つ裂きにして生き血を啜すするようになった男がいたな。

　それならば、悪い事をしてしまった。

　──さて、私は例の機械仕掛けのドラゴンに向き直る。

　見たところ、鉄の身体からだの内側に詠唱式書き込み法でいくつもの魔術式を書き込んで動かしているらしい。きっと魔道機械の類だろう。

　しかしこの手のものは厄介で、たいていは体内に魔力を供給する核があるのだが、魔術をもってこれを傷つけてしまうと核から供給される純粋な魔力が一気に周囲へ発散──すなわち大爆発を引き起こす。

　さすがにドラゴンを模したものは初めてだが、大戦中、これを応用した対魔族用自律兵器の開発が進められていたのを覚えている。

　まぁそれはともかくとして、要するにただ力任せにあのドラゴンを倒すと甚大な被害が出る、ということだ。

　魔力爆発は純粋な魔力の発散、すなわち否定魔術式での打ち消しはできない。

　その爆発が起こった場合、魔術結界のある私やソユリはともかく、我が学まなび舎やラクスティア魔術大学の設備がことごとく破壊されてしまう。

　それだけは避けなければならない。

　ならば──と、私はすぐそこまで迫った機械仕掛けの竜に、手のひらをかざした。

「お父さんお母さん、先立つ不孝をお許しください、私ソユリ・クレイアットは……」

　ふと、両手を合わせて何かぶつぶつと呟いているソユリの姿が見えた。

　口唱法による詠唱だろうか？　それならば私の助けなど無用かもしれないが、しかし、それもまた寂しい。

　何故ならば私は今、欲求不満なのだ。

「まずは発散される魔力に対して指向性を持たせるための魔術式を構築……」

　──これは全ての魔術式に共通することだが、魔術の発展において目下最も重要とされる要素の一つは最適化──つまりいかに魔術式を省略できるか、という点にかかっている。

　長ったらしい魔術式は、口唱法にせよ書き込み法にせよ詠唱に時間がかかる上、制御が難しく、魔力の一本化を妨げることにもなりかねない。

　だから普通、魔術によるより大きな恩恵を求める場合、魔術師は式を分解する。

　こうすれば全体としての詠唱時間は延びてしまうが、一つ一つの魔術式を確実に証明することが叶かなうのだ。

　だが、我々魔術師は常に高みを目指さなくてはならない。

　いくつもの異なる魔術式を一つにまとめ上げ、そしてこれらを複雑に嚙かみ合あわせることによって劇的に詠唱の時間を縮める──すなわち最適化。

　私もまだまだ未熟な身ではあるものの、しかし最適化を用いることができれば、たった数秒で、魔術式の構築が完了する。

「完成だ」

　私がそう唱えた直後、機械仕掛けの竜はその金属質な牙で私たちを嚙み砕こうとし、ちょうど金属のひんやりとした感触が肌で感じられるほどの距離まで迫ったところで──その動きを止めた。

「……え？」

　ソユリが固く閉じていた目を開く。

　機械仕掛けの竜は完全にその動作を停止している。

　魔力の供給がなくなったわけでも魔術式の効果が切れたわけでもない。

　なんのひねりもない私の稚拙な魔術が至極単純にその動きを封じた、それだけである。

「そして、ふむ、これで証明完了だ」

　私は胸ポケットから羽ペンを取り出し、そして竜の鼻先に短い魔術式を書き込んで、最後にたん、とエンドマークを打つ。

　その瞬間、竜の金属質な身体が悲鳴をあげはじめた。

　そして機甲竜とやらは、さながら巨人の手によって握りつぶされるかのようにぐしゃぐしゃと丸まっていって──最終的には人間の頭部ほどの大きさの、ただの金属の塊と化したのだ。

「なかなか綺き麗れいにできたな」

　私は完全な球体となった元ドラゴンをまじまじと見つめる。

　核を潰さず、機械仕掛けの竜をこのサイズにまで圧縮したわけだが……しかしよく見ると若干圧縮が甘いな。今度はもっと上手うまくやろう。

「えぇ……？」

　私の姿を見て、ソユリはなんだかよく分からない表情で、なんだかよく分からない声をあげていた。

　もしかしたら彼女も魔術の腕を振るってみたかったのかもしれないな、独り占めはさすがに大人げなかっただろうか……。

　そんなことを考えていると、

「あ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]!!!?」

　突如、無人の学食に声が響き渡る。

　声の主は、学食の出入り口からこちらを覗のぞいて、驚きよう愕がくの声をあげる一人の女性であった。

　半分に切った果実のような帽子をかぶり、いかにも動きやすそうな衣服に身を包んだ、快活そうな印象の。

　彼女は、どういうわけかこちらへ駆け寄ってくるなり元ドラゴンの前に膝をついて、滂ぼう沱だの涙を流し始めたではないか。

「ひ、ひどい……ウチのサークルで代々受け継がれてきた機甲竜が、こんな大きめの肉団子になっちゃうなんて……新歓は夕方からなのに……！」

　彼女はそう言いながら足元の塊を持ち上げようとしたが、それは叶わず、代わりに前へつんのめった。

　あのサイズの金属の塊をここまで圧縮したのだ、彼女の細腕では転がすことさえ難しかろう。

　そう忠告しようとしたら、彼女は振り返って、きっ、とこちらを睨にらみつけてくる。

「……あなたでしょ？　よく見てなかったし、どうやったのかは知らないけど、私たちの可愛かわいい機甲竜をこんな姿にしたのは！」

「私、たち？」

「そうよ！」

　彼女は颯さつ爽そうと立ち上がり、そして活発な見た目の通り、高らかに言った。

「──私は演劇サークル〝サバト〟の部長！　魔道具制作科三年のシュリィ・メルスティナ！　この落とし前はきっちりつけてもらうわよ！」





○






「──私たち演劇サークル〝サバト〟は、それはそれは由緒正しいサークルなんだから！」

　なんせ私のおじいちゃんの代からあるからね！

　シュリィ・メルスティナと名乗った少女は、実に誇らしげに言った。

　学食のある別館を抜け、外周をぐるりと囲む池を回り込み、大学前の中庭を全力で駆けながら。

　そして私とソユリはその背中を追いかけつつ、彼女の話に耳を傾けている。

　私が言うのもなんだが──どうやらソユリは生粋のインドア派であるらしく、額に玉の汗を浮かべながらも、かろうじて私の後ろに食らいついてきている。

　誰にでも得手不得手はあるものなのだな、としみじみ感じていると、ソユリは息も絶え絶えに言った。

「そっ……そんな、ことより……！　シュリィ、せんぱい……！　なんでっ……学食から、逃げたんですかっ……！」

「ははは！　だってあそこに残ってたら十中八九、メタクソに怒られるもん！」

「私たちは……関係ないんじゃ……！」

「何言ってんの！　機甲竜をスクラップにしたでしょ！　責任とってもらうから！」

「あれはっ……アーテル君が……」

「連帯責任！」

　先ほどまでの悲ひ愴そうな雰囲気とは打って変わって、シュリィはどこか楽しげに言う。

　ソユリとは対照的にこれだけ走り回っても息一つ切らしていない。さすが先輩といったところか。

「君たちは新入生だから知らないかもしれないけど、サバトは毎年この時期になると新入生に向けて無料で演劇を公演するの！　これがもうすごいのなんのって！　毎年新入生はもちろん在学生だって押し寄せてきて大変な騒ぎなんだから！」

「それはすごい」

　私は素直に感服した。

　どうも私はその手のものに対して不勉強なきらいがあるが、しかしラクスティア魔術大学の学生たちを虜とりこにするものともなれば、俄が然ぜん興味も湧いてくる。

「いったいどのような劇なのだ？」

「よくぞ聞いてくれました！　今年もまた例年通りに──これ！」

　シュリィは懐から丸められた一枚の紙を取り出し、走りながらこちらへ手渡してくる。

　私もまた彼女に倣って足は止めないまま用紙を受け取り、僭せん越えつながらこれを拝見させていただくこととした。

　見るとそこには、見上げんばかりの黒い竜と対たい峙じする一人の老人の姿が描かれている。

　よくできた絵だな──感心しつつ、この公演のタイトル、そして煽あおり文を読み取った時、私は自らの目を疑った。

　何かの間違いでは？

　そう思っていたら、前方を走るシュリィがそらで読み上げる。

「──伝説の三大賢者が一人、アーテル・ヴィート・アルバリスが神話にさえ語られる伝説の黒竜を打ち倒した史実に則のつとって描かれたラブ・ロマンス・アクション！　その名も〝滅竜記〟！」

　あまりの衝撃に言葉を失ってしまった。

　……確かに大昔、人魔大戦の際に黒竜と戦ったことはある。

　だが、歳としのせいだろうか？

　私のおぼろげな記憶が正しければ、あの戦いにおいてアクションはあれど〝ラブ・ロマンス〟なる要素は存在しなかったはずだが……。

「機甲竜は毎年の目玉！　なんといったって黒竜役だからね！　でもかなーり古いから毎年新歓の直前になって起動させるとほぼ確実に暴走しちゃって、皆やっとの思いで止めるんだけど──あろうことか君はそれをスクラップにしちゃったの！」

　シュリィに咎とがめられて、ようやく我に返った。

　言及したいことは山のようにあったのだが、ひとまず謝罪の言葉を述べる。

「すまない……まさかあれがそんなにも大事なものだったとは……」

「あぁ！　機甲竜ナシの公演なんて前代未聞よ！　いったいどうやって成功させればいいの!?　皆毎年楽しみに待ってるのに！」

　シュリィは「ううう」と唸うなって帽子の上から頭を搔かきむしる。

　……公演の内容に関してはさておき、これは大変申し訳ない事をした。

　彼女は先輩である。すなわち私が今から歩もうとしている魔術の極致へ至る道程の、いわば先達だ。

　できることならば彼女の助けになりたい。いや、助けにならねばならない！

　魔術を究めることとは、先人への惜しみない敬意を払うことと同義！

　よって彼女が言うところの〝責任〟を果たすことは義務であり、私の〝けじめ〟だ！

　……しかし一方で私は芝居に関してずぶの素人、さてどうしたものか。

　ない頭を振り絞って正味三秒ほど考えてみれば──はたと思い至る。

　そうだ！　彼らがいたではないか！

「──シュリィ先輩、ひとつ尋ねたいのだが、もしも機甲竜の代役が用意できれば公演は無事行われるのだろうか」

「へ？　機甲竜の代役？　そりゃあそんなものがあれば願ったり叶かなったりだけど、でもあれだけの規模の魔道機械なんて今から用意できるとは……」

「確かにあの見事な竜には多少劣るかもしれないが、私に一つアテがあるのだ。ここはひとつ、私に任せていただきたい」

「ほんと!?」

　シュリィの表情がぱあっと明るくなる。

　ああ、本当だとも、ここは私に埋め合わせをさせてほしい。

　少しでも彼女を安心させるべく、そう言葉をかけようとしたところ──。

「──演劇サークル〝サバト〟部長シュリィ・メルスティナ！　貴様らまたやりおったな！」

　前方より、たいへんよく通る男の声。

　シュリィは「げっ」と、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔になる。

　見ると、中庭を抜けて噴水のある広場へ出るあたりに、物々しい黒装束に身を包んだ少年が、いかめしい表情で仁王立ちになっているではないか。

　そして彼の後ろに何か壁のようなものがあるので目を凝らしてみれば、それは壁ではない。少年と同じ黒装束に身を包んだ連中が、さながら兵隊のごとく、ずらりと並んでいるのだ。

「貴様らとくれば毎年毎年、機甲竜を暴走させて我らが神聖なる学まなび舎やを破壊しおってからに！　今日という今日は許さん！　全員反省房へブチ込んでくれるわ！」

「ヤバい！　教学のアルガン・バディーレー！　捕まったら世にも恐ろしい反省房よ！」

　シュリィはそう言うなり、懐から魔術式の刻まれた筒状のものを取り出した。

　彼女は更に懐からインク壺つぼのようなものを取り出し、これに指先を浸すと、筒の側面へ指判を押し、エンドマークの代わりとする。

　これにより、刻まれた魔術式の証明が完了し、筒状の物体が光を放つ。

「私は教学の連中から逃げ回りながら別の手段を探すから、ひとまず機甲竜の代わりについてはあなたに任せるわ！　もしもばっくれたらサバトの総力を挙げてあんたの住所を割り出して歴代ＯＢとともに押しかけてやるんだから！」

「心得た！」

「シュリィ・メルスティナ！　無駄な抵抗は──！」

　アルガンが何かを言いかけたが、言い終わるよりも先に、彼女は魔術式の刻まれた筒を敵陣の中央へ放り投げる。

　するとその瞬間、筒より溢あふれだした赤、黄色、緑──ともかく色とりどりの煙や火花が、あっという間に彼らの視界を覆いつくしてしまったではないか。

　これは──煙幕か！

「うぐっ……!?　なんだこれは!?」

「ははは！　私特製の舞台演出用マジック・アイテム！　教学の皆様、人体には無害なのでご安心を！」

「ま、待て！」

　視界を完全に奪われたアルガンがそう叫ぶが、すでにシュリィは影も置き去りにする勢いでどこかへ走り去っていってしまった。

　私はすかさず転回し、せめてあの素晴らしい先輩の期待に応えるべく、全力で駆ける。

「全く、凄すさまじい先輩がいたものだな！　あれほど華やかな煙幕など見たこともない！　ソユリもそうは思わないか!?　……ん？」

　ふと後ろを振り返って、ソユリの姿が見えなくなっていることに気付いた。

　私は一人、首を傾かしげる。

　──ちなみにそれから数分後のこと、中庭の隅で目を回しているソユリの姿を発見した。

「何をしている？」

「ひゅー……ひゅー……」

　どうやら途中で息が上がって、そのまま倒れてしまったようだった。

　まったく、運動不足もここまでくると心配だ。

　魔道を究めるのもいいが、たまには外へ出て適度に身体からだを動かすことも必要である。

　私はほとんどグロッキー状態のソユリを背中におぶりながら、そう、しみじみ思った。





○






「騎竜士として最も大事なこと──それは、竜と心を通わせることさ」

　さて、ソユリが回復するのを待ったのち、彼女とともにグラウンドへ出向いてみると、そこでは今まさに〝騎竜俱く楽ら部ぶ〟部長トルア・リーキンツの騎竜講座が開かれていた。

　彼は地ち這はい竜のざらざらした顎を撫なでながら、新入生の女子たちに向けて得意げに語る。彼女らの瞳は希望の光に満ちて、きらきらと輝いている。

　なんと素晴らしい目か。

　魔術師が皆、濁りきった泥水のような目をしている時代は終わったのだ。現代の魔術師とは、すべからく彼女らのように両の目へ輝きを宿すべきなのだろう。

　……ただ、気のせいだろうか？

　彼女らの視線は、竜でなくトルアの顔面にのみ注がれているような気がするのだが。

「竜っていうのは僕らにとっての友人であり、家族であり、対等な存在なんだ。だからこちらが思えば必ず彼らには通じる、というわけだね」

　新入生の女子たちから「キャー！」と黄色い悲鳴があがる。

　……感極まって悲鳴まであげるとは、なんと殊勝なことか。

　以前、私は彼らの事を〝善良な学生たちを無為な活動に引き込む、サークルを騙かたった悪質な連中〟と評価したが、ここは謹んで訂正しよう。

　数百年前からありふれた存在であった地這い竜をとっかかりに、あれほどまで学生を惹ひきつける講義をしているとは……やはり人から聞いた情報だけで判断するのはよくない、私もまだまだ未熟だ。

「トルア先輩！　騎竜のコツってありますか？」

「はは、コツなんてないよ、騎竜は一日にして成らず、だからね」

「その地這い竜は先輩にすごく慣れているみたいですが、どうやったらこれだけ好かれるんですか!?」

「なにも特別なことはしていないさ、しいて言うならこうして毎日のスキンシップは大事にしてるかな」

「先輩、かつて地這い竜の持久力と頑健さに着目し、唯一の難点である機動力の低さを身体強化魔術によって補うことでチャリオットとしての戦術的運用を試みた魔術師グループが存在したが、竜りゆう鱗りん病びようの流行により計画が頓挫してしまった、もしこれが実現されていた場合について如何いかにお考えか」

「………………………………ん!?」

　トルア・リーキンツは長い沈黙ののち、一転してその得意顔を崩壊させ、こちらを振り向いた。

　先ほどまでトルアの顔面を穴が空くほど見つめていた新入生たちも、揃って私の方へ視線を集めている。

　ふむ、あまりにも初歩的な質問すぎたか？

　それならばワイバーンの産卵前期と同時期に起こるケダメ虫の大量発生による農作物への食害について、などの方が良かっただろうか。

　私は竜について不勉強なので、これを機にしっかりと教授してもらわなければ……。

「き、キミ、あの時の……」

「総合魔術科一年のアーテル・ヴィート・アルバリスだ」

　ふふ、どうだ、さりげなく所属学科も交えた実にスムーズな自己紹介。

　これで今後のキャンパス・ライフにおける摑つかみは完璧と言わざるを得ない。

「け、結界魔術科一年のソユリです……」

　ソユリもまた私に続いて自己紹介をする。

　しかしどうして私の背中に隠れて、そんなにもか細い声なんだ？

　まるで今朝の講義で初めて出会った際の、小動物然とした彼女に戻ったようである。

　初め私を見て複雑な表情をしていたトルアは、ソユリの姿を認めるなり再び一転、まるで虫も殺さないようなにこやかな笑顔を浮かべ、彼女へと歩み寄った。

「騎竜俱楽部へようこそソユリさん、僕は三年のトルア・リーキンツ、見学かな？　地這い竜乗ってみる？　大丈夫、全部教えるから……」

「い、いえ、あの……」

　このトルアという男、やはり侮れない。

　初対面の人間に対し、こうまで友好的な雰囲気を振りまけるとは！

　これに比べれば私の創意工夫なぞ児戯も同然！　ひいては、私の挨拶も改良の余地があるな……。

　しかし、彼がそんなにも友好的な雰囲気であるにもかかわらず、ソユリは身をよじって、更に深く私の背中に潜り込んでしまう。

「す、すみません……今日は私じゃなくてアーテル君が、先輩に用があるみたいで……」

「えぇ、キミが？　なに？　僕忙しいんだよね」

　ソユリの時とは露骨に態度が違うな？

　相手に合わせて対応を変える臨機応変さは私も見倣わなければ……。

　それはさておき本題に移ろう。

「単刀直入に言う、ほんの数時間ほど、竜を一匹貸してほしいのだ」

「やだよ」

　これはまた単刀直入だ。分かりやすくて非常に助かる。

「もちろん、タダでとは言わない、報酬はきちんと支払う」

「あのねー、なんのつもりか分からないけど、文房具かなんかじゃあるまいに、サークルの人間でもない学生にそう易やす々やすと竜が貸せるわけないじゃないか、さあ帰って帰って」

「トルア先輩の懐の深さを信じて、そこをなんとか頼みたいのだ。生あい憎にく私には今持ち合わせがないので、これでどうにかお願いしたい」

　私は制服の内ポケットからある物を取り出す。

　それは先端を丸く削った数本の竜の牙を赤く塗装して、数珠つなぎにし、装飾品として加工したもの、いわゆるブレスレットである。

「なにそれ」

「かつてとある呪術師から譲り受けたものだ、私はあまり詳しくないが相当な値打ちものらしい、これを譲る」

「値打ちものぉ？」

　トルアは私の手の内からブレスレットをひったくり、目線の高さまで持ち上げて、いかにも胡う散さん臭くさそうにこれを見つめている。

　そして正味十数秒ほどかけて、彼はその鑑定を打ち切った。

「いや、ダメに決まってるでしょ、こんな得体の知れないもので竜が貸せるわけ……」

「あ、それかわいいですね」

　ふと、彼を囲む新入生の一人が言った。

　これを聞いて、トルアはぴくりと眉を吊つり上あげる。

「え、ナコリタちゃん、こんなのがいいの？」

「最近流行はやってるんですよぉ、そういうレトロ？　なアクセサリー、ねぇみんな」

「分かる分かる、そういうの最近みんな持ってるー」

「こういうワンポイントがあるとセンスいいっぽいよねー」

「へぇ……？」

　女学生たちの言葉を受けて、トルアは鑑定を再開する。

　そして今度は数秒の内に鑑定を終え、これを懐にしまうと、彼は爽やかな笑みをたたえて言った。

「うん、うん、確かによく考えてみれば、他ならない後輩の頼みを聞くのも先輩たるものの義務だね、仕方ない、その頼みを聞こうじゃないか」

「おお！」

　新入生の女子たちが、再び「キャー！」と感極まった悲鳴をもらす。

　私も悲鳴こそあげないものの、彼女らの気持ちは十二分に理解できた。

　なんといい先輩を持ったのだ私たちは！

「感謝する！　では、お言葉に甘えて一匹、借りていくとしよう。ソユリ、すまないが少しの間そこで待っていてくれ」

「え、ちょ、アーテル君……！」

「──ねえ、ソユリちゃん、だよね！　その髪型すっごくかわいい！　どうやってセットしてるの？」

「髪もさらさら～！　これはかなりいいシャンプーを使ってるとみた！」

「肌もキレイ！　赤ちゃんみたい！　触らせて！」

「え!?　えっ、えっ!?」

　私がその場を離れた途端、女子諸君がわっと群がってきて、あっという間にソユリを取り囲んでしまった。

　さすが、ソユリのあふれ出る人徳は初対面の人間ですらたちまち虜とりこにしてしまうらしい。

　願わくば彼女にも素晴らしき学友ができることを。

　私はそんな彼女を一いち瞥べつして、グラウンドの隅にある巨大な竜舎へ向かう。

　しかし、トルア部長はそんな私を引き留めた。

「おいおい、地這い竜の竜舎は向こうだよ」

「ああ、誤解させてしまったのならすまない、私が借りに来たのは地這い竜ではない、すでに他の竜に目をつけていたのだ」

「他の竜って言ったって、そっちには……」

　私は地這い竜の竜舎からかなり離れた位置にある、巨大な、それでいて朽ち果てた竜舎へと歩み寄った。

　隙間から中を覗のぞき込むと、そこには巨大な黒い竜が眠るように身体を横たえている。

　ふむ、思った通りだ。

「トルア先輩、私はこの竜を借りていくぞ」

「正気かい？」

　トルアははっ、と鼻で笑う。

「こいつ、身体からだがでかいだけの老いぼれだよ？　エサも食わないで一日中寝てるだけ、先輩から聞いたけど、もう何十年もそうして動かないらしいんだ。こんな役立たず売り払うこともできないからずっと放っておかれたらしいけど」

「役立たずとは、トルア先輩も冗談など言うのだな」

「え？」

「まさかただの役立たずを閉じこめておくだけの箱に、ここまで厳重な魔術結界は施さないだろう」

　そう、私は初めて大学を訪れた時から、この竜舎に施された魔術式に目をつけていたのだ。

　恐らく相当な腕を持った魔術師が施したのだろう。

　複雑に絡み合った魔術式は学長室の扉のソレにすら匹敵する。

　一体何が封印されているのかと入学式の時点で胸躍らせていたのだが、しかし、これは大当たりだ！

　まさか、よりにもよって〝彼女〟がこんなところにいるとは！

　私は竜舎へ顔を寄せて、彼女にだけ聞き取れる声で、呟つぶやく。

「──貴様の母の名を知っている、ミレイアだ」

　まるで岩石のように不動だった彼女の身体が、その言葉に反応してわずかに揺れた。

　そして、彼女は固く閉じた目を開く。

　吸い込まれそうな琥こ珀はく色いろの瞳、間違いなく彼女の直系だ。

「え、動いた……？」

『……何故なぜ、その名を』

「喋しやべった!?」

　視界の端で、トルア部長が尻もちをついていた。

　まったく、愉快な人だ。

　それはさておき、私は彼女の琥珀色の瞳を見つめ返す。

「なあに特別なことをしたわけではない、本人から直接聞いたまでだ」

『……戯ざれ言ごとを、我が偉大なる母君が人間ごときに名を教えるわけがあるまい、それに』

　彼女はゆっくりと身体を起こす。

　その際に長い年月をかけて彼女の鱗に堆積したのであろう苔こけやらなにやらがぱらぱらと地面に落ちた。

『我が母君は２００年以上前に野蛮な魔術師によって討たれた……ああ、忌々しきは──』

「アーテル・ヴィート・アルバリス」

　その名を口にすると、彼女は閉口する。

　私は更に続けた。

「あの頃の私はまだ若かった、もしも彼女が隻眼でなければやられていたのはこっちだったかもしれない」

『貴様、貴様、まさか』

「──そのまさか、私こそがアーテル・ヴィート・アルバリスだ」

　彼女が琥珀色の瞳を見開いた。

　そしてしばらく固まったかと思えば、今度は突然けたけたと笑い始めたではないか。

『カカカ……忌々しい魔術師によってこのようなところに封印されて一体どれだけの年月が経たったかもはや覚えてはいないが……まさかこのような形で親の仇かたきに相まみえようとは……滑稽である、滑稽である……』

「私も笑ってしまいそうだ」

『……で、どうする？　老いぼれの首元に刃やいばを突き立てにきたのか？』

「冗談を、戦争はとうの昔に終わった。今日はただお前に頼みごとをしにきただけだ」

『頼み……？　どういうことだ？』

「簡単なことだ」

　私は彼女の目をしっかりと見据えて言う。

「──どうもこの大学では、毎年この時期になるとかつての私と、お前の母君との戦いを再現した劇が演じられるらしいのだ。とどのつまりお前には、母君を演じてアーテル・ヴィート・アルバリス役の何者かと戦ってほしい、お前ほどの適役はいないだろう」

　彼女の縦に長い瞳孔の、ぱっくりと開くのが見て取れた。

　そして数秒の沈黙ののち、彼女は大地が割れるのではないかというほど大笑する。

『カカカカカカカカッ!!　この世に生まれ落ちて幾百年、これほど愉快なことはない！　よもや母君が敗れたあの戦いを、貴様の仇きゆう敵てきであるこの私に再現しろと!?』

「そうだ」

　私が応えると、彼女は一層大きな声でカカカカカカカ、と笑う。

　そしてひとしきり笑うと、彼女はゆっくりと立ち上がり、そしてその琥珀色の瞳でこちらを見下ろした。

　今の今まで死んだようだった彼女の全身から発散される無制限の気配は、かつての彼女──ミレイアとの戦いを思い起こさせた。

『──よかろう、戯れ、これは戯れだ、さあ結界を解け』

「理解が早くて助かる」

　私はあらかじめ用意しておいたノートの切れ端を竜舎の壁に押し付ける。

　そして、これもまたあらかじめ書き込んでおいた否定魔術式、その末尾を、私は羽ペンでとんと叩たたいた。

「証明完了」

　竜舎を包む結界は、実に静かに崩れ落ちた。
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　私はトルア部長に再三の謝辞を述べ、ソユリを救出したのち、キャンパスの敷地内を散々駆け回る羽目となった。

　教学なる謎組織から追われる演劇サークルの面々を見つけるのは、まさしく至難であったのだ。

　なんせ彼らがリーダー、部長のシュリィ・メルスティナはまさしく神速である。

　このままでは公演時間に間に合わない。

　そう悟った私は、本来不得手であるところの探知の魔術式を使い、ようやく彼らに追いつくことが叶かなった。

　彼らは本館裏に身を隠しつつ、公演の準備を進めている模様だ。

　現場で指揮を執るシュリィの姿を発見し、私は声をあげる。

「──遅くなったなシュリィ先輩、機甲竜の代役、連れてきたぞ」

「おおっ!?　まさか本当に連れて、くる、と、は……？」

　シュリィはこちらへ振り返るなり、言葉の最中に凍り付いてしまった。

　他の部員たちも何事かと振り返ったが、うち半分が「うおおっ!?」と野太い悲鳴をあげて腰を抜かし、そしてうち半分はシュリィと同じくあんぐりと口を開けたまま固まってしまった。

〝彼女〟は、そんな彼らを琥珀色の瞳で睥へい睨げいし、ふんと鼻を鳴らす。

　ただの鼻息で、地面に散らばった大小さまざまの小道具があたりに散ってしまった。

　シュリィは依然あんぐりと口をあけて、彼女を見上げている。

「……む？　お気に召さなかったか？　それならば悪い事を……」

「──最高じゃない!!」

　私の言葉を遮り、シュリィが興奮気味に言う。

「まさか、まさか本物の竜を連れてくるなんて！　あなた一体どこでこんな──ああ、いえ！　そんなのはどうでもいいわ！　皆！　今年はサバト史上最高の年になるわよ！」

「お、おおおお!!」

　さっきのさっきまで呆気あつけに取られていたサバト一同が、シュリィの一言によって最高潮の盛り上がりを見せた。

　どうやら気に入ってもらえたらしい。良かった、良かった──。

　しみじみ感じていると、突然シュリィに抱きつかれる。

　彼女のいかにも女性らしい身体つきを肌で感じるほどに密着され、私は一瞬驚いてしまう。

　後ろで控えていたソユリも「なっ……！」と短く声をあげていた。

「キミ、本当に最高！　こんなに立派な竜を連れてくるなんて！　これで今年の演劇も大成功間違いなし！　ホントはちゃんとお礼をしたいところだけど──ごめんね！　今はこれで我慢して！」

「む？」

　これ、とは？

　そんな疑問を口に出すよりも早く、彼女は私の顔面左側部へ顔を近づけ、そののち頰ほおに柔らくて熱を持った何かが触れた。

　これを見ていたソユリが「あ[image: ][image: ]っ!?」と悲鳴をあげている。

　シュリィはそれからすぐに私を解放し、

「じゃあまた後で！　公演、絶対見てね！」

　と、一言、そのまま現場の指揮へ戻る。

　……ふむ？

　私は左の頰を指先で軽くなでる。ほんのりと湿っていた。

　突然のこと、なおかつ意味不明のことだったので理解が遅れたが──もしかして今、私は頰に唇を押し付けられたのか？

「なぁソユリ、今のは一体なんのまじないだ？」

　こういった時は頼れる友人に聞くのが一番だ。

　そう思ったのだが、どういうわけか彼女は両手を突き出して、私と距離を取り始めたではないか。

「あ、アーテル君不潔だよ……出会ったばっかりの女の人と……！」

「ソユリ、何故後ろに下がる？　不潔？　粘膜接触でない以上、衛生面に関してはさほど問題はないと思うのだが」

[image: ]

　ソユリを安心させようとしたのだが「粘膜接触」の単語を口に出した瞬間、彼女の表情が露骨に歪ゆがんだ。

「いや、あの、アーテル君、あんまり近づかないで……」

「何故なぜだ？　もしや何らかの感染症を心配しているのか!?　治癒魔術はあまり得意ではないが、そういうことならば直接魔術式を書き込んで──」

「こ、な、い、でっ[image: ]」

　ばかんっ、と顔面に拳が飛んできた。

　懐に忍ばせた魔護符のおかげでダメージはないが、しかし私は情けなくも尻もちをついてしまう。

　訳も分からずソユリを見返すと、彼女は頰をぷくうと膨らませて、そっぽを向いてしまった。

　怒っている！　何故だ!?

『カカカカカ、かつて大賢者と呼ばれた男とは思えぬ愚かさよな』

　このやり取りを見ていた黒竜が、声をあげて笑う。

　愚か!?　愚かとはなんだ!?

「まったく、アーテル君と一緒にいるとノートを粉々にされるし！　すんごく目立つし！　機甲竜に潰されそうになるし！　倒れるまで走らされるし！　私はすっごく疲れるよ！　アーテル君きらい！」

「き、きらい……!?」

　──この時の衝撃が、言葉にできようものか。

　なんせソユリは３００年生きてきて初めてできた友人らしい友人なのだ。

　その友人に初日のうちに拒絶されるなど、ショックのあまり卒倒してしまうかと思ったほどだ……！

　頰を膨らませて怒るソユリに一体どんな言葉をかければいいのか戸惑っていると、突然、公演の準備に取り掛かっていた部員たちの中から叫声があがった。

「な、なんだって!?　役者が、そんな……！」

「どうしたの!?」

　シュリィはすかさず彼らに詰め寄る。

　すると彼らは、顔を青くしてこれに応えた。

「偵察隊より伝令です！　アルガン・バディーレー率いる教学の連中がダミーの役者を看破して、別場所で待機していた本物の役者たちを捕縛したようです！　これでは劇が公演できません！」

「ちっ、見つかったか……いえ！　教学が私たち演出班を捕らえられないとなれば次に役者を狙うのは分かり切っていたわ！　そのために去年からずっと何人もの代役候補を用意しておいたんでしょ!?」

「だ、ダメです！　アーテル役およびイゾルデ役、合わせて八名！　全て教学に捕まりました！」

「なっ……!?　まさか全員!?」

「更にアルガン・バディーレーからのメッセージがあります！　〝今回の私は本気だ、速やかに出頭せよ！〟とのこと！」

「うぐうううう！　あの生意気な童顔上げ底ヤロおおお！」

　シュリィが地団太を踏んで悔しがっている。

　なんだ、状況は分からないが、何かトラブルか？

「あああ、もう！　なんで今年はこんなことばっかり！　演出班から人を出すわけにはいかないし、今から新しい役者を探すのも間に合わない！　……いや!?」

　シュリィは頭を悩ませる過程で私とソユリの姿を認めると、何か思いついた風に声をあげた。

　彼女は足早にこちらへ詰め寄ってきて、あっという間に私とソユリを確保してしまう。

「君たち！　演劇に興味ない!?」

「私は特に興味が……」

「私もあまり詳しくはないですけど……」

「なあに、今から興味を持って詳しくなればいいのよ！　だから二人とも、アーテル役とイゾルデ役、よろしく！」

　アーテル役？　イゾルデ役？

　彼女が一体なにを言っているのか分からない。

　しかし聡そう明めいなソユリは、その台詞せりふで何かに気付いたようだ。

　彼女はぶんぶんと首を横に振った。

「む、無理です無理です無理ですっ!!　私、そんな人前で演技なんてっ!!」

「大丈夫よ！　あなた可愛かわいい顔してるもの！　入学初日で一躍有名人になっちゃうかもよ!?」

「イヤです！　なんと言われても絶対にイヤです！」

「ええい！　往生際が悪いわね！　メイク班！　彼女を大女優にしてやって！」

「イヤ[image: ][image: ][image: ]ッ!!」

　ソユリが、どこからともなく現れた女性たちによってあっという間に取り押さえられてしまった。ソユリはどこにいっても人気者で、まったくうらやましい限りである。

　そんな風に考えていると、次にシュリィは私の方へ向き直って、ある物を手渡してきた。

　それは一見豆粒のような何かだが、観察してみると表面にごく微細の文字で魔術式が刻まれている。

「これは？」

「私特製の通信魔具！　今から台本を覚えるのは間に合わないだろうからこれを耳にはめて！　私が後ろで台本を読み上げるから、あなたはその台詞を繰り返すだけでいい！」

「ん……？　つまり私に芝居をしろと言っているのか？」

「そう！　あなたはかの三大賢者が一人、アーテル役に抜ばつ擢てきされました！　舞台の上で黒竜と戦い、囚とらわれの恋人、イゾルデ・フランケンシュタインを見事救ってください！」

　囚われの恋人……？

　私は首を傾かしげるが、しかし、そうか、そういうことか。

　ようやく彼女たちの意図を把握した。要するに、私たちが代わりに役者となり劇を演じろ、ということか。

　私は再三言っているように演劇などまったくの素人、おそらく衆目の中で醜態を晒さらすことになるだろう。

　それでも乗りかけた船、ほかならぬ先輩の頼み。

　ならば私は見る阿あ呆ほうでなく、踊る阿呆になってやる。

「──承知した、未熟な身ではあるが、死力を尽くして役を演じよう」

　私がアーテル本人だからな。

　技量はともかくとして、アーテル役を演じる上において私以上の逸材はいないはずだ。

「ありがとう！　じゃあこれつけて、これも着て！」

「うぶっ!?」

　言うが早いか、突然口元に何か白くてこそばゆいものを押しつけられる。

　これは、付つけ髭ひげか……？

　そして続けざまに手渡されたものはローブと杖つえだ。

　なるほど、これが舞台衣装というわけか。

　そこへ部員の一人が慌てた様子で駆けつけてくる。

「部長大変です！　黒竜の眷けん属ぞくを演じる予定だった黒子たちが全員逃げ出しました！」

「なんですって!?」

「どうやら教学に恐れをなしたらしく……黒子たちの中には留年者も多いですから」

「あああああ！　学業の一つや二つ捧ささげないで何が演劇よ！　黒竜の眷属との殺陣たてシーンもメインの一つなのに！」

　シュリィは再び地団太を踏んだ。

　またもやトラブルらしい。演劇とは大変なのだな……。

「おい、黒竜の娘、お前ほどの竜ともなれば神秘による眷属の召喚も容易たやすいだろう？」

『無茶を言うな、数百年もあの薄汚い小屋に閉じ込められていたのだ、神秘を扱う力などほとんど残っていない』

　黒竜はふんと鼻を鳴らす。

　……よし、ここは私から助け船を出させてもらうとしよう。

「シュリィ先輩、黒竜の眷属だったな？　多少力不足かもしれないが、用意できるぞ」

「え……？」

　私は懐から一枚の羊皮紙を取り出す。

　そして羽ペンをもってこれに魔術式ともまた異なった体系の、いわば錬金式を書き込み、地面に貼はりつけた。

　更に詠唱を口で唱えると、地面がぼこぼこと盛り上がって、ちょうど私よりも頭一つぶん大きな泥の巨人が生まれてくる。

「なっ……!?」

「遠い昔、錬金術師たちに教わったゴーレム制作の技法だ。多少私のアレンジは加わっているが、これならばいくらでも量産できるし──」

　私はゴーレムを屈かがませ、その頭部に貼りついた羊皮紙へと手を伸ばす。

　そして羊皮紙に刻まれた錬金式のワンフレーズに羽ペンで二重線を引くと、ゴーレムの身体からだはあっという間に崩れ落ちて、元の泥の塊に戻ってしまう。

「──なにより、後片付けも楽だ」

「きっ……キミ最高!!」

　シュリィが再び私の身体を強く抱きしめてくる。

　お役に立てたようでなによりだ。

「さあ開演まであと少し！　もう教学なんて怖くないわ！　絶対に成功させるからね！」

「「「「お[image: ][image: ][image: ]っ!!」」」」

　シュリィの言葉で部員たちが拳を突き上げ、雄たけびをあげた。

　私もまたそれに倣おうとしたが、やけにもじゃもじゃした付け髭に手こずって、雄お叫たけびの代わりにくしゃみが出てしまった。なんとも間抜けなことである。

　さて、この時、視界の端で泥の山を見下ろし、その琥こ珀はく色いろの瞳になにやら怪しげな光を宿している黒竜の存在に、私は気付いていた。
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　本館前水上ステージの舞台袖にて、開戦ののろしを待つ。

　舞台袖から様子を窺うかがうと、ステージを囲む膨大な数の学生たちの姿が確認できる。

　芝居など私にとってまったく門外漢の分野ではあるが、あれだけの観客を前にすれば武者震いの一つもしようというもの！

　準備は万端。

　気力体力ともに充実して、あとは戦地へ赴くのみ、といった具合である。

「心の準備はできたか、ソユリ」

「恥ずかしくて死にたい……」

　ソユリは魔術式による装飾の施されたローブを身にまとい、まるで熱した鉄のごとく顔面を真っ赤にしている。

　恥ずかしいとはどういうことか？

「何故なぜだ？　衣装も似合っているし、化粧だって素敵じゃないか」

　実際、あれだけ小動物然としていた彼女が、一転して大人の女性の魅力を醸し出している。私の記憶の中のイゾルデにも負けず劣らずだ。

　あとはその今にも弾はじけ飛びそうなくらい真っ赤な顔面と、引きつった口元さえなんとかすれば、絶世の美女と言っても過言ではない。

「それもこれも元が良いおかげだ、恥ずかしくなどない」

「……そういうことじゃないんですけど」

　ソユリはまたも真っ赤な頰をぷくうと膨らませていた。大人の女性が台無しである。

　……しかし私はソユリの機嫌を損ねてばかりだな。

　この一件が終わったら改めて謝罪することとしよう。

「それはそうと黒竜の娘よ、劇の段取りは覚えているのだろうな？」

『貴様ら愚鈍な人間の脳のう味み噌そと一緒にするな』

　黒竜はふんと鼻を鳴らした。

『まず、私がそこの小娘をさらい、貴様を挑発する。そして極めて不本意だが、貴様が私の眷属というていでゴーレムを召喚し、これを蹴散らせば私との一騎打ち、そして貴様が私を打ち倒して小娘を救いだせばハッピーエンドという、実にくだらぬシナリオだ』

「頼もしい限りだ、期待しているぞ」

『二度とそのような台詞を吐くな、虫むし唾ずが走る』

「威勢も十分、母君に似てきたな」

「……」

　彼女はそれきり口を閉ざしてしまう。

　しかし彼女の全身から発せられる気を見る限り、こちらも不安がる必要はないだろう。

　役者は揃った、と言ったところか。

「キミたち、やる気十分って感じだね！」

　後ろから声をかけられたので見てみれば、シュリィがいかにも興奮を抑えきれない様子でこちらを見つめている。

「本物の竜に大量のゴーレム！　これは前代未聞！　まさに歴史に残る劇になるわ！」

「私などてんで素人だが、せめて先輩の顔に泥を塗るような真似まねだけはしないと誓おう」

「さっすが頼もしいね！　……あー、それと今更ながらごめんね？　せっかく暴走した機甲竜を止めてくれたのに、こんなことに巻き込んじゃって」

「私こそ、偉大なる先輩方が受け継いできた機甲竜を破壊してしまい、すまなかった」

「キミはびっくりするくらい謙虚だよね！　同年代じゃないみたい！」

　３００歳だからな、と心中で呟つぶやく。

「とにかく！　いよいよ開演よ！　皆準備はいいわね!?」

「全魔術式異常なし！　バッチリですぜ姐あね御ご！」

「サバト特殊工作部隊が教学の連中を足止めしています！　演劇中に妨害されることはありません！」

「開演まで30秒を切りました！　演出班、魔術式起動準備完了！　いつでもいけます！」

「よし、じゃあいくわよ！　20秒前！」

　彼女のハンドサインによってサバトの部員たちが一斉に動き出す。その手慣れた様は、まるで熟練の指揮者を思わせた。

「やるぞソユリ、願わくば今日という日が輝かしきキャンパス・ライフの幕開けとなれるよう」

「ああ、もう、わかったよう……！」

　──開演の狼煙のろしは、足元より噴き出した色とりどりの火花であった。

　同時に巻き起こる地鳴りのような歓声、そして熱狂。

　まず初めに、私とソユリがその渦中へ飛び込んだ。

　学生たちの熱狂は、私たちの登場により更に激しさを増す。

「いよっ！　待ってました！」

「今年もすごいの見せてくれよ！」

　鳴なり止やまない拍手の渦のさなか、私は夢見心地に考える。

　そういえば、若返る前はこのように注目されたことなど、一度もなかった。

　イゾルデが生きていれば、今の私の姿を見てなんと言うだろう。「浮き足立ってんじゃないわよ、馬鹿」あたりが妥当だろうか。

　しかし、ああ、それでも伝えたい。こんなにも面白いことを私一人の胸にしまっておけるはずがない。

　貴様に魔術馬鹿と罵られた私が今、どういう因果か役者になろうとしているのだ。

　……ああ、また年寄りじみたことを考えてしまったな。

　私は今日この時に限り役者だ。誠心誠意、演じるだけである。

　私とソユリが所定の位置に着くなり、耳にはめこんだ通信用魔具とやらから、シュリィの声が聞こえてくる。

『ああ、イゾルデよ、あの忌々しき黒竜はいずこへ消えたのか』

　その台詞せりふを、言われた通りに復唱する。

「ああ、イゾルデよ、あの忌々しき黒竜はいずこへ消えたのか」

　続いてソユリ。

「いま、いまわしっ……あっ、忌々しき黒竜のっ!!　その、邪悪な気は……隠せよう……はずも……」

　私たちが台詞を口にした途端、観客席からざわめきが起こる。

「……ん？　あいつら見ない顔だな、一年か？」

「なんだ、例年に比べるとずいぶんとひどいな……」

「あの子なんか完全に上がっちゃってるよ、男の方も声は出てるが台詞が棒だし……他の役者はどうしたんだ？」

「どうもほとんどの役者が教学のアルガンに捕まったらしいぞ」

「機甲竜もどっかの誰かに潰されてダメになったらしいし、こりゃ今年はハズレだな……寝てるから、終わったら起こして」

　彼らは口々に言い、後ろの方では帰り支度を始める学生たちの姿も、ちらほらと見受けられる。

　ふむ、やはり我々では力不足らしい……。

　ソユリもこの反応を見て、すっかり意気消沈してしまったようだ。

　学生たちを失望させてしまうのは心苦しいが、私には文字通り役目を果たすほかない。

「おお、確かに感じるぞ、この身を裂かれるような邪悪な気配は、違たがえようはずもない。ヤツだ」

　そして打ち合わせ通り、私のこの台詞ののち演出班のはたらきによって水上ステージの各所に仕込まれた魔術式が起動。

　ステージからひときわ強い閃せん光こうが走り、そして黒煙が湧き出してくる。

　おどろおどろしい黒煙がステージ上を這はい、これもまた魔術式による稲妻が落ちると〝彼女〟は現れた。

『──カカカカカ!!　無む知ち蒙もう昧まいの魔術師どもがのこのこと現れおったわ!!』

　黒竜役──彼女の登場と同時に、観客全員が固まった。

　一様に彼女の琥珀色の瞳を見上げ、その場で凍り付いたようになっている。

　ちなみにこれは彼女のあまりの大根役者ぶりに観客が閉口してしまった、とかそういうわけではない。むしろ逆である。

　彼女の演技が、あまりに真に迫りすぎていたのだ。

　さながら蛇に睨にらまれた蛙かえる。

　彼女が放つ、大気すら歪ゆがめる重圧によって、その場にいた生物全てが本能的に命の危機を感じてしまったのだ。

　お前、意外と演技派なのだな……。

　しかしこれは演劇である、芝居である、フィクションである。

　彼らの本能的な恐怖にようやく理性が追い付いて、その途端、会場を包む熱狂は瞬間的にピークに達し、戦場のさなかにも似た歓声が巻き起こる。

「うおおおおおおおおおおおおおおっ!?!?」

「機甲竜じゃねえ!!　本物のドラゴンだ!!」

「やべえ！　今年はやべえぞ演劇サークル!!」

　もはや観客たちは彼女に釘くぎ付づけである。

　騎竜サークルからわざわざ連れ出してきた甲か斐いがある。彼女のおかげで助けられたかたちだ。

　彼女は鋭い牙をちらつかせながら、カカカカカカっ、と高笑いをあげる。

『ここはかつての古戦場！　踏みしだかれし屍しかばねより築かれた大地よ！　すなわち貴様らは我が腹の中へ飛び込んだも同義──野蛮な魔術師どもよ！　その五体を分け、この大地にばらまいてくれよう！』

　彼女が大気を揺るがすほどの咆ほう哮こうをあげる。

　その凄すさまじさたるや、イゾルデ役を演じるソユリでさえ竦すくんでしまうほどである。

　なんと素晴らしい！　なれば私も十全に役目を果たさねば──！

　私は、皆が彼女に注目している隙に、あらかじめ錬金式を書き込んでおいた羊皮紙をばらまく。

　これにより水上ステージの地面がぼこぼこと泡立ち、そして三十体を超えるゴーレムが生まれ出いでた。

　おおおっ！　とひときわ大きな歓声が上がる。

「な、なんだアレ!?　いつもの作り物じゃねえ!?」

「し、知ってるぞ！　ありゃゴーレムだ！」

「ゴーレムだと!?　そんなの博物館でしか見たことねえぞ！」

『カカカカカ！　我が眷けん属ぞくを召喚した！　百万の兵どもの血を吸い、しかし未いまだ渇きは癒えず！　貴様らの血も寄よ越こせと言っておる！』

　黒竜の台詞を合図に、ゴーレムの群れが私たちへ襲い掛かる。

　勿もち論ろん、私がそうするようあらかじめ羊皮紙に命令を書き込んでいたのだ。

「貴様ら悪あしきものどもにくれてやる血など、たとえ一滴とて持ち合わせていない！　いくぞイゾルデ！」

「は、はい！　分かりましたアーテル！」

　その台詞を皮切りに、私とソユリはゴーレムの群れと激突する。

　言うまでもなく、これは芝居だ。本当に戦うわけではない。

　ゴーレムの命令の中には〝自壊〟のフレーズも書きこんであるのだ。

　私とソユリが魔術を使うポーズをとる。

　すると舞台裏の演出班が魔術による〝エフェクト〟をかけ、凄まじい閃光とともに、ゴーレムの泥の身体からだが爆散する。カラフルな煙を撒まき散ちらしながらだ。

　火炎、雷撃、はたまた頭上より降り注ぐ矢のごとき氷柱つらら。

　多彩な魔術が舞台裏の演出班によって繰り出され、ゴーレムの群れが次々と弾はじけ飛んでいく。

　聞くところによると、去年までは本物の人間が黒竜の眷属を演じていたため、安全面を考慮してここまで派手な演出はできなかったのだという。

　しかし相手は泥人形、容赦なく粉砕できる。

　その証拠に在学生たちも拍手喝采だ。中には興奮のあまりに立ち上がる者すらいる。

　そして、このあたりで数体のゴーレムに書き込んだもう一つの命令が作動する。

　ソユリを攫さらえ、である。

「い、いやっ！　あ、アーテル[image: ][image: ]!!」

「イゾルデ！」

　乱戦の中、ソユリが数体のゴーレムに担がれて、黒竜の下へと送り届けられる。

『カカカカカ！　捕らえたぞ！　さあ、まずは腸はらわたを引きずり出してくれようか……！』

「そうはさせるか！　薄汚いトカゲ風情が！」

　私は目の前に立ちはだかるゴーレムの群れを蹴散らしながら、捕らわれたソユリを救出すべく突き進む。

　ここまで全て台本通り。

　私は目の前のゴーレムを打ち砕かんと魔術を使うポーズをとる。

　すると演出班による雷撃がゴーレムの頭蓋を貫き、そしてゴーレムは例によって爆散──しなかった。

「……なに？」

　ゴーレムはまったくの無傷で、その場に立ち続けている。

　おかしい、命令の中に組み込まれた〝自壊〟のワードが作動しない──。

　次の瞬間、凄まじい衝撃が私を襲った。

　私に危害を加えないよう命令を組み込んであるはずのゴーレムが、あろうことか私に殴りかかったのだ。

「ぐっ……!?」

　私の身体は数メートルほど吹っ飛んで、ステージ上を滑り、柱に叩たたきつけられる。

　観客たちはこれも芝居の一環と思っているらしく、おおっ、と声をあげた。

　魔護符がダメージを肩代わりしてくれたおかげで大したことはないが……ふむ。

『ね、ねえキミ！　こんなの台本にないわよ!?　どうしたの!?』

　耳にはめこまれた通信魔具からシュリィの声が聞こえてくる。

　しかし私はこれに応えず、彼女を見返した。

『──カカカ、貴様ら人間というのは本当に愚鈍よのう』

　彼女が台本にないはずの台詞を口にする。

　その瞬間、ソユリの足元の地面がせり上がって、あっという間に牢ろう獄ごくの形を成し、ソユリを囲い込んでしまう。

「え……!?　な、なにこれ!?　アーテル君!?」

　ソユリは台本にない展開に困惑しつつも石牢を叩いているが、びくともしない。

　あれは──魔術か？

「ふむ……長生きをすると面白い事もあるものだな、幻獣が魔術を使うなど」

『言ったはずだ、貴様ら愚鈍な人間の脳のう味み噌そと比べるでない。こんなもの、あの薄暗い箱の中で毎日貴様らが使うソレを見て、覚えたわ』

　ゴーレムの群れが、先ほどまでとは全く別物の動きで私を取り囲む。

　これもヤツの仕業か。

『むろん、ゴーレムどもへの命令を書き換えることすら、我にとっては造作もない』

「芝居中にどういうつもりだ？」

『どういうつもり、だと？』

　彼女は、ふんと鼻を鳴らす。

　こちらを見下すその琥こ珀はく色いろの瞳には──ああ、まぎれもない、殺意の光が宿っている。

『封印されて幾星霜、あの汚い穴蔵で耐え続けたのだ！　恥辱に、屈辱に！　それも全て母の仇かたきを討つために！』

『ちょ、ちょっとこれヤバいって！　キミ、早く逃げて！　劇は中止！　中──』

　彼女が私のことを睨みつける。

　すると未知の力によって、私の耳にはめ込まれた通信魔具がはじけ飛んだ。

　彼女は翼を広げ、咆哮をあげる。

　観客たちはこれもまた芝居の一部だと思っているらしく、拍手で彼女を称たたえていた。

　彼女はこちらを見下ろし、憎悪をこめて言い放つ。

『──憎き魔術師、特に貴様に至っては五体を刻むだけでは足らん、百八に刻み、かの大地にばらまくことで我が母への手向けとしよう』





○






「なんだか、今年の劇はやたらリアルだなぁ」

　熱狂の中、観客席で学生の一人がぽつりと呟つぶやいたのが私の耳に届いた。

　そのような評価を頂けるとは光栄の至り、と言いたいところだが、喜ぶことはできない。

　何故なぜなら名前も知らない彼の慧けい眼がんは、見事真実を見据えていたのだから。

　そう、これはすでに劇ではない。劇としては破綻してしまっている。

　黒竜の娘──彼女の殺意は、まごうことなきノンフィクションなのだ。

「──そこまでだ！」

　その時、不意に観客席の方から聞き覚えのある怒号が飛んでくる。

　声の主は観客の波をかき分けて進み、そして最前列へと躍り出た。

　黒装束を身に纏まとった少年──シュリィ曰いわく童顔上げ底ヤロー、教学のアルガン・バディーレーである。

「貴様らぁ！　姑こ息そくな妨害工作など使いおってからに！　もう堪忍袋の緒が切れたわ！」

「やべえ！　教学のアルガンだ！」

「せっかくいいところだったのにふざけんな！」

「帰れ石頭！　お呼びじゃねえぞ！」

「そのシークレットブーツいくらしたこのヤロー！」

　観客席の諸君は、彼に対してブーイングの嵐だ。

　しかしアルガンがこれを意に介する気配はない。

　というより、事実聞こえていないのだ。

　彼の恐ろしい形相からは、完全に頭に血が上っているのが見て取れた。

「どこから調達したのか知らんが教学への申請もなしに本物の竜を使うなど……！　舐なめくさりおって！　劇など中止だ！　全員粛正してくれるわ！」

　アルガンがその手を振りかざす。

　するとその袖口より勢いよく、無数の糸状のものが射出される。

　見ると、この糸の先端にはなにやら粘性の物体が付着しており、舞台上でうごめく全てのゴーレム、そして黒竜の娘に取り付いた。

　私も標的の一つに含まれていたが、すんでのところでこれを躱かわす。

「──エンドマークは我が怒り！　捕縛魔術式証明完了！　粛正！　粛正だ！」

　アルガンが言うなり、場を包み込む雰囲気が明らかに変わった。

　ゴーレムどもが、まるで不可視の手によって押さえつけられたかのごとく、一斉にその動きを鈍らせたのだ。

　なんと、まさかこのような方法で魔術を発動させるとは！

　こんな状況にもかかわらず、私は感心してしまう。

　推察するに、アルガンが張り巡らせたあの糸、その一本一本には驚くほど微細の文字で魔術式が書き込まれているのだ。

　大戦中このように魔術を扱う者はいなかったが、なるほど合理的である！

　これならば書き込み法の最も強力な魔術を、直接対象に作用させることが出来る！

　しかし──。

『こそばゆいわ！　三流魔術師が！』

　ゴーレムはともかく、黒竜の娘にこの魔術が通じているような気配はない。

　対象の無力化に特化した魔術であるため、出力を抑えたのが仇あだとなったのだろう。

　黒竜の娘は自らの身体に取り付いた糸を琥珀色の瞳で睨みつける。すると突然に糸が発火し、焼け落ちてしまったではないか。

　ゴーレムどもに関しても一瞬動きを止めることは叶かなったが、やがて力任せに糸を引きちぎられてしまう。

　アルガンは鬼の形相を一転させて、驚きよう愕がくの表情に変えた。

「なっ……!?　特注のアラクネ糸が……！」

『目障りだ！　貴様は後で殺してやる！』

「うぐっ!?」

　彼女の瞳が妖あやしく輝き、アルガンが観客席から強制的に退場させられた。

　遥はるか後方に吹き飛ばされたアルガンを見て、観客たちが歓声をあげる。どうやらこれもまた劇の一環だと思っているようだ。

　黒竜の娘が改めてこちらへ向き直った。

　全身から発散される憎悪の念はやはり凄すさまじく、息が詰まりそうになるほどだ。

『有象無象に興味はない、まずは貴様だ──愚にもつかぬ泥人形どもよ！　忌々しき魔術師の四肢を砕き！　我が下へ！』

　黒竜の娘が咆ほう哮こうし、それを合図にゴーレムたちが押し寄せる。

「アーテル君っ！」

　石の牢獄の中で、ソユリが叫んだ。

　──待っていろ、すぐに助ける。

　裏方のシュリィと通信するための魔道具も破壊され、彼女らの指示を仰ぐこともできぬ今、私は私の判断で動かざるを得ない。

　彼女らが必死で立てたシナリオを私がぶち壊すのは実に忍びないが……許せ先輩！

　私は向かってくるゴーレムどもを見据え、頭の中で魔術式を構築する。

　魔術で作ったものならば否定魔術式による証明で即座に彼らを泥の塊へ戻すことも可能なのだが、これは錬金術師の真似まね事ごとによる産物だ。

　錬金術は根本的に魔術と体系が異なるので、否定魔術式は通用しない。

　つまり、純粋な攻撃魔術によって打ち倒すほかない。

「構えろ！　三流役者ども！」

　まずは無詠唱による身体強化の魔術。

　最適化された魔術式を最短、最速で証明する。

　そして飛び掛かってくるゴーレムたちを見据え、私は高く跳躍した。

　高く──それこそ黒竜の娘が私を見上げるほどである。

　観客席から声が上がった。

　ふむ……普段ならばここで魔術式の書き込まれたノートの切れ端なりなんなりをばらまき、挨拶代わりに絨じゆう毯たん爆撃を決め込むところだが、下にはソユリが、サバトの面々が、そして魔術界の至宝──すなわち学生たちがいる。

　以前ソユリに注意された通り、彼らの身に万が一があってはことだ。

　ならば、身体強化の魔術を重ねがけ。

　そして懐から、あらかじめ用意しておいたノートの切れ端を握り込んでくる。

　魔術式はすでに記入済み、あとはエンドマークを打つのみだ。

『目障りな蠅はえが！　叩き落としてくれるわ！』

　黒竜の娘が口を大きく開き、大質量の火炎を吐き出した。

　何がほとんど力は失われた、だ。あのクラスの神秘を連発するなど、とんだ狸たぬきめ！

　私はすかさず羽ペンを取り出し、腕をまくる。

　万が一の時のため腕に書き込んでいた魔術式へ、羽ペンでもってエンドマークを打つ。

　証明完了──私の身体からだは搔かき消え、そして一瞬ののちに地上へ帰還した。

『転移の魔術か！　小こ癪しやくな真似まねを！』

　私は着地するなり、その場を駆けだした。

　身体強化の魔術によって私の動きはもはやゴーレムでは捉えられないほどになっている。

　この速さでゴーレムの群れをかいくぐり、そしてあたりをつけたゴーレムに握り込んできたノートの切れ端を押し付ける。

　更にノートに書き込まれた魔術式の末尾へ羽ペンでエンドマーク。

　次の瞬間、ゴーレムの身体は内側より破裂し、あたりへ泥を撒まき散ちらす。

　続いて振り返りざまに背後のゴーレムへもう一枚のノートを押し付け、エンドマーク、再び破裂。

　同時に襲い掛かってきた二体のゴーレムに対しては、一方にノートの切れ端を貼はり付け、もう一方は強化された蹴りで、力任せに破壊する。

　私が一体、また一体とゴーレムを破壊するたび、観客席から歓声があがり、拍手が巻き起こった。

「あんなに練度の高い身体強化を……！　とんでもねえ役者がいたもんだな!?」

「あれ？　あいつ、今一瞬消えなかったか……？」

「いや、いや！　そんなのはどうでもいい！　こんなに楽しい演劇は初めてだ！」

　ふむ、私ごときの拙つたない魔術で喜んでくれるのならば幸いだ。

　私はゴーレムを確実に一体ずつ潰しながら、黒竜の娘の守りを削っていく。

　しかし彼女もまた、これを黙って見過ごすわけがない。

『しゃらくさい、しゃらくさい！　ああ、なんと退屈な見世物よ！　魔術師どもの声も聞くに耐えぬ。百八に刻むのはやめだ！　今ここで全てを無に帰す！』

　黒竜の娘が顔を上げ、大きく口を開く。

　これに伴って大気が震え、大地が鳴動した。

　今までとは完全に別格の禍まが々まがしい雰囲気。

　まずい──ヤツは特大級の神秘をもって、このステージ、ひいてはラクスティア魔術大学全てを焼き払うつもりだ！

「あ、アーテル君っ……！」

　観客はまだ気付いていないが、ソユリは間近で神秘の流れを感じているためだろう。泣きじゃくって私に助けを求めている。

　しかし、これはまずい。

　今からあのクラスの神秘を防ぐ防御用魔術式を書き込むには時間が足りない。なによりゴーレムが魔術式構築の邪魔をしてくる。

　第一あれほどの神秘が現出したとなれば、仮に攻撃を防げたとしても、その〝皺しわ寄よせ〟で何が起こるか分かったものではない。

　学生たちは最悪自らの身を守ることは叶かなうだろうが、しかし、しかし──大学がなくなってしまうことだけは看過できない！

　私の、ソユリの、シュリィの、学生諸君の希望、すなわちキャンパス・ライフが台無しになることだけは、なんとしてでも避けなければならない！

　──その時、突如、頭上にて目も眩くらまんばかりの閃せん光こうが炸さく裂れつした。

　赤、黄色、緑、ともかく色とりどりの閃光が、我らが直上に煌きらめいたのだ。

『なっ、なんだこの光はっ……!?』

　これをマトモに受けてしまった黒竜の娘は、ほんの一瞬、神秘を束ねるコントロールを失ってしまい、凝縮された神秘が空気中へ霧散してしまう。

　あれは──。

「──アハハ！　間に合ったみたいだね！」

　相も変わらず、あらゆる不幸を吹き飛ばしてしまいそうな快活な笑い声とともに彼女は現れた。

　大勢の部員を従え、巨大な砲台らしきものを操って。

「サバト技術班が総力を結集して作り上げた対黒竜用即席最終〝エフェクト〟魔道兵器──名付けて演劇砲！　観客の皆様！　人体には無害ですのでご安心を！」

「シュリィ先輩……！」

　──私はなんと、なんと素晴らしい先輩を持ったのか！

『く、くそ、目が……！　このようなふざけた魔術で……！』

　黒竜の娘は視界を奪われ、のたうち回っている。

　今こそが好機！

　私は邪魔くさい付つけ髭ひげやら杖つえやらを取り払って、並み居るゴーレムどもを蹴散らし、一息に黒竜の足元──すなわちソユリの囚とらわれた石の牢ろう獄ごくへと駆け寄り、拳の一撃にてこの檻おりを粉砕する。

　ソユリが泣き腫らした目で、こちらを見上げてきた。

　……せっかくの化粧が落ちてしまったな。勿もつ体たいのない事だ。

　私は彼女を抱え上げ、そしてこの狭苦しい牢獄から解放する。

「さあ、助けに来たぞ、これで台本通りだ」

「アーテル君……！　こわかったよう……!!」

　ここで限界を迎えてしまったらしく、ソユリは堰せきを切ったように泣き出してしまった。

　……さて、終わりよければすべてよしという言葉もある。僭せん越えつながら、この劇は私がきっちりと幕を下ろそう。

　振り返ると、黒竜の娘が私の喉元に牙を突き立てていた。

　あとほんの数センチ、彼女が力を込めれば私たちをまとめて嚙かみ砕くだけることだろう。

　観客たちが、そしてサバトの面々がはっと息を吞のむ。

　だが、彼女はそれをしない。否、できないのだ。

　黒竜の娘は、やがて諦めたように、ふんと鼻で笑った。

『……なるほど、我が偉大なる母君が貴様に真ま名なを教えた理由も分かる──貴様、一体いつの間にこれほどの魔法陣を組んだ』

　彼女の足元には膨大な数の魔術式からなるペンタグラムが光り輝いている。

　あとはエンドマークを打つだけで証明完了、という状態だ。

「ふむ、いつかと聞かれればゴーレムと戦っている最中なのだが、しかし買いかぶらないでほしい、これは私の力ではない」

『なんだと』

　私は怪け訝げんそうな表情の彼女を一いち瞥べつすると、ゆっくりと辺りを見渡した。

　シュリィ先輩とサバトの部員たちが、息を吞んでこちらを見守っている。

　遥か遠くで、教学のアルガンが目を回している。

　私の腕の中には、初めてできた学友のソユリが。

　そして、私を取り囲むのは、まだ名前も知らない学生たちだ。

　私は、ゆっくりと語り出した。

「私は今まで魔道を究めるため、実に長い間、孤独に魔術の研究を続けてきた。しかし、大学に入って──陳腐な言葉になるが、世界が変わったよ。まだほんの短い期間だが、私は様々な魔術師と出会い、大変な刺激を受けた。もう一度初心に立ち返り、魔術を究めてみようと思った。これはその一環だ」

　私は足を上げて、靴の裏を彼女へ向ける。

「──靴底に魔術式を刻み、ゴーレムの泥でステージ全体に魔法陣を描いた。ゴーレムと戦いながらな」

「カカカカカカ……なるほど敵かなわん、これは敵わんわ……！」

　彼女は、ゆっくりと身体を起こし、まるで自らの存在を誇示するかのような凛り々りしい姿で、こちらを見下ろした。

「──我が名はルヴィエラ、しかと刻み込め、地獄で貴様を待っている」

「承知した」

　私はシュリィにアイコンタクトを送る。

　そして先輩は即座にこちらの意図を汲くみ取とり、部員たちに最終魔術式を起動させるように命じた。

　フィナーレのために用意されていた魔術式が起動し、凄すさまじい爆発と、色とりどりのスモークが私たちを包み込む。

「証明、完了」

　私は靴先でとん、とエンドマークを打つ。

　煙の向こう側から届く万雷の拍手と喝采が、フィナーレを飾った。
















　演劇サークル〝サバト〟による今年の演目は、多少のトラブルもあったが、結果として歴史的大成功に終わった。

　舞台に幕が下りた後も観客たちの熱狂は一向に収まらず、失神する者すら現れ、ちょっとした騒ぎになったほどだ。

　そして観客たちは口を揃そろえて言った。

「アーテル役を演じたあの役者は誰だ!?」

　私はそれを聞いて、はたと思い至る。

　そういえば、私はあの新入生の名前を聞いていない。

　機甲竜や役者の件で色々とごたごたがあったので、つい失念してしまっていた。

　まぁいい、名前を聞き出す機会はいくらでもある。

　なんせ劇が終わったのちには彼を正式に我がサークルへ勧誘しようと心に決めていたからだ。

　全くとんでもない新入生が入ってきたものだ。

　私は魔道具専門だから、そういった魔術にあまり詳しくはないが、しかしアレは私にでも分かる。

　身体強化の練度もさることながら、転移の魔術などという大魔術をいともたやすくこなし、それでいて遥はるか昔に失われたはずの錬金術ロスト・テクノロジーにも精通しているとは。

　彼はとんでもない魔術師だ。きっと皆がそれに気付くのは、そう遠い先の事ではない。

　ならば、今の内に唾をつけておかなくては！

　そう、意気込んでいたのだが……。

「こっちにもいません！」

　また一人、なんの成果もあげられず、本部に帰ってくる。

　これで大学の敷地内でめぼしい場所は全て探し終えた。

　私は「ううう」と唸うなって、帽子の上から頭を搔かきむしる。

「ああもう！　一体どこにいったのよ！　まさか劇が終わるのと同時に消えるなんて！」

　なにがいくらでも機会はある、だ！

　あらかじめ名前と学科名を尋ねておかなかったことを、私は死ぬほど後悔する。

　そう、彼らはフィナーレの演出用スモークが晴れるのと同時に、忽こつ然ぜんと姿を消してしまったのだ。

　私はすぐさまサバトの部員たちを使って大学の敷地内を探させたが、その結果は見ての通り。

　ありえるのだろうか。

　アーテル役とイゾルデ役はともかく、あの竜が忽然と姿を消すなど。

　というか大学の敷地内にいないとなれば、信じがたいが彼は帰ったのだろうか!?

　まさか、黒竜役の竜が暴走して、劇がメチャクチャになる寸前だったのを奇跡的なアドリブで救った、あの直後に!?

　万雷の拍手も喝采も満足に受けないまま、帰宅!?

　そんなバカなことがあるのか!?

　しかし、考えても無駄だ。

　なんにせよ彼はすでに大学の敷地内から姿を消してしまった。

　残ったサバトのメンバーを駆り出して大学周辺をしらみつぶしに探すという手もあるが、そうすると舞台の撤収が間に合わない。

　ただでさえ教学のアルガンの怒りを買っているのに、これ以上教学の怒りを買えば、サークルごと消し飛ばされる可能性だって大だ。

　つまり、彼を探し出すことは現実的に不可能である。

「逃がした魚は大きかったですねえ先輩」

「うるさいわよ！　さっさと撤収作業に移りなさい！　あと30分で元の状態に戻さないといけないんだから！」

　ぐっ……でも確かに逃がした魚は大きかった。

　ああ、なんと勿もつ体たいない事をしたのだろう。

　観客たちの歓声がまだ耳の奥に残っているような気がする。

　私は誰もいなくなったはずの観客席へと目をやった。

　すると実際にまだ一人、残っているではないか。

　……まだ感動の余韻で動けないのだろうか、無理もない。

　そう思って歩み寄ってみると、それは私にとってまったく予想外の人物であった。

「──ディヴィーナ学長!?」

　そう、がらんどうになった観客席で、一人ぽつんと座っていたのは、何を隠そう本学学長のディヴィーナ・フランケンシュタインだったのだ。

　普段ほとんど表に出ないはずの学長が、どうしてこんなところに!?

「素晴らしい、劇でしたね」

　学長は水上ステージを見つめながら、ぽつりとこぼした。

　いきなりのことだったため、私は反応が遅れてしまう。

「え、ええ、今回はとりわけ素晴らしい役者が手配できたので、お楽しみいただけましたでしょうか？」

「それはもう、特にアーテルが黒竜の下からイゾルデを助け出すシーンなど、感動してしまいましたよ」

「それはなによ……」

　それはなによりです。

　そう言おうとしたはずなのに、彼女の顔を覗のぞき込んだ瞬間、ヒッ、と短い悲鳴が漏れてしまった。

「──ああ、本当にうらやま、いえ、素晴らしい劇でしたね」

　ならば何故なぜ、そんなにも目が血走っているのですか。

　そう尋ねる勇気は、もちろん私にはなかった。





○






　私とソユリは夕焼け色に染まった坂を二人で下っていた。

　劇の余韻が未いまだ胸の奥に熱として残っている。

　今日の今日まで、演じることはもちろん、見ることさえ縁のなかった私ではあるが、なるほど。

「演劇とは、いいものだな」

　私は夢見心地に呟つぶやいた。

「私は基本的に注目されることが苦手だ、しかし、ああいった形で注目されるというのも、案外悪くない。私はあの瞬間、まだ名前も知らぬ学生たちと、芝居を通じて繫つながったような気分になれたよ」

「……」

　ソユリは、無言で私の隣を歩いている。

　劇が終わってからというもの、ずっとこれだ。目も合わせてくれないし、若干私との距離があるように感じられる。

　やはり、怒っているのだろうか。

「ソユリには申し訳ないことをしたな、やはり事前に伝えておけばよかった」

「……」

「黒竜の娘が私に殺意を抱いていることには気付いていた。しかし劇にはリアリティが必須というだろう？　だからかえって良いと思ったのだ。しかし、素人の浅知恵で結局皆に迷惑をかけてしまった。まさかヤツが魔術や錬金術まで操れるとは──とりわけ、通信用の魔具を破壊されたのが想定外だった。そのせいでソユリを助け出すのに若干手こずってしまい……本当に反省している」

「……そういうことじゃないんですけど」

　ソユリは、例によってぷくうと頰を膨らませた。

　しかし、いつもと比べれば若干頰の膨らませ方が甘い。

　それと、夕焼けのせいだろうか。彼女の頰が熟れた果実のように赤く染まっている。

「アーテル君の無茶には……なんというか、今日一日でだいぶ慣れちゃったし……それに、一応私のことは心配してくれてたし……あと、助けてもらった時は、正直、その……かっこ……ったし……」

「すまない、後半が聞き取れなかった。もう一度言ってもらえるか？」

「……もう言わないもん、バカ」

　それきり、ソユリはそっぽを向いてしまう。

　ううむ……かつてのイゾルデもそうだったが、女性というのはどうも複雑微妙な思考をする。私のような魔術馬鹿には、到底理解できそうにない。

　初めて出来た学友とこれでは今後が思いやられるぞ、と、私は溜ため息いきをついた。

「……ところでアーテル君」

「なんだ？」

「あんまりにも普通にしてるからとうとう突っ込めなかったんだけど……その子、誰？」

　ソユリは私の背後を指さしている。

　背後、というよりは、正確には私におぶられている黒髪の少女を指している。

　ああ、そう言えば紹介がまだだったな。

「黒竜の娘だ」

　ソユリが首を傾かしげる。

「……どういうこと？」

「そのままの意味だ。ステージ上で暴れまわり、私を殺そうとした、あの黒竜の娘だ」

　ソユリは、更に首を傾げた。

「……………………どういうこと？」

　……ふむ、ディヴィーナ学長には教授として働かないかと誘われたが、やはりあの誘いは受けなくて正解だったな。どうも私は説明下手なようである。

　気を取り直して、私は一から説明することとする。

「まず、私は黒竜の娘と戦った際、魔法陣を組んだだろう？」

「あ、うん、あのでっかいペンタグラムでしょ？　あの数のゴーレムを倒しながら、泥で魔術式を書いたんだっけ……改めて口に出すとすごいね、それが？」

「そう、あの時に組んだ魔法陣こそが人化の魔法陣だったのだ」

「人化……？」

「そうだ、東洋呪術から発展した、あらゆる生物を人間の姿に変える大魔術だ。それを書き込み法の結界魔術という、最も強力な形で証明した」

「……人化の魔術は私も聞いたことはあるけど、でもほとんど眉唾みたいなものだよ？　成功例なんてほとんどないし、なにより意味がないって……」

「耳が痛いな、まさにその通りなのだが、しかし何かに応用できるのではないかと思い、遥か昔に覚えたのだ」

「ということは、なに、その子って……」

「黒竜の娘が、人の姿になったものだな」

　ソユリがただでさえ大きな目を、更に丸くした。

「安心してほしい、元々人化の魔術は呪いの類なのだ。もう神秘は使えぬし、翼をはばたかせて空を飛ぶことも、爪で岩を削ることもできない。見た目通りの人間だ」

「……アーテル君って、本当にただの学生？」

「まだ学生と名乗るのもおこがましい未熟者だ」

　そう答えると、ソユリは深い溜息を漏らした。

　その溜息の意味は、やはり私には分からない。

「……それで、その子はどうするの？　まさか騎竜俱く楽ら部ぶに返す、なんて言わないよね」

「問題はそこなのだ」

　必ず返すと約束したにもかかわらず、このような結果になってしまったこと、のちに騎竜俱楽部部長のトルア先輩には深く詫わびを入れなければ。

　ちなみに今は謝罪の品として、遥はるか南の地で原住民から神の御み使つかいと崇められる空飛ぶ大蛇ウガルムを捕獲し、これを献上しようと考えているのだが、果たしてそれで許してくれるだろうか。

「まぁ、それについてはおいおい考えるとしよう」

「じゃあ、どうするの？」

「ひとまずはアパートに連れ帰り、しばらく一緒に暮らそうと思っている」

「へぇ……家に……」

　しばしの静寂。そののち、

「──家に!?」

　ソユリの驚きよう愕がくの声が、あたり一帯にこだました。

「な、なんで!?」

　黒竜の娘とともに暮らす、それを伝えた瞬間、先ほどまでのしおらしさはどこへやら。

　ソユリは一いつ気き呵か成せいにこちらへ攻め入り、胸倉さえ摑つかみそうな勢いで捲まくし立たてた。

　その鬼気迫ったさまには、はからずも恐怖を感じてしまう。

「な、何故とは……まさか今までのように竜舎に閉じ込めておくわけにもいかないだろう、もう見ての通りの人間なのだから」

　そう言って私は背中におぶった少女──黒竜の娘を見やる。

　私も人化の魔術については不明瞭な部分が多い。

　人化した際の性別は？　年齢は？　知能レベルは？

　そういった部分が、術の複雑さに対して試行回数が少ないせいで、どうも不確定なのである。

　だが、彼女の幼げな顔立ちや背丈から推測するに、人間でいえばきっと十歳ぐらいか？

　絹糸のように輝くなめらかな黒髪と、これに対比して白くきめ細やかな肌は、なるほど年齢相応である。

　こんな少女を元の薄汚い竜舎などに押し込めた日には、数日の内に衰弱死することは必至だ。

「数百年単位で封印されていたのだ、よもや我々のようにアパートを借りているわけもないだろう、実印も敷金も持っていなそうだしな」

「じゃ、じゃあそもそも、なんで人化の魔術なんて使ったの!?」

「よくぞ聞いてくれた」

　私はにやりと口元を歪ゆがめる。

「単純な理由だ、彼女は幻獣の身でありながら魔術を使った」

「魔術って、あの時私を閉じ込めたやつ……？」

　そう、演劇の最中、暴走した黒竜がソユリを捕える際に作り出した石の牢ろう、あれこそ魔術の産物に他ならない。

　単純で無駄は多いが、しかし、なんにせよ彼女は無詠唱で魔術を発動させた。

　大学の敷地内を全て焼き尽くすレベルの神秘などさした問題ではない、私はこれにいたく心を打たれたのだ。

「そもそも魔術というのは幻獣との相性が絶望的に悪い。元より〝神秘〟という強大な力に対抗するため人間の生み出した対抗手段こそが魔術なのだから。本来〝神秘〟や神秘の欠片かけらを現出させる〝魔法〟などを扱う連中には、そもそも魔術の原理など理解できようはずもないのだ」

「あ、うん、それは昔授業で聞いたことがあるけど……」

「──しかし、彼女は魔術を〝学んだ〟のだ！　人間への復ふく讐しゆう心しんから見み様よう見み真ま似ねで魔術を覚えた！　これがどれだけ私の常識を揺るがしたことか！　つまり──」

　思わず笑みがこぼれてしまう。

　ソユリはごくりと唾を飲み、神妙な面持ちで私を見つめている。

　では期待にお応えして、その言葉を続けよう！

「──彼女には大学生の素質がある！」

「へ？」

　ソユリが素っ頓狂な声をもらした。

　うむ、聞こえなかったのか？

「つまり彼女にはラクスティア魔術大学に入学し、共に学び、共に魔術を研けん鑽さんする、我らが学友となれる素質があるということだ！　さすがに竜の姿では入学できなかろう？」

「え、ええと……確かにラクスティア魔術大学は入学試験さえパスできれば誰でも入学できるけど……それは」

「だから私とともに暮らし、来年に向けてみっちり受験勉強だ」

「受験、勉強……？」

　彼女はその単語を反はん芻すうすると、へなへなと崩れ落ちた。

「どうしたソユリ」

「……まだ出会って一日も経たってないのに、アーテル君には驚かされっぱなしだよ……まさか竜を人の姿に変えて大学へ入学させようだなんて……」

「そんなにおかしいことか？」

　至極真っ当な理論だと思ったのだが──と、その時である。

「──そうはいくか忌々しい魔術師めが！」

　突然、後ろから首筋を引っかかれた。

「ぬっ」

　魔護符のおかげでダメージはないが、わずかに怯ひるんだ隙をついて、背中におぶっていた黒竜の娘が私の腕を振りほどき、飛びずさった。

「なんだお前、目を覚ましていたのか」

　彼女は小さな肩をわなわなと震わせ、こちらを睨にらみつけている。

「一体どういうつもりなのかと気を失ったふりをして聞き耳を立てていれば……まさかそんなバカバカしい理由で我をこのような姿に！　我はあの時、敗れれば死する覚悟で貴様に挑んだのだ！」

「地獄で貴様を待っている、だったか？」

「あああああああああああ!!　言うな！　くつじょく！　これは耐えがたき屈辱だ！」

　その傲慢な言葉遣いは相変わらず竜であった頃と変わっていないが、しかし年相応の可愛かわいらしい、舌っ足らずの声によるものなので、迫力も激減だな。

　頭を抱えて唸うなる姿も、欲しいお菓子を買ってもらえず駄だ々だをこねる子どものようにしか見えない。

　実際、これを見たソユリは「あれ？　ちょっとかわいいかも……」などと漏らしている。

　そしてこの呟つぶやきはしっかりと彼女の耳に届いたらしく、黒竜の娘はかああっと顔を赤くした。

「ともかく！　誰が貴様とともに暮らしたりするものか！　我を生かしておいたことすぐにコーカイさせてくれるわ！」

　そんな捨すて台詞ぜりふを残して、黒竜の娘は私たちと反対方向に駆けだす。

　私たちがそんな後ろ姿を見守っていると、彼女は数メートルほどいってから、何もないところで躓つまずき、「ぎゃ」と短い悲鳴をあげて盛大に転んでしまった。

　恥の上塗りとはこのことである。

「おい、大丈夫か」

「な、なんだ……!?　貴様魔術を使ったか!?」

[image: ]

「お前が勝手に転んだだけだ」

　二足歩行で転ぶなど初めての経験なのだろう、彼女は混乱のあまり涙目になっている。

　完全に見た目通りの子どもである。

「こ、転ぶ……!?　馬鹿な！　誇り高き竜族である我が！　信仰の対象となり、神格さえ得たこの我が……痛い！　焼けるように痛い！」

「あーあー、りゅーちゃん膝すりむいちゃってる、絆ばん創そう膏こう持ってるからとりあえず応急処置しないとね」

「誰がりゅーちゃんだ！　子ども扱いするな小娘！」

「はいはい小娘ですよ～」

　ソユリがぎゃあぎゃあと暴れる黒竜の娘を押さえつけて、すりむいた箇所に絆創膏を貼はっていた。

　どうやらソユリはもう彼女の扱いを心得たようだ。さすがの適応力である。

　まぁ、それはともかく。

「黒竜の娘よ、人の身体からだがいかに脆ぜい弱じやくかこれで分かっただろう？　参考までにこれからどうするつもりだったのか聞いてやる」

「ふん！　知れたこと！　なんにせよ我は自由になったのだ！　これから我が故郷へ舞い戻って力を蓄え、再び貴様を殺しに来る！」

「お前の故郷までどうやって戻るのだ？　山を越える翼はもうないぞ」

「な、ならば誰も寄り付かぬ山奥にて息を潜め、野生の獣を食らい……！」

「今のお前が野良猫にさえ負ける程度の力しかないことを忘れるな」

「ぐっ……!?　……も、問題ではない！　屈辱だがしばらくはこの人間社会に息を潜め、いずれ貴様へのフクシューを……」

「住民票は？　本人証明書は？　保証人は？　私ですら苦戦を強いられる手続きの数々を、人間社会に不慣れのお前が果たしてこなせるかどうか……」

「なにもできんなこの身体は!?」

　その通りだ。

　少なくとも膝小僧にそんなにもかわいらしい絆創膏を貼り付けた今のお前が、易やす々やすとこなせるほど人間社会は甘くない。

「ふ、ふん！　ならばこの忌々しき魔術を解いて本来の姿に戻るまでよ！」

「言っただろう、それは呪いの類なのだ。私とて、力任せに解けるような雑な魔術式は組んでいない、お前がこの呪いから解放される術すべは一つ──私の下で一年間受験勉強をし、大学へ入学して、魔術を学んだ上で人化の魔術の否定魔術式を自ら解き明かすことだ」

　黒竜の娘は「バカな！」と声をあげる。

「憎き魔術師──それも母の仇かたきの下で、馬の糞ふんにも劣る魔術を学ぶだと!?」

「こら～、りゅーちゃんそんな汚い言葉使っちゃダメでしょ～」

「ええい！　うるさいわ小娘！」

　黒竜の娘はようやくソユリの拘束から逃れると、その琥こ珀はく色いろの瞳でこちらを睨みつけてくる。

　その目は竜であった頃と変わらず、刺すような敵意に満ちていた。

「そんなにまどろっこしい真似をせずとも、我が元の姿に戻るもう一つの選択肢がある！」

　黒竜の娘はそう言うなり、こちらへ向かって駆けだしてくる。

「──憎き魔術師アーテル・ヴィート・アルバリス！　貴様を叩たたきのめし！　力尽くでも否定魔術式をコーチクさせればよいだけのこと！」

　……全く、話の分からないやつだ。

　私はどたどたとこちらへ向かってくる黒竜の娘を見据えながら、懐に忍ばせておいた三枚の羊皮紙を取り出し、これを地面にばらまく。

　その瞬間、羊皮紙に刻まれた錬金式が起動し、地面より三体のゴーレムが生まれて彼女の前に立ちはだかった。

「っ……!?」

　彼女は泥の壁に阻まれ、急ブレーキをかける。

　さて、ゴーレムといえば私よりも頭一つ分高く、黒竜の娘にしてみればちょうど二倍ほどの身長だ。

　彼女は三体の物言わぬ泥の巨人に見下ろされ、その場に立ち尽くすと、

「……受験勉強、頑張ります……」

　何者かに見下ろされるという初めての経験が、よほど恐怖だったのだろう。

　彼女は竜族の誇りなど早々に捨て去ってしまい、あっさりと降伏を宣言したのであった。
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　ラクスティア魔術大学より徒歩十五分。

　大学前の坂を下り、少し歩いて、また急勾配の坂を上ったところにあるごく普通のアパートメント。

　名を「大魔導ハイツ」という。

　私のような未熟者が「大魔導」の名を冠するアパートに居を構えるなどおこがましいのではないか？

　と、契約段階で一瞬躊ちゆう躇ちよしたが、これから魔道を究める決意の表明として契約に踏み切った次第だ。

　ちなみにソユリはこのアパートの名前を聞いた時、何故なぜか苦笑いをしていた。

　まぁそれはともかくとして、私たちは急な坂道をやっとの思いで踏破し、今ようやく大魔導ハイツにたどり着いたところだ。

「ここがアーテル君のアパートかぁ」

　ソユリは何か思うところがあるのか、我が住居をまじまじと見つめている。

「なんというか、その……」

「なんだこのボロ屋は、竜舎の方がマシだな」

　臆面もなくそんな生意気口を叩くのは、もちろん黒竜の娘ただ一人である。

　ゴーレムに囲まれ、恐怖で腰が抜ける思いまでしたというのに、まだ自分の立場が分かっていないと見える。

　それに、竜舎とは心外だ。

「何を言う、屋根もあるし壁もある、そしてなにより築１２０年！　１２０年もの間、この地に在り続けたのだぞ！　素晴らしい耐久性ではないか！」

「その情報だけだと竜舎となにも変わらんではないか、金をもらっても住まんわ、こんなところ」

「……くしゃみで倒壊しそう」

　ううむ、予想に反して不評だな。

　黒竜の娘はいざ知らず、この趣深さ、この浪ろ漫まんは同じ魔術師であるソユリならば分かってくれると思ったのだが、なんだか今までに見たことのない渋い顔をしている。

　何故だ？　家賃は破格で大学からも近いと、極めて好条件であるのに。

　そういえば唯一不動産屋から「シーズンになると家の前の坂から鉄甲虫が転がり落ちてくるので、撥はね飛ばされないよう注意してください」と念を押されたが、さしたる問題ではないだろう。

　むしろ転がり落ちてくる鉄甲虫が窓から眺められるのであれば、風情があっていいではないか。

　まぁ彼女らの意見もいざ部屋に入ってみれば１８０度変わるはずだ。

　そう思って彼女らを私の部屋へ案内しようと思ったのだが、ここにきてある一つの疑問が浮かんでくる。

「そういえば、ソユリは何故ついてきたのだ？」

「え」

　ソユリに尋ねると、彼女はぴくりと肩を跳ねさせた。

「や、その」

　そして挙動不審である。

　目は泳いでいて、身体の動きも落ち着かない。

　何か言いづらいことでもあるのだろうか？

　そう思っていると、彼女は何か思いついたようにおもむろに黒竜の娘を抱き寄せ、

「だ、だってりゅーちゃんが可愛かわいくて離れたくないんだもん！」

「……我をダシに使うな」

　さながら人形のように抱きすくめられた黒竜の娘が、実に不満げにぼそりと呟つぶやいた。

　しかし、その意味はよく分からない。

　とりあえず仲が良さそうでなによりだ、と思っておく。

「そ、それに今日の授業の復習もしなきゃ！　演劇サークルの件でバタバタしてたしね！」

「おお！」

　これには合点がいった。なるほど復習か！

　さすがソユリだ、いついかなる時も魔道を探究しようというその勤勉さは、私も見倣わねばならない。

「そうかそうか、確かにそれは失念してしまっていた。私もまだまだ未熟だな……では案内しよう！」

「う、うん！　お邪魔します！」

「……我はやめておいた方がいいと思うのだがな」

　黒竜の娘が、再びぼそりと呟いた。

　おそらくソユリに向けられた台詞せりふなのだが、やはりその意味は、私には分からない。
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「ここが私の部屋だ」

　実に趣深い木戸と格闘すること数十秒。

　ようやくドアが開き、私は彼女らを部屋へ招き入れる。

　さあ、これを見れば彼女らの反応も変わることだろう。

　そう思って振り返ると、依然ソユリは渋い顔で、黒竜の娘に至ってはその狭い額にありったけのシワを寄せているではないか。

「なんというか、その……」

「本当に人の住む部屋か？」

「失敬な、このアパートを契約してから今日までの二週間ほど、私の住み続けてきた部屋だ。素晴らしく居心地がいいのだぞ」

「……夜逃げ後？」

「生活感をどこに隠した」

　生活感？　またおかしなことを言う。

　そんなものそこかしこに転がっているではないか。

　ベッドもトイレもあるし照明もある。

　更に新生活には緑が必須、との言説をどこかで耳にし、窓際に薬草の鉢植えを置いておいた。生活感が部屋中から匂い立つようだ。

「片付いているというか……虚無というか……」

「貴様の住すみ処かだというから、てっきり天井まで魔術書の類に埋め尽くされているのではないかと警戒していたが……見事に何もないな」

「旧来の古臭い魔術書の類は全て実家に置いてきた。私は学生として心機一転、今までの価値観を捨て去って新しい魔術を学ぶのだ」

「それはまた殊勝なことだ……」

　黒竜の娘は深い溜ため息いきを吐つくと、私の許可も得ずに部屋へ上がる。

　そして真っ先にベッドに目をつけ、これに歩み寄った。

「今日から我はここに住むことになるのであろう？　ならばこの寝床は我のモノだ、貴様はせいぜいそこの冷たくてかたーい床で震えながら眠るといい、カカカ」

「おい待て」

「ふん、貴様の指図など受けんぞ。臥が薪しん嘗しよう胆たんという言葉があるが、我は柔らかい枕で眠り、美味うまい肉を食らい、着々と英気を養って貴様の寝首を搔かくのだ」

　そう言って、彼女は得意げにベッドへダイブした。

　その瞬間である。

　彼女の接近を感知し、ベッドに仕込んでおいた設置型魔法陣が起動。

「へ？」

　と間抜けな声をあげる彼女に、電撃が走った。

「びびびびびびび!?」

　出力を抑えた電流が、彼女の全身に迸ほとばしる。

　そして黒竜の娘は釣り上げたばかりの魚のごとく元気に跳ねまわると、曰いわく冷たくてかたーい床とやらに横たわって、静かになった。

「だから止めただろう、用心のため、私の部屋にはいたるところに侵入者迎撃用の魔法陣が組み込まれているのだ、今解除しよう」

「こんな空箱のような部屋に誰が侵入するものか……忌々しき魔術師めが……」

　黒竜の娘は最後にそんな台詞を吐き捨てると、そのまま動かなくなってしまった。

　まったく、忙せわしないやつだな。

「よし、魔法陣は解除した、ソユリ、何もないところだが是非ゆっくりとくつろいでいってくれ」

「う、うん……」

　勝手にトラップに引っかかった黒竜の娘はともかくとして、私は丁重にソユリを招き入れる。

　なんせ大学に入ってから初めてできた友人を、初めて自らの家に招き入れるのだ。

　失礼があっては今後輝かしいキャンパス・ライフを送っていく上で差し支える。

　ソユリもソユリでやはりその点について考えがあるのか、きょろきょろと辺りを見回したり、気付かれないようにすんすんと鼻を鳴らしたりと、いかにも緊張している様子だ。

「あ、あの、入学初日で家まで上がり込んでおいて信じられないかもしれないけど……」

「なんだ？」

「その、私、男の人の家に上がるの……初めてなんだよね……」

「そうなのか」

　特に思うところもないのでさらりと相あい槌づちを打ったら、きっ、と睨みつけられた。

　例によって、頰ほおをぷくうと膨らませた状態で。

「そういうところあるよね！　アーテル君って！」

「な、なんの話だ……」

「別にいいもん！」

　それきりソユリはふい、とそっぽを向いてしまう。

　……私はまたソユリを怒らせたのか？

　一体何が怒りのトリガーになっているのか全く分からない！　魔術式の方がよっぽど単純であるのに……！

　頭を抱えて呻うめいていると、ソユリが入り口近くにある台所に目を付け、こんなことを尋ねてくる。

「そういえばアーテル君って料理とかするの？」

　私はようやく我に返って、この質問に答える。

「い、いや、料理はしない、というよりできない」

「えっ、アーテル君にもできないことってあるんだ」

「？　私などできない事の方が多いが……」

　はは、とソユリが乾いた笑いをもらした。

「じゃあ普段何食べてるの？」

「そこに入っているものだ」

　そこ、と言って、私は部屋の隅に陣取る木箱を指した。

　ソユリはゆっくりとこれに近寄ると、この木箱の中を覗のぞき込む。

　そして本日三度目となる〝渋い顔〟を披露した。

「なにこの茶色い塊……」

「シスぺだ。カハフプという植物の実をすり潰し、水と混ぜ、捏こねたものだな。少し硬めに焼き上げてあるから保存も効く、腹持ちもいいぞ」

「……これを一日にどのくらい食べるの？」

「一日三食、一つずつだな」

「ええと、他には」

「シスペだけだが」

「死んじゃうよ!?」

　ソユリが突然に声を張り上げたものだから、私はびくりと肩を震わせてしまう。

「し、死ぬとは大げさな……心配はいらない、私は少食なのだ」

「少食以前の問題でしょこれ!?　栄養！　栄養の話をしてるの！　もっとこう野菜とかお肉とか……！」

「──肉!?」

　肉、という単語に反応して黒竜の娘が復活した。

　しかしこちらはそれどころではない！

　食べ物の話になった途端のソユリの豹ひよう変へんぶりといったらどうだ!?

　小動物がたちまち肉食獣に変貌してしまったかのようである！

「ああ、もう！　浮世離れしてる人だとは思ってたけど、こんなにだとは思わなかったよ！　なにか食材ないの!?」

「生あい憎にく食えるものはシスぺしか……」

「だったら包丁は!?　まな板は!?　フライパンは!?」

「うっ……！」

　なんだなんだ、この怒ど涛とうの追及は!?

　私はなにか間違ったことをしてしまったのか!?

　ぐるぐると思考が巡り、頭がパンクしそうになってしまう。

　後ろの方で黒竜の娘が「我は肉を所望するぞ！　忌々しき魔術師どもめ、さっさと我に肉をケンジョーせよ！」などと意味不明なことをのたまっており、それがかえって私を混乱させてしまう。

　なにか、なにかこの状況を打破するものは……。

　そう思っておもむろに懐へ手を突っ込むと、指先に何かが触れた。

　藁わらをも摑つかむ思いで引っ張り出してみると、それはくしゃくしゃになった一枚のビラである。

　そこにはでかでかと「天文サークル〝星見の森〟へようこそ！」の文字が。

　私はこれを見るなり、一瞬固まってしまう。

　そしてややあってから思い出した。

　そうだ！　これは入学式が終わってすぐ、ラクスティアの魔女を名乗る少女ニーア・アリアケオスより手渡されたもの！

　そして彼女はこうも言っていた！

　──今日の夜、大学近くの〝どわあふ亭〟！　絶対きてね[image: ][image: ]！

「忘れていた！」

　私は弾はじかれたように部屋を飛び出す。

「……ちょ、ちょっと！　アーテル君!?」

　ソユリも慌ててこれについてくる。

　黒竜の娘だけがその場に立ち尽くし、きょとんとした表情で「肉……」と呟つぶやいている。

「黒竜の娘よ！　留守を頼む！　私は急用が入ってしまった！」

　私はそれだけ言い残すと、ドアを閉め、しっかりと鍵をかけたのを確認してから一目散に走り出す。ソユリもこれについてくる形だ。

　目指すは〝どわあふ亭〟！

「また走るのぉ……!?」

　ソユリは早くも息を切らせながらぼやいた。
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　結論だけ言えば、我が住居、大魔導ハイツから〝どわあふ亭〟までの距離は、さほど離れていなかった。

　しかし私は大学周辺の地理に詳しくない。これはソユリも同様だ。

　そのせいもあって〝大学近く〟という情報のみを頼りに走り回った結果、迷宮さながら入り組んだ路地へ迷い込んでしまったり、散々迷った挙句大学へ戻ってしまったり。

　そういった様々なハプニングの末、結局私とソユリが〝どわあふ亭〟にたどり着いたのは完全に日が沈んだあとのことであった。

「ここがどわあふ亭か……！」

　一度見つけてしまえば、今までの迷走がバカバカしくなるほど単純明快な場所に、それはあった。

　大学前の坂を下って、二つ目の大通り。

　この通りにずらりと並んだ建造物の合間に、一際異彩を放つ建造物が鎮座ましましている。それこそが〝どわあふ亭〟であった。

　大魔導ハイツには及ばないものの、いかにも年季を感じさせる店構えだ。

　それに真っ赤な看板に、決して上手うまいとは言い難がたい文字ででかでかと記された〝どわあふ亭〟の堂々たる様や、店主の豪胆さがひしひしと伝わってくるようではないか！

「明確な時間の指定はなかったが、日が落ちてから相当の時間が経たっている……これは遅刻だ！　明らかなる失態だ！」

「確かに、はぁ……私も誘われたけど……別にわざわざここまでしてこなくてもよかったと思うんだけどなぁ……！」

　たっぷり大学近辺を走り回ったせいだろう。例によってソユリは肩で息をしながら言った。

　あれほど勤勉なソユリがそんなことを口にするなど、にわかには信じがたい。

「何故なぜだ？　誘われたからには出向かなければならないだろう」

「だ、だって、サークルの勧誘でしょ……？　あの人たち何百人っていう新入生に声をかけてるんだよ……？」

「そうなのか？」

　なるほど、それは確かに考え物だ。

　このどわあふ亭の外観から察するに、一度に収容できる人数はせいぜい三十人ほど。

　おそらく今この店内には、天文サークル〝星見の森〟に対して極めて関心の高い学生のみが厳選されているのだろう。

　そんな中へソユリはともかく私のような未熟者が足を踏み入れるとなれば、躊ちゆう躇ちよの一つもするはずだ。

　だが、

「問題ではない、他ならぬ先輩の頼みとあらば、たとえ門前払いにされることが分かっていようとも、約束を果たす覚悟だ」

「やめた方がいいと思うんだけどなぁ……」

　忠告痛み入る。

　しかし、私は行かねばならぬ！

　入学初日に先輩との約束を違たがえるようでは、輝かしきキャンパス・ライフなど送れるはずもないのだ！

　私は威勢よく〝どわあふ亭〟のドアを開け放つ。

　ドアの向こうには、大学とはまた違った私の知らない世界が広がっていた。

　まず初めに肉の焼ける臭い、煙草たばこの臭い、そして大勢の人間が密集することで発散される体臭。これらの入り混じった臭気が私の鼻を直撃した。

　続いて喧けん騒そう、馬鹿笑いをする客や、何事かを熱く語る客の声、更には厨ちゆう房ぼうから聞こえてくる怒号にも近い声。

　これだけでつい腰の引けてしまった私であったが、更に店内にひしめく人間の無秩序な挙動が、膨大な視覚情報となって私を打ちのめした。

　彼らはずらりと並んだテーブルの一つ一つに陣取り、一様に酒を片手にして、顔を突き合わせている。その数はゆうに三十を超えていた。

　これらの要素が、長年の孤独生活によってすっかりしぼんでしまっていた私のキャパシティを大きく上回り、ついくらりとしてしまう。

　ソユリもまた同様に、この膨大な情報量に怖おじ気けづいてしまったようで、小動物さながらせわしなく辺りを見回している。

　そこに追い打ちをかけたのは、一人の男性だった。

「──おういらっしゃい！　待ち合わせかい!?」

　私は初め、自らが怒鳴られたのかと思ったのだ。

　しかし違う。それがこの情報に溢あふれた空間において最も合理的な発声方法だと気付くには、少々の時間を要した。

　ちなみに声をかけてきたのはおそらくこの店を取り仕切っているのであろう、壮年の男性であった。

　比較的小柄ながらも筋肉質で、いかにも威厳に満ち溢れたその立ち振る舞いは、なるほどかつてお伽とぎ噺ばなしに語られた〝ドワーフ〟のイメージとぴたり一致する。

　私は彼に倣い、声を張って応えた。

「すまない！　天文サークル〝星見の森〟とはいずこか！」

「おお！　兄ちゃん威勢がいいねえ！　星見の森さんだったらあっちのテーブルだよ！」

　店主の指した方向を見やれば、十数人の学生たちが一つの大テーブルを囲み、談笑しているところがうかがえた。

　なるほど、あれが星見の森の面々か！

「感謝する！　注文はあとで頼む！　行こうソユリ！」

「う、うん……」

「おう！　楽しんでいってな！」

　なんと豪快な店主であろう！

　しかし今は星見の森だ！

　私とソユリは並みいる人の群れをかわしながら、やっとの思いで星見の森が陣取るテーブルへとたどり着いた。

「すまない！　遅くなってしまった！」

　星見の森の面々が、一斉にこちらを見やった。

「ええと、キミたちは……？」

　恐らくリーダー格であろう眉目秀麗の青年がこちらに尋ねかけてきた。

　私がこれに応える。

「今日の入学式後、ニーア・アリアケオスという先輩にここへ来るよう誘われて、先ほど到着した次第だ！」

「ニーア？　あの幽霊部員に？　今日も来てないけど……」

「うん？」

　言われてみれば、確かにあのラクスティア魔術大学の魔女を名乗る先輩の姿がない。

　どういうことだろうか……。

　青年は疑わしげに私のことを見つめていたが、しかし私の背後で縮こまるソユリの姿を見つけると、途端に目の色が変わった。

　端的に言えば、その整った目鼻立ちを駆使して、きわめて友好的な雰囲気を発散し始めたのだ。

　なるほど、一つのサークルを統括する人間ともなれば一目見ただけでソユリの溢れ出る優秀さが分かるらしい！

「まぁいいや！　来てくれたからには歓迎するさ！　ようこそ天文サークル〝星見の森〟新歓コンパへ！　オレは部長のクロウス・ケイクライト！　よろしくな！」

「アーテル・ヴィート・アルバリスだ」

「そ、ソユリ・クレイアットです……」

　よろしく！　とクロウスがソユリに対して握手を求めた。

　しかしソユリはその引っ込み思案のせいで、これを躊躇してしまう。

　クロウスはこれを見て取ると、少し表情を歪ゆがめたような気がしたが、やがてその手を引っ込めて、

「じゃあ男子はあっち！　女子はこっちね！」

　そう言って私を、おそらく新入生男子の固まったテーブルの隅へ。

　そしてソユリはテーブルの中央、女子の集中した場所──すなわちクロウス部長の近くの席へと案内した。

　なるほど、男子と女子を分けることで円滑に会話を進めようというはからいか！

　サークルの長ともなれば、後輩に対する気遣いも一流なのだな！

「ではソユリ、後でまた会おう、お互いこの時間が有意義なものとなるよう努めようではないか」

「で、でも、あのアーテル君……」

「──さあさあ早く席に着こうじゃないか！　改めて乾杯をしよう！」

　クロウス部長にせかされ、私とソユリは各々指定された席に着く。

　周りには新入生と思おぼしき男子学生たち。私は彼らに敬意を払い、改めて自己紹介をする。

「総合魔術科一年、アーテルだ。よろしく頼む」

「あ……うん……」

「よろしく……」

　うむ？　思ったより反応が芳かんばしくないな？

　というより向こうの女子学生、ひいてはクロウス部長の表情が明るいのに対して、こちらは全体的に雰囲気が沈んでいるように見える。

　これを疑問に思っていると、店員の一人が私の下へ注文を取りに来る。

「ええと、一応確認なんですが、二十歳以上ですよね？」

　３００歳である、とはあえては言わない。

「無論だ」

「はい、では注文を……」

「とりあえずカルトルを頼みたいんだが、あるか？」

「ええ、もちろんございますよ」

　カルトル、とはカハフプの実を発酵させることで作られる炭酸入りの酒である。

　昔はよく飲んだものだが、最近ではとある理由からめっきり飲まなくなってしまった。

　しかし郷に入っては郷に従え、の精神である。

「えと……私は、このスズレ？　を、一つ」

　一方でソユリは私の知らない飲み物を頼んでいた。

　これを受けて、店員はにこやかに微笑ほほえんで店の奥へと引っ込み──驚くほどの早さで戻ってきた。

「はい、こちらカルトルとスズレです！」

　私とソユリの下へ、注文した飲み物が届けられる。

　クロウス部長はこれを確認すると、高く杯を掲げて。

「では、改めて今年の輝かしい新入生たちを歓迎して──乾杯！」

　乾杯！

　私も声高らかに言って、杯を交わす。

　しかしこのようなめでたい席にもかかわらず、私を囲む新入生男子諸君の表情は依然浮かなかった。





○






　新入生歓迎コンパ、略して新歓コンパ。

　大学においてこのような風習が存在するというのは、風の噂うわさには聞いていた。

　なんでも在学生の先輩が新入生を歓迎するべく開催する、いわゆる懇親会のような行事なのだと。

　具体的に何をする場なのかは私の不勉強のせいでついぞ分からなかったのだが──なるほど、これが噂の新歓コンパか！

　ある共通の目的を持った者たちが身分の上下に関わらず一つのテーブルを囲み、酒を酌み交わす。

　魔術を究めるために、まずは友好関係の構築から。

　良い！　我らが行く先を聖母のごとき慈愛をもって照らし上げる輝かしいキャンパス・ライフが目に映るようではないか！

　私は偉大なる先輩方に倣い、カルトルを一息に飲み干した。

　酒も美味うまい！　上質なカハフプを使っている！

　──しかし、一つ気がかりがある。

　クロウス部長がこのように素晴らしき会合を開いてくれたにもかかわらず、新入生男子諸君の表情が暗いことだ。

　酒も進んでいないようだし、ずらりと並んだ料理の数々にも、ほとんど手をつけていない。まるで魂でも抜き取られてしまったかのようである。

　緊張しているのだろうか？

　まぁ、なんにせよ友好的な関係を構築しないことには始まらない。

　要するにコミュニケーションである。

「すまない、君たちの名前を聞いていなかった、教えてもらってもいいか？」

　彼らは、ゆっくりと面を上げる。

　第一印象としては、溢れ出る陰気が質量を持っているかのごとくであった。

　初めに、中性的な顔立ちの彼が応える。

「……オルゴ・ノクテルだよ、よろしく」

「サヌハ・フロイグ……」

　続いて瘦せぎすの彼が呟つぶやくように応え、

「……カイリ・ルーキンスでござる」

　最後に、素晴らしく背丈の高い彼が応えた。

　なるほど魔術師らしく陰鬱な雰囲気の三人組で、実に好感が持てる。

　しかし新入生男子は私を入れて四人、向こうで楽しそうにしている新入生女子は十人前後と、かなり男女比に偏りがあるようだな。

　そんなことを考えていると、ふいに中性的な顔立ちの彼──すなわちオルゴ・ノクテルが、声を潜めて言った。

「キミは……僕らと違ってそれなりに顔かたちも良いようだし、肝も据わってるみたいだけど……でも、どうせサークル勧誘であの部長にハメられたクチだろう？」

「ん？　顔かたち？　いきなり何の話だ？」

　はっ、とオルゴは鼻で笑う。

「とぼけないでよ……どうせ〝ウチに来れば可愛かわいい女の子と仲良くなれるよ〟とか、そういう餌で釣られたくせに……じゃなきゃこんなとこ来るはずがないよ……くそう……」

「……すまない、君が何を言っているのか本当に分からないんだ」

「ふふ……すぐに分かるよ、すぐに……」

　ふふふふふ、と意味深な笑いを漏らすオルゴ。

　その笑いには自嘲的なニュアンスが含まれているようにも思えた。

　どういうことだ？

　彼の言葉の意味するところが分からず首を傾かしげていると──おもむろにクロウス部長が席を立って、皆の注目を集めた。

「やあやあ、今日は皆わざわざ星見の森の新歓に来てくれてありがとうな！　後から来た二人のこともあるし、ここでオレが一つ、一発芸を披露しようじゃないか！」

　新入生の女子諸君から黄色い声があがる。

　反対に男子諸君は目に見えて表情がこわばった。

　ちなみに向こうの席に座ったソユリはというと、周りの雰囲気に圧倒されているためか、若干表情が硬い。

「マスター！　いつものやるからアレ頼むよ！」

「おう、クロウス君も好きだねえ！　はいよ！」

　クロウス部長がカウンターに向かって声を張り上げると、例のドワーフじみた店主がトレイに乗せて何かを運んできた。

　色鮮やかな液体に満ちた数本のボトルとカクテル・グラスが一つ、更に輪切りになったなんらかの果実が数欠片かけら、最後に金属でできた蓋つきの容器である。

「いつもありがとさん！　じゃあ皆見ててな！」

　彼はこれを受け取ってテーブルに並べると、再び皆の注目を集めた。

　もちろん私も彼の一挙一動に注目する。

　注目の中、クロウス部長は数本のボトルを開封すると、絶妙な配分をもって金属の器へこれを注ぎ込んでゆく。

　そしてひととおり注ぎ終わると、彼は容器に蓋をして、これを巧みな手さばきで上下に振り始めたではないか。

　主に女子諸君からおおっ、と歓声があがる。当然私もその一人だ。

　クロウス部長はこれを受けて得意満面に容器を振り続け、そして頃合いを見て蓋を取り外し、中で調合された液体をグラスに注いだ。

　どこまでも透き通った、翡ひ翠すい色の液体である。

「すごーい!!　お洒落しやれ!!」

「カクテル作れるんですか先輩!?」

「まあまあ待ってな、これだけじゃないさ」

　女子学生の拍手と歓声を受けながら、クロウス部長は口唱法にて魔術を詠唱する。

　するとどうだろう、魔術の働きによってグラス中に球状の氷が出現したではないか。

　しかも、よく見ると氷が淡く発光している。光が翡翠色のカクテルを通すので、これがなんとも見栄えが良い！

「きゃ[image: ][image: ][image: ][image: ]っ!?」

　黄色い歓声ここに極まれり。

　クロウス部長の仕事に、女子はほとんど半狂乱の状態であった。

　私もつい興奮してしまい「素晴らしい！」と一言、惜しみない拍手を送る。

「最後にこれで仕上げさ」

　そう言って、彼は氷の上に輪切りの果実をちょんと乗せる。

　そしてこの素晴らしき芸術作品を、どこか引きつった笑いを浮かべるソユリの前へと差し出した。

「え……？」

「歓迎の証あかしだよ、記念にどうぞ、ソユリちゃん？」

「い、いえそんな……！　私にはもったいないですって！」

「気にしない気にしない、先輩の奢おごりだから」

「ソユリちゃん、せっかくだからもらっちゃいなよ～」

「いいな～」

　ソユリは初め両手をぶんぶん振って遠慮するような素振りを見せていたが、クロウス部長の強い勧めと、周りの女子の声に押されて、

「……じゃあ、いただきます」

　実に遠慮がちにグラスを取り、この翡翠色の液体をちびりと口に含んだ。

「お、美味おいしいです」

「ウチにもシェイカーがあるんだ、是非とも家まで遊びにきてくれれば、いくらでも作ってあげられるよ」

「は、はあ……」

　再びクロウス部長に向けて女子諸君からの割れんばかりの拍手が送られる。

　次は私に作ってください！　という声も上がり始め、いよいよ大変な騒ぎだ。

　しかしクロウス部長はこれを制し、

「まあ待ってよ、オレばっかり目立っちゃ悪いだろ？　──オルゴ君、キミも何かやってみなよ」

　向かいの席に座るオルゴの肩が、びくりと跳ねた。

　ついでに言うと、目が泳いでいる。

「い、いえ、ボクはちょっと……そういうのは……」

「おいおい、先輩にだけやらせておいて、自分がやらないっていうのはないだろう？」

　……自分で勝手にやったんだろ。とは、隣に座るサヌハの言だ。

「でも、あの、ボク、本当に……」

「いやいや、アレをやればいいじゃないか、ほらアレ、新歓が始まる前にボクに見せてくれたアレだよ、すっごく面白いんだよ、彼の一発芸」

　ええ、本当に面白いのぉ？　と女子連中から嘲笑混じりの声があがる。

　すると見る見るうちにオルゴの顔色が悪くなってきた。

　真っ青を通り越して、真っ白だ。

　やがてオルゴはグラスを片手にゆっくりと席を立ち、そして口唱法にて詠唱を開始した。

　グラスを持つ手が震えている。

　そして詠唱が終わるなり、彼は一気にグラスをひっくり返す。

　すると、グラスより溢あふれ出た液体が球形に固定された状態で空中に留とどまったではないか。

　ふむ、これもまた大した一発芸だ。

　そう思って拍手を送ろうと思ったのだが、直前になって場を包む雰囲気が妙であることに気付いた。

　簡単に言えば、しらけ切っているのだ。

　ややあって、クロウス部長ははっと鼻で笑い、

「──からの？」

　そう、オルゴに問いかけた。

　オルゴはいよいよ泣きそうな顔になりながらも震える声で詠唱し、そして──空中に浮かんだ液体を操って、その全てを自らの口の中へ突っ込んでしまったではないか。

「がぼぼごぼがぼぼぼごっ[image: ]」

「きゃあ!!」

「ヤダ！　汚い！」

　女子諸君から先ほどの黄色い声とはまた違った、甲高い悲鳴が上がる。

　オルゴは目に涙を溜ためながらこれを飲み下し、崩れ落ちるように着席する。

　クロウス部長は、この様をみて一人愉快そうに笑っていた。

「ははははは、いいねいいね、やっぱり面白い、女子諸君には少し刺激が強かったかもしれないけど」

「もう、クロウス先輩やめてくださいよ！」

「可哀かわい想そうじゃないですかぁ～」

　彼を囲む女子諸君は、そう言いつつもどこか楽しんでいるように見える。

　唯一ソユリだけが苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情なのだが、彼がこれに気付いた気配はない。

　そしてクロウス部長はひとしきり笑うと、今度は私の姿を見つけ、にやりと口角を吊つり上げた。

「じゃあ、次は遅刻した罰でそこのキミ、アーテル君？　だっけ、の番だね」

　この言葉を皮切りに女子たちの視線が、それに加えて心配するようなソユリの視線が私の下へと集まった。

　オルゴ、サヌハ、カイリの三人は更に深く俯うつむく。

「一発芸か……」

　思い返してみれば、他者を楽しませることを目的とした魔術なぞ、３００年生きてきて一度も考えたことがなかった。

　だが、まぁ、新入生代表としてオルゴが先駆けを務めてくれたのだ。

　それに他ならぬ先輩の頼みとあらば私もやぶさかでない。

「生あい憎にく手持ちのものがないので即興になるが、それでもいいだろうか？」

「いいよいいよ全然、面白ければね」

　クロウス部長はむしろ楽しげな風だ。

　私のような未熟者にこのように重要な役目を与えるとは、懐の深い先輩である。

「では、僭せん越えつながら──店主！　アシヘミとギギの蜜、それとモヨルの乳はあるか！」

「アシヘミとギギの蜜とモヨルの乳ぃ？　一応あるが……そのままでいいのかい!?」

「ああ！　そのままで頼む！　あとは角砂糖を一つとスプーン一つ、それとシェイカーとやらをくれ！　グラスはいらない！」

　この注文に、クロウス部長が訝いぶかしげに眉をひそめた。

　いや、彼だけではない、新入生の男子三人組も顔をあげて、驚いたように目を丸くしている。

　そんなに期待されても大したことなどできないのだがな……。

　そして店主は、例によって驚異的な早さで注文の品を用意し、私の前に並べた。

　私はシェイカーとやらの蓋を外して、アシヘミ、ギギの蜜、モヨルの乳を注ぎ始める。

　これを見て、クロウス部長が肩をすくめた。

「おいおい、オレの真似まねか？　いくらネタがないからってそりゃきついぜ、素人が即興でできるわけ……」

「いや、素人ではない」

「へ？」

　クロウス部長が間抜けな声をあげる。

　一応言っておくが、私は以前ソユリにも伝えた通り、料理に関してはずぶの素人である。しかしこの分野に関しては別だ。

　──要は、調合なのだろう？

　昔、魔術を学ぶ過程で薬草学にも手を出したため、うろ覚えだが知識はある。

　そもそもアシヘミというのは、今でこそこんなこじゃれたボトルに入っているようだが、元はカォヌを始めとした数種類の薬草・香草から作られた薬用酒である。

　それにギギの蜜には多分の栄養が含まれており、疲労回復、精力増強などなど素晴らしい効能の塊だ。

　最後にモヨルの乳だが、これもまた栄養価が高く、なによりクセの強いアシヘミとギギの蜜を調和させるという大きな役割を持つ。

　この三種類を一滴単位で調整しながら、シェイカーに注ぎ込んで蓋をする。

　そして部長に倣い、これを数十回ほど上下に振って調合は完了だ。

「ふ、ふうん、なかなかサマになってるみたいだけど、グラスもなしにどうするんだい？」

「問題ない」

　私は頭の中で魔術式を組み、エンドマーク。無詠唱の魔術により、テーブル上に氷でできたグラスを出現させる。

　おおっ!?　と歓声があがった。

　今度のは女子だけでなく、ソユリや男子諸君も加わったもの、である。

　ただ一人、クロウス先輩のみが顔を引きつらせていた。

　私は氷のグラスに、シェイカーとやらで調合した液体を注ぎ込む。白濁したルビー色の液体が氷のグラスに満ちた。

　さすがに見栄えの面ではクロウス部長に劣ってしまうが、最後の仕上げだ。

　私はスプーンの上に角砂糖を乗せると、これをアシヘミに浸し、氷のグラスの上に置く。そして無詠唱式魔術で角砂糖に着火した。

　火種が角砂糖に染み込んだアルコールに反応して、青い炎を上げる。

　これはかつてグランテシアの一部地域で流行はやった飲み方なのだが、どうやら今では珍しいものらしい。

　このテーブルだけでなく、店主を始めとした従業員、ひいては店内全ての客の注目を集める結果となってしまっている。

　皆が見守る中、角砂糖が原形を失って飴あめ色いろになると、私は焼けた角砂糖をスプーンごとグラスの中へ落として、軽くかき混ぜた。

　これで特製オリジナル・カクテルの完成だ。

「クロウス部長の素晴らしいカクテルと、夕焼けに染まるラクスティア魔術大学からインスピレーションを受けて作ってみたのだ、さあ飲んでくれ」

　私はこれをソユリに差し出す。

　ソユリはしばらくきらきらした目で氷のグラスに満ちる白濁したルビー色の液体を見つめていたが、やがて口に含み。

「……美味おいしい！」

　まるで花の蕾つぼみが開くかのごとく、ソユリはぱあっと表情を明るくさせて言った。

　その瞬間、店内からおおおっ！　と歓声があがる。

「すげえな兄ちゃん!?　もう店開いちまえよ！」

「マスター！　あれメニューに加えてよ！　私も飲みたくなっちゃった！」

「無理無理！　あんなこじゃれたもんウチじゃ出せねえよ！」

　大変身に余る光栄なのだが、拍手を送ってくれる者までいる。今日はやたら人に注目される日だ。

「グラスの氷は内側からゆっくりと溶け始めている、時間が経たてばまた味わいが変わるはずだ……あと、美容に効果がある」

「──マジ!?」

　私が最後に付け足した一言で、女子諸君が一斉にソユリへ群がった。

　一発芸とは、こんなもので良かったのだろうか？
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　そう思ってクロウス部長へ視線を送ると、彼は一言で表すことのできないような複雑怪奇な顔をしていた。

　どうやらお気に召さなかったらしい。私もまだまだ未熟だ。

　反省の意を込めて手元のグラスにアシヘミを注ぎ、ストレートで飲み干す。

　ふむ、この味は何百年経っても変わらないな。
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「──頼む！　ボクたちを助けてくれ！」

　会合はまだ始まったばかりだが、次の機会までにもっとちゃんと人に見せられるレベルの一発芸を用意しておこう。

　そう心に誓い、お手洗いへ行くために席を立つとオルゴ、サヌハ、カイリの三人組が示し合わせたように席を立って、私の後についてきた。

　彼らもお手洗いだろうか？　しかし三人揃って？

　なんとなく腑ふに落ちないままお手洗いの前までやってくると、突然後ろの三人組にトイレへ押し込まれ、鍵をかけられた。

　一体何事か!?

　突然の出来事に困惑し、咄とつ嗟さに彼らの方へ振り返ってみれば、オルゴを始めとした三人が深々と頭を下げており、飛び出してきたのが例の台詞せりふである。

「……助けてくれ、とはどういうことだ？」

　私が尋ねかけると、オルゴは勢いよく顔を上げて答えた。

「ボクたちは星見の森の部長、クロウス・ケイクライト──あのクソ野郎に騙だまされたんだ！」

「クソ野郎？」

　私は眉間にシワを寄せる。

　あんなにも人望の厚い人間をクソ野郎呼ばわりとは……にわかには信じがたい。

　とりあえず、話を聞こう。

「──ボクたちは入学式が終わってすぐ、アイツに声をかけられたんだ。天文サークル星見の森の新歓に参加してみないか？　とね……」

「さ、最初は断ったんだぞ……俺たち天文なんて微み塵じんも興味なかったし……でも、クロウスのクソ野郎が、その……」

「〝このサークルに入れば、星を見るのが好きなぱやぱや～っとした感じの女の子とゆる～く仲良くなれるよ〟とおっしゃって……我々まんまとこの甘言に乗せられた次第であります」

　オルゴ、サヌハ、カイリの三人が順番に言葉を引き継ぐ。

　私は彼らの今にも消え入りそうな言葉に、注意深く耳を傾けた。

「そ、そりゃあボクたちだって少なからず桃色のキャンパス・ライフを夢に見ていたんだ！　仕方ないだろう!?　でも……チクショウ！　これはアイツの罠わなだったんだ！」

「クロウスのクソ野郎……！　アイツは何も知らない新入生女子を食うために、俺たちをダシにするつもりで新歓に呼んだんだ……！」

「さっきのオルゴ殿への無茶振りなんて序の口、貴公がここへ到着するまでの間に我々はひとしきり辱められ、気付けば女子諸君はクロウス殿に釘くぎ付づけでござる……」

「他の男を下げることで自分を上げる！　なんて野蛮で卑劣な手段だと、そう思わないかい!?」

「何も知らない新入生相手に先輩の特権をフル活用しやがって……とんだ下げ衆す野郎だ！」

「ああ、最悪のキャンパス・ライフの幕開けでござる……」

「──と、そんな絶望的な状況下に現れたのがキミだ！」

　ここで、オルゴが私の事を指さした。

「キミはあのいけ好かないクソ野郎に一矢報いた！　あの時のアイツの顔と言ったら、もう……とにかく傑作だった！　だからこそ頼みたいんだ！」

「……何をだ」

「どうか！　どうか今一度！　あのクソ野郎が今後の学生生活で一切女の子が寄り付かなくなるぐらい辱めてほしいんだ！　そしたらボクらも報われる！」

　お願いします！

　三人は声を揃そろえて言った。

　……なるほど、事情は大体分かった。

　ならば私にできることは一つ。

「顔を上げろ、オルゴ・ノクテル」

「アーテル君！　キミはやっぱり……！」

「──そして歯を食いしばれ」

「えっ……ぶごぉあっ!?」

　オルゴが豚のような悲鳴をあげて吹っ飛び、そして全身を強く壁に打ち付けた。

　私にできること、それは言わずもがな。

　全力の拳をもって、彼らの気合を入れ直してやることだ。

「オルゴ殿!?　貴君いったいなんのつもりでおぶぅっ!?」

「お、おいお前いきなげぶぅっ！」

　勿もち論ろん、すかさず隣の二人、カイリとサヌハも拳で打ち据えてやった。

　二人ともオルゴに同じく吹っ飛んで、全身を壁に強く打ち付け、そのまま床に横たわる。

　この時、二人はオルゴに覆いかぶさるかたちとなり、下敷きになったオルゴは「ぐえっ」と悲鳴をあげ、目を白黒させた。

「なっ、なんで殴るんだよ!?　ボクらの話聞いてただろ!?」

　オルゴは床に這はいつくばりながら声を荒らげて抗議してくる。

　まさか自分たちが殴られた理由も分からぬとは……。

　私はいよいよ彼らが情けなくなってしまい、大きな溜ため息いきをひとつ吐き出した。

「ああ、聞いていたとも、一言一句逃さずに。その結果として私の拳が飛んだのだ。ああまったく、まったくもって嘆かわしい」

「どうしてボクらが嘆かれてるのさ!?　あのクソ野郎の下劣な品性に対してならともかく……！」

「──今すぐその口を閉じ起立せよこの軟弱者どもが！」

「ヒッ!?」

　私が怒鳴りつけると、彼らは短い悲鳴をあげて即座に立ち上がり、気を付けの姿勢をとった。

　齢よわい３００を超えるこの私が、自らの十分の一の年月も生きていないような若人たちを怒鳴りつけるなど普段ならば絶対にしないことなのだが、これにはさすがの私も我慢ならなかった。

　年とし甲が斐いもなく、煮えたぎった溶岩のような感情がふつふつと胸の内に湧き出してくる。

「オルゴ・ノクテル、お前は何故なぜこのラクスティア魔術大学へ入学した」

「え、いや、なんでこのタイミングでそんな質問……」

「答えろ！」

「──ラクスティア魔術大学を卒業すれば将来就職で有利になるからです!!」

「サヌハ・フロイグ！」

「とりあえず大学は出ておきたかったからです！」

「カイリ・ルーキンス！」

「た、単純に大学生になりたかったのでござる！」

　なんだ三人ともしっかり声は出るじゃないか。

　そして彼ら三人が述べた大学入学の動機、特に問題はない。

　魔術に関する職で目指すところがあるのならば良い。

　とりあえず、という言い方に若干の違和感を覚えるが、それでも魔術を学ぶことに義務感を感じているのは素晴らしい。

　単純に大学生になりたかっただけ？　──大いに結構。

　魔道の極致を共に目指す同志を見つけ、お互いに研けん鑽さんしながら輝かしきキャンパス・ライフを送る。

　決して私がそうであったからと言うわけではないが、向上心が高くなによりだ。

　だが、だが……。

「お前らはまだ魔道の極致へ至るその道の、門前にすら立てていない！」

「魔道……？」

　オルゴは、まるでそれが初めて聞く言葉であるかのように繰り返した。

　そんな腑抜けた様子にまた憤りを感じ、私は声を張り上げる。

「──いいか！　遥はるか昔に大戦は終結し、世界は平和となり、魔道もまた修羅の道ではなくなった！　だが、それは魔術の堕落を意味するわけでは決してない！　生きるためでなく、戦うためでなく、ただ純粋に魔術を究めることができる！　我々魔術師は魔道の極致へと大きく前進したのだ！　それがお前らときたら──どうだ!?」

　呆ほうけきった表情の彼らを見渡す。

　まったく誇り高き大学生が雁がん首くび揃えて、なんという体たらくだ！

「女子と仲良くなりたい──だと!?　ラクスティア魔術大学へ入学できるほどの優れた魔術師でありながら、目的としてでなく手段として魔術を使ったな!?　新入生の私が言うのもなんだが、お前らは大学で学ぶことのなんたるかを毛ほども理解していない！」

　これに対し、今まで固まっているだけだった三人組が一斉に抗議してくる。

「それは理想論だ！　ボクたちは魔術師である以前に人間！　しかも男なんだ！」

「そりゃモテてえに決まってんだろ！」

「これを責めたてる権利が貴君にはあるのか!?」

「そうだ！　キミは顔かたちもいいし、自分への自信で満ち溢あふれているように見える！　それになによりあんなお洒落しやれなカクテルまで作れて、さぞかし女にモテるんだろう!?」

「アンタに童貞の苦しみが分かるか！」

「夜のシェイカーめ！」

　三人は順番にぎゃあぎゃあ喚わめきたててくる。

　その様はまるで親鳥から餌をねだり、ただ口をぱくぱくさせているだけの雛ひな鳥どりだ。

　私は再び、深い溜息を吐ついた。

「……今、童貞といったか」

「ああ言ったさ！　悪いかよ!?　そうともボクたちは全員女の子に触ったことも……」

「私も童貞だが」

　あれだけうるさかった三人組がぴきりと凍り付いた。

　……まったく、ようやく静かになったな。

「私は生まれてこの方、魔道に全てを捧ささげてきた。色恋沙汰などてんで分からん。とはいえ貴様らの抑えきれぬ情動についても理解はしている。だが、これを抑え込まずして何が魔術師か、何が大学生か。だからこそクロウス部長は試しているのだ」

「た、試す？」

「そうだ、彼はお前たちの五体から滲にじみ出る軟派な雰囲気を見て取り、ラクスティア魔術大学で学ぶことがいかなることか、その身を挺ていして教えようとしてくれているのだろう」

「それは……」

　三人が顔を見合わせる。

「……多分ないと思うけど」

「何故そう言い切れる！」

「ヒッ!?」

　オルゴの身体からだがびくりと跳ねた。

「愚かな者ほど一つの面で物事を捉えようとするものだ！　お前たちはたった数時間かそこら話した程度で、クロウス先輩のいったい何を知ったというのだ!?」

「き、キミだってあの男を買いかぶりすぎだ！　あんな下半身に脳のう味み噌そがついてるようなヤツをどうしてそこまで!?」

「まだ分からんか！　彼はチャンスを与えてくれているのだぞ！」

「チャンス……？」

「そうだオルゴ・ノクテル！　お前は一発芸で何をした！」

「え……魔術で空気中に酒を固定して、それの一気飲みだけど……」

「地味だ！　下品だ！　酒の席であえてやる必要性を感じない！」

「ダメ出しですか!?」

「クロウス部長も心の中ではそう思っていたはず！　そしてこうも思ったはずだ！　せっかくチャンスを与えたのだが、やはり軟派者にはこの程度の芸しか出来ぬか……と！」

「うぐっ!?」

　オルゴは自身の失態を思い返したらしく、苦しそうな顔で呻うめいた。

「いいか！　クロウス部長はお前たちの軟派な雰囲気を感じ取り、あえて女子諸君の注目を自らに集め、その上でお前たちに一発芸という形で挽ばん回かいのチャンスを与えたのだ！　彼は声に出さねどこう言っている！　──軟弱者どもが！　そんなにも女子と仲良くなりたいのならば魔術をもって力を示し、自ら女子の注目を勝ち取るがいい──と！」

「そ、そうなの、か……？」

「そうだ！」

「だけどそれはあまりに酷でござる！　こっちは新入生で、しかも今まで女っ気なぞ皆無！」

「いきなり女の子にウケる一発芸なんてできるはずもない！」

「……まったく仕方のないヤツらだ」

　そう言って私は身体を翻し、トイレに設置された唯一の窓をおもむろに開け放った。

　更に窓から身を乗り出し、夜空を見上げる。満天の星が望めた。

「ふむ……良い星の並びだな」

「き、キミはいったいなにを……」

　私の突然の行動を不審に思ったのだろう、オルゴを始めとした三人が、こちらの様子をうかがっている。

　私はそんな彼らに振り返り、言った。

「迷える子羊たちよ、魔術師としてはまだまだ未熟な私ではあるが、今日はお前らを深遠なる魔術世界へと案内しよう、すなわち──一発芸を伝授する」
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　随分と長い間席を空けてしまった。

　大事な懇親会の場でなんと無礼なことを、これでは咎とがめられるのもやむなしだ……。

　例の三人組とともにお手洗いから戻る最中はそんなことを考えて頭を抱えていたのだが、いざテーブルへ戻ってみれば、どういうわけかそれまで談笑していた女子諸君が一斉に私の下へと殺到した。

　それがあまりの迫力だったので、つい身構えてしまったほどだ。

「──ねえアーテル君、だよね!?　どこの学科!?」

「出身は？　今どのへんに住んでるの？」

「ソユリちゃんからさっきのカクテル一口もらったんだけど、すごく美味しかった！　普段からああいうの作るの!?」

「む……」

　怒ど涛とうの質問攻めで、思わず言葉に詰まってしまう。

　先ほどまでのクロウス部長に対する釘くぎ付づけぶりが噓うそのようだ。

　突然のことに困惑して、助けを求めるようにソユリの方を見やる。

　しかし彼女は何故かぷくうと頰ほおを膨らませながら、私の作ったカクテルをちびちびと舐なめており、一向にこちらと目を合わせてくれない。

　酔いが回り始めたのか目がとろんとしており、少々頰が赤らんでいたことも補足しておこう。

　それでは部長──。

　そう思ってクロウス部長の方を見やれば、こちらもまた私には分かりかねる複雑怪奇な表情で、度数の高い酒を舐めていた。

　笑っていることには笑っているのだが、それは当初の友好的な笑みというより、無理やり貼はり付けたかのようなぎこちない笑みである。

　そんな表情で、私の事をじっと見据えている。

「おや、アーテル君、ずいぶんと長い連れションだったじゃないか」

　しかしそこはやはりサークルを束ねる部長である。

　女子に囲まれてしどろもどろになっている私に、助け舟を出してくれたではないか。

「すまない、存外彼らとの会話が弾んでしまい、席を空けてしまった」

　私の後ろに控える三人組を指す。彼らは一向に目を伏せたままでどうにも居づらそうだ。

　部長は「へえ……」と品定めするような目で、三人を眺めた。

「いやいや謝ることじゃないよ、この会を通して皆が仲良くなってくれるならそれがなによりだ。とりあえず席に着いたらどうだい？」

「気遣い、痛み入る」

　私は偉大なる先輩に軽く会釈をして、席に着く。

　周りに群がっていた女子諸君も席へと戻り、そして三人組も所定の位置に着いた。

「──さて、じゃあ男子諸君も戻ってきたところで仕切り直しといこうじゃないか！　マスター！　いつものを！」

「おう！　クロウス君は本当に好きだねえ！　はいよ！」

　やはり驚異的な早さで店主がボトルとグラス、そしてシェイカーを運んでくる。

　ソユリを除く女子たちはこれからの展開に期待するかのような声をあげ、そして男子三人組はそれとはまた別種の驚きよう愕がくの声をあげた。

　男子諸君の驚愕の理由を、私は知っている。この展開がまさに私がトイレで話した通りのものだったからだ。

「じゃあ皆、見ててな！」

　そう言ってクロウス部長は前回と同じく酒を調合し、慣れた手つきでシェイカーを上下に振ると、グラスへこれを注ぎ込んだ。

　しかし女子諸君からの歓声はあがらなかった。

　何故なぜならばグラスに注がれた液体が、まるで夜の闇を切り取ったかのごとくどす黒かったためである。

「す、すごいですね、真っ黒……」

「あの、これ飲めるんですか……？」

　女子諸君は皆はっきりと口に出さねど、これを気味悪がっているようだった。

　しかしクロウス部長はこの反応も織り込み済みだったらしく、得意げに胸を張っている。

「まぁまぁ、待ってくれよ、これで終わりなわけないじゃないか」

　クロウス部長はそう言って、詠唱の言葉を呟つぶやく。

　やがて口唱法による魔術式の証明が完了し、どす黒く染まったグラスの中に淡い光を放つ球形の氷が現れた。

　しかし、ここまでは先ほどのカクテルとほとんど同じ上、先ほどと比べて見栄えが悪い。

　おそらく全員がそれを感じていたのだろう。反応に困って口をつぐんでいると──最後の魔術式が起動し、グラスの中で氷が弾はじけた。

　極小の粒となった氷がグラス中に広がり、そのそれぞれがどす黒い液体の中で光を放っている。

　こうなれば一転、まるでグラスの中に満天の星を閉じ込めたようになり、それまで難色を示していた女子たちのテンションは、最高潮に達する。

「きゃーっ!?!?」

「すごい！　星空みたい！」

「──どうだい？　オレのとっておきのオリジナル・カクテル、名付けて〝星見の森〟だ。シャーベット状になった氷が特に女子に人気でね、さあ飲んでみてよ」

　クロウス部長はこのオリジナル・カクテルをソユリの前に差し出す。

　それまでどこか呆ほうけたような表情で虚空を見つめていたソユリは、これに気付いて、ぶんぶんと両手を振った。

「え、いえ！　あの、私もういっぱいいっぱいですから！　そんな……！」

「遠慮しないでよ、ほら、さっきのアーテル君の素晴らしいカクテルを見たら、オレも負けてられないなーって思ってね、是非判定してほしい」

「で、でも私……！」

「え～ソユリちゃんもらっちゃいなよ～」

　どうやら遠慮しているとかでなく本気で嫌がっているようだったが、やはり周りの声に押されて、ソユリは渋々グラスを手に取る。

　そしておそるおそるこれを口に含むと、一瞬ぎゅっと顔をしかめたが、すぐに笑顔を作って、

「お、美味おいしいですよ……」

「アーテル君のカクテルとどっちが美味しいかな？」

「それは断然アー……あ、いえ！　甲乙つけがたいと言いますか、その、どちらも美味しいです……」

　これを聞いてクロウス部長の顔がほんの数秒歪ゆがんだように見えたが、気付いたら爽やかな笑みが貼り付いている。

　彼はふふんと鼻を鳴らし、私の方を見やった。

「残念ながら引・き・分・け、みたいだ。いやぁ、先輩としてのメンツ潰れちゃったかな、アーテル君？」

「いや、私ごときがいくら一時小手先の技術をひけらかしたところで偉大なる先輩の名誉に傷がつくことなど決してない。それはどこまでも広がる大海と水みず溜たまりを比するようなものだ」

　正直な感想を述べたまでなのだが、何故か周囲から「おお……」と感嘆したような声があがった。

　反対に、クロウス部長のこめかみには青筋が浮かんでいる。

「……まぁいいや、そして例によって新入生を歓迎する場でオレだけが目立つのはよろしくない。次はサヌハ君、キミが何か一発芸を披露する番だ」

　──来た。

　男子三人組と目配せをする。

　クロウス部長が再びオリジナル・カクテルによる一発芸を披露し、次に三人組の誰か──おそらくサヌハかカイリに一発芸を披露する機会を与える。

　ここまで全て私の予想通り、そしてお手洗いで彼らに話した通りの展開だ。

　それまでどこか心もとない様子だったサヌハが、ようやく覚悟を決めたらしく目つきが変わる。そして颯さつ爽そうと立ち上がると、部長にこう進言した。

「も、もちろんやらせていただきます。でも、その、できれば俺とオルゴとカイリの三人で、一つの一発芸をさせていただいてもよろしいでしょうか」

「三人で？」

　部長は訝いぶかしげに繰り返した。

　しかし、やはり彼はその懐の深さをもって、すぐに柔和な笑みを取り戻し、

「──もちろんいいとも！　面白ければね……！」

「あ、ありがとうございます！」

　言げん質ちをとった。

　それを確認した瞬間、他の二人も立ち上がり、懐からノートの切れ端を取り出す。

　そこには私の指導の下、トイレであらかじめ書き込んでおいた魔術式が記されており、あとはエンドマークを打つだけで証明完了、という具合だ。

　女子諸君はこの統制された動きに「なになに？」と注目を集める。店内の人間も、ちらほらとこちらへ注意を向け始めていた。

　このあたりで、クロウス部長の表情が僅かに曇る。

「……」

　オルゴが一度不安そうにこちらを見た。

　私は彼に対し、アイコンタクトで「遠慮なくやってやれ」と激励を送る。

　オルゴもこれでいよいよ腹を括くくったらしく、声高に宣言した。

「──では僭せん越えつながら、天文サークル〝星見の森〟にちなんで一発芸を披露したいと思います！」

　その言葉を合図に、彼らは一斉に魔術式の末尾へエンドマークを打つ。

　そして先駆けとして、オルゴが再びグラスを持ち上げて勢いよくひっくり返した。

　すると溢あふれだした液体は空中で一旦停止し、そして四方八方へ飛散した。

　誰かが悲鳴をあげる。

　だが、その誰かが懸念したような事態にはならなかった。

　飛散した雫しずくはある種規則正しい並びで空中に留とどまり、オルゴを軸としてゆっくり旋回し始めたのだ。

　雫はその一つ一つが店内を満たす明かりを反射して、きらきらと光り輝いている。

　それはまさしく、オルゴを中心として展開された天体、そのものであった。

「なっ……!?」

　クロウス部長が驚愕の声をあげる。

　これを皮切りにして、テーブル全体。ひいては店内から歓声があがった。

「おおお!?」

「す、すげえ！　天象儀プラネタリウムだ！」

「すごーい！　オシャレ！」

　店内から拍手が上がり始める。

　オルゴが嬉うれしそうな表情でこちらを見やったので、私もまた拍手で彼を称たたえた。

　ふむ、なかなか良い出来だ。

　だが、これで終わりではない。次はサヌハだ。

　サヌハはオルゴに同じく、手元のグラスをひっくり返す。

　すると零れた液体が即座に凍り付き、実に美しい、数体のミニチュアの氷の人ひと形がたが生まれ落ちた。

　これだけでも観衆は声をあげたのだが、むろんそれだけではない。

　氷の人形は自立し、まるでオルゴの周りに浮かぶ星々に導かれるかのごとく、テーブル上でダンスを始めたのだ。

　女子諸君は両手を口にあて、驚きを隠しきれない様子だ。

　クロウス部長に至っては「な……な……」と言葉にならない声をもらしている。

　そして仕上げはカイリ！

　彼がオルゴの周囲に浮かぶ星々を軽く指でつつくと──これに反応して、星々に〝色〟がついたではないか。

　カイリはこれが成功したのを見て取ると、さながらピアノでも奏でるような繊細な指遣いで、星々を叩たたき始める。

　これにより、星々は多彩に彩られ、実にカラフルな天象儀プラネタリウムがこの場に展開される。

　この時の盛り上がりようと言えばもう、言葉で言い表すのすら難しい。

　ただ一つ言えること、それはこの素晴らしい一発芸が、店内全ての人間の心を鷲わし摑づかみにしたということだ。

　もはやマトモな言葉を発する人間はいなかった。

　皆が皆、それ以上の賛辞を知らないとでも言うように咆ほう哮こうにも似た歓声をあげ、無意識に拍手を送っている。

　女子諸君にいたってはあまりの美しさに見み惚とれて言葉を失う者さえいる始末で、ソユリもまたその一人だった。

「あっ……アーテルさんっ！」

　三人組が一発芸の成功に感極まり、私の名前を呼びかける。

　私はやはり拍手をもってこれに応えた。

「あ、ありがとうございますっ……！」

　オルゴが私に感謝の言葉を述べたが、それは筋違いだ。私はただ知恵を与えただけなのだから。

　さて、トイレで彼らに伝授した一発芸とは──かつて三大賢者として肩を並べた、イゾルデ・フランケンシュタインの得意魔術、天体を魔法陣に見立てた結界魔術の応用だ。

　星の並びとは不思議なもので、一見無秩序に見えるが、実はたいへん規則だった美しい方程式を描いている。

　これを特殊な魔術式をもって仲介することにより、このように通常の魔術では不可能な実に繊細な魔術の行使が可能となるのだ。

　オルゴは結界魔術科所属ということもあり、最も難しい天体のコントロールを。

　魔道具制作科所属のサヌハには氷の人形が魔術を通しやすくなるよう絶妙な調整を。

　そして美的センスに秀でたカイリは、星々に見立てた液体が衝撃を受けると色が変わるよう細工する役目を務めた。

　──天体を利用し、天体を再現するという必然性！

　更には異なる能力を持った三人が団結し、魔術を次のステージに引き上げる必然性！

　これこそが、星見の森新歓コンパで求められる一発芸の、その最適解である！

　そう思って、いたのだが。

「──なんて女々しい魔術だ」

　不意に、クロウス部長が吐き捨てるように言った。

　途端に場が静まり返る。

　その場にいた全員が、なにかの間違いではないかとクロウス部長へ振り返った。

「え、そ、そうですか……？　私は綺き麗れいだと思いましたけど」

「星見の森にぴったりの魔術だったと……」

「いーや、そんなことはないね、部長のオレが言うんだから間違いない」

　クロウス部長の表情から、先ほどまでの柔和な笑みは完全に消え去っていた。

「まったく小こ賢ざかしい真似まねを……黙って先輩にイジられてりゃいーんだよ陰キャどもが、女の腐ったようなヤツらだな、反吐へどが出る」

「なっ……!?」

　これには三人組だけでない、女子諸君もまた彼の発言が信じられない、と言った風に目を丸くしていた。

　彼はグラスの中身を一息に飲み干し、憎悪に満ちた目でこちらを睨みつける。

「そんなにモテてーかよ童貞どもが、あ？　完っ全にしらけたわ、くだらねー魔術なんて見せやがって、空気読めよバーカ」

「あ、あの先輩、飲みすぎなんじゃ……」

「うるせえビッチが！　どーせ頭の悪いことしか言えねえんだから黙ってろ！」

　クロウス部長が心配して歩み寄った女子の手を振り払った。

　──これはさすがに看過できない。

　私は席を立ち、クロウス部長に言った。

「クロウス部長、やはり飲みすぎだ。水を飲め、私が家まで送っていこう」

「はっ、なんだそりゃ、憐あわれんでるつもりか？　というかてめぇまだ全然飲んでねえだろ」

　うむ？　飲んだ量で言えばクロウス部長とさして変わりはしないが……。

　そう言おうと思ったところ、クロウス部長は何かを思いついたように立ち上がって、

「そーだ、てめぇオレと飲み比べしろよ、最後の一発芸だ。負けた方がここの会計を全部持つ、スリルがあっていいだろ？　盛り上げようぜ」

「く、クロウス部長……！　それはちょっと！」

「黙ってろって言ってんだ腐れアマ！」

　クロウス部長が拳を振り上げた。

　名も知らぬ女子が「ひっ……！」と怯おびえた悲鳴をもらす。

　女子諸君が、男子三人組が、そして店内全ての人間が息を吞のむ。

　しかしその拳が振り下ろされる寸前、私はボトルの底を勢いよくテーブルに叩きつけ、それを中断させた。

「あん？」

　あたりが一気に静まり返り、クロウス部長がこちらへ振り向く。

　私は皆の注目を浴びながらボトルを開栓し、そして手元のグラスにこれをなみなみと注いだ。

「──飲み比べ、負ければ会計を全て持つ、だったな。先輩の命令とあれば仕方がない、受けて立とう」

「ほぉ？　いい度胸してんじゃねえの」

　クロウス部長が拳を下ろし、席に着く。

　そして手元のボトルからグラスへ酒を注いで、これを威勢よく飲み干した。

　私もそれに倣ってゆっくりと酒を飲み干し、開戦の合図とする。

「もう取り消しは効かねーから言っとくけどな、お前、俺がもう限界だと思ってこの勝負受けただろ」

「そんなことはないが」

「はっ、強がんな、てめーのアテは外れてるぜ、オレは毎年この勝負で酒の飲み方もしらねー新入生を何人も潰してんだよ」

「相手にとって不足なし、というわけだな──店主、レッド・ドラゴンを」

「お、おうよ！」

　それまで固まっていた店主がようやく我に返り、私とクロウス部長の下へ深紅色の液体に満ちたグラスを運んでくる。

「とぼけたヤローだ、クソが」

　クロウス部長は吐き捨てるように言って、一気にグラスを傾ける。

　私はまずグラスの縁に唇をあて、立ち上る香りを楽しんだ。

　──ふむ、鼻孔を抜ける熟れた果実のかぐわしさ、昔と変わらない。

　一口含んでまず舌の上で酸味を楽しみ、豊かな香りとともに飲みこむ。

「たらたら飲んでんじゃねーよボケ！　マスター！　ウコポトスを持ってこい！　一番度数の高いヤツをロックでだ！」

「う、ウコポトスって……！　クロウス君ここで潰れられたら困るんだけど!?」

「うるせえ！　早々にアイツ潰して終わらせっから早く持ってこい！」

「へ、へい！」

　マスターがウコポトスなる酒を運んでくる。

　初めて聞く酒だが、これはまたなんとも美しい。黒竜の瞳に負けず劣らず透き通るような琥こ珀はく色いろの酒ではないか！

　例によってクロウス部長は一息にこれを飲み干して、乱暴にグラスを叩きつける。

　私はやはりこのかぐわしい香りを楽しんだ。

　なるほど、蒸留酒の類か。

　気化したアルコールに乗せられて、芳かぐわしい木樽だるの香りが運ばれてくる。

　繊細に組み上げられた魔術式のごとし複雑微妙な風味が素晴らしいではないか！

「クロウス部長には素晴らしいお酒を教えてもらってばかりだ。──店主、陰陽を冷で」

「陰陽!?　渋いなアンタ！　まぁあるんだけどよ！」

　店主が今までとは違う繊細な細工が施されたグラスを持ってくる。

　グラスは水よりも透き通った液体に満たされていた。

「……んだよこれ、日和ひよって水でも頼んだんじゃねーだろうな？」

「安心してくれ、東洋の島国で造られた酒だ。少しクセはあるかもしれんが、素晴らしく清涼な味わいで実に良い」

「けっ、ひけらかしてんじゃねーよ新入生風情が」

　クロウス部長はこれを一口に飲み干して「まっず」と一言、空のグラスを叩きつけた。

　どうやら彼の口には合わなかったらしい。

　私はこれをちびりと含んで、華やかな香りを楽しむ。

　すっきりとしながらも丸みのある味わいが口内に広がり、実に心地よい。まるで胃袋の中で大輪の花が咲いたかのようだ。

「はっ……こんな水みてーなもんばっか飲んでっからそんなぼけたツラになんだよ……気合を入れ直してやる──マスター！　ホワイト・ゴーレム持ってこい！」

「死ぬぞ!?」

「このぐらいでオレがどうにかなるもんか！　死ぬのはこの生意気なクソガキだ！」

「いやそれでもウチは困るんだよ！」

「うっせえ！　いいから持ってこい！」

　クロウス部長に怒鳴られ、店主が素早くグラスを運んでくる。

　これもまた底抜けに透き通った酒だ。

　クロウス部長は言うまでもなく即座にこれを飲み干してしまうが、不勉強な私は初めての酒をゆっくりと楽しませていただくことにする。

　ふむ、柑かん橘きつ系けいのさっぱりとした味わいである。

　口の中で転がしてみれば、香草らしき風味も顔を出した。

　なんと奥深いのか！

　──このあたりから、先ほどまで店内に張り詰めていた緊張が少しずつ氷解し始める。

　悲鳴をあげていた者、遠巻きにこれを眺めていた者、この騒ぎに見て見ぬふりを決めこんでいた者。

　その全てが一様に私たちの飲み比べに注目し、中にはどちらかが飲み終える度に思わず声を上げる者もいる。

　気付けば、大変な数のギャラリーが私たちの周りを囲んでいた。

　皆が皆、この勝負の行方を見届けようと、無意識に身体からだを前のめりにしている。

　サークルメンバーだけでなく店内全ての人間を楽しませる──なるほど、これぞ最後の一発芸にふさわしい！

　私はゆっくりと空になったグラスを置き、そして声を上げた。

「──エル・クオリエ」

　ギャラリーの間にどよめきが走る。

「ま、まだ飲むのかよあの兄ちゃんたち!?」

「しかもエル・クオリエって……！　聞いてるだけで吐きそう……！」

「俺だったらウコポトスの時点でダウンだわ……」

　店主が黄金色の液体に満ちたショットグラスを運んでくる。

　クロウス部長は初めこれを見て訝しげな表情をしていたが、やがて一気にグラスを傾け──そして激しく咳せき込んだ。

　これを見て、そこかしこから悲鳴があがる。

「大丈夫か？」

　いらぬ心配だとは思うが、喉元を押さえ目を白黒させる先輩に問いかける。

　問いながら、私はちびちびと酒を舐なめた。

　うむ、これもまた昔飲んだ通りの味である、美味うまい。

「あぁ、クソ、マズイ酒ばかり頼みやがって──ＤＤショットで持ってこい！」

「こちらは美味い酒ばかり教えてもらって恐縮だ──紫桜をぬる燗かんで」

「サイクロプスのロック！」

「ルーンベロク、ストレート」

　さあ勝負はいよいよ熾し烈れつを極めた。

　私が、クロウス部長が、交互に酒の名前を宣言し、店主が慌ててこれを持ってきて、お互いに飲み干す。この繰り返しである。

　私たちが一杯、また一杯と飲み干すたびに、ギャラリーから声が上がり、今ではどちらかが飲み干すたびに拍手が巻き起こるほどだ。

　私も実に楽しい！　ただの一夜で、これほど美味い酒の数々に巡り合えるとは！

　素晴らしきかな先輩！　素晴らしきかなどわあふ亭！　素晴らしきかなキャンパス・ライフ！

　しかし実に十七杯目の酒を飲み干したその時、私はこの素晴らしい勝負の終わりが近いのを感じた。

「はっ……くそっ……ま、マスター、ああ、何か適当に強い酒……もってこい……」

　クロウス部長はテーブルに肘をついて深く俯うつむき、そこに体重を預けている。

　頭は絶えずゆらゆらと前後に揺れ、顔は白い。

　十中八九、もはや限界なのだ。

　私はグラスを空けて、それを静かにテーブルへ置く。

「そろそろ降参したらどうだろう。会計は私と部長の折半でいい」

「ふざけたこと言ってんじゃねーぞ……」

　そう言うクロウス部長は、呂ろ律れつが回っていない。

　加えて喉が酒で焼けてしまったのか、彼の爽やかな声音に濁りが見え始めている。

「なんでテメーらみたいな……なんも分かってねえ新入生風情に……クソが……」

「降参する気はないと？」

「ったりめーだろ……」

「では、勝負が決する前に一言だけ言わせてもらおう」

　私は席を立ち、身を乗り出して、クロウス部長にずいと顔を寄せる。

　クロウス部長はわずかに顔をあげ、その微睡まどろんだ目でこちらを見つめた。

「あなたは素晴らしい人間だ。偉大なる先輩だ。あなたがいかに深遠な考えをお持ちか、私には到底推し量ることはできない。ただ──彼らもまた立派な魔術師だ。侮辱は許されない」

　彼ら、そう言って私は後ろで控えるオルゴ・サヌハ・カイリの三人を指した。

「アーテルさん……！」

「はっ……新入生ごときが大層な言葉使いやがって……ぶっ殺してやるよ……！」

「む？」

　なにか異様な雰囲気を感じて部長の手元へ視線を落とすと、いつの間にか酒のコースターに魔術式が書かれていた。

　しかもこれは攻撃魔術の魔術式。きっと飲み比べの最中に書き込んでおいたのだろう。

　あとはエンドマークを打つだけで証明完了、魔術が発動するという具合である。

　そして彼は今まさに、酒で濡ぬらした指先をもって、エンドマークを打とうとしていた。

　──ふむ、相当に酔っぱらっているな、これは。

　私は即座に頭の中で否定魔術式を構築し、更には気付け代わりの魔術も用意する。

　そしてこちらがあと一つエンドマークを打てば証明完了というところで──突然、彼の姿が消えた。

　なにかと思えば、彼は椅子から蹴り落とされたのだ。

「うぶっ!?」

　がっしゃあん、と派手な音を立て、彼は店の床に横たわる。

　酔いが限界に近いところで不意の攻撃を受けたせいか、クロウス部長はこの世の終わりのような表情をしていた。

　なんにせよ魔術式の証明は未然に防がれた。彼女のおかげである。

　その彼女というのが、意外というかなんというか。

　まぁ、端的に言ってしまえば──ソユリ・クレイアットであった。

「な、なにすんだクソアマっ……うぷっ……!?」

「──さっきから黙って聞いてりゃ女の子相手に軽々しくビッチだの腐れアマだの……いい加減にしろ！」

「えっ？」

　ちなみにこの「えっ？」は、クロウス部長を始めとして、その場にいた全員が発したものである。

　そして一応言っておくが先の「いい加減にしろ」はソユリが発した言葉だ。

　あれだけ小動物じみていた彼女はどこへやら──そこには目をとろんとさせた鬼が立っていた。

　彼女は更に捲まくし立たてる。

「言っとくけどなぁ！　オシャレなカクテルを作れるとか、後輩をいじれるオレだとか、噓うそくさい笑い方とか──女子は全部知ってんだよ！　分かってて騙だまされてやってんだっつーの！」

「え、ちょ……」

「それを本気にして挙句後輩に嫉妬!?　女々しいのはオメーだろ！　お前みたいなやつは……！」

　ソユリはそう言って店主が用意していたグラス一杯の水をひったくると、これを地べたに這はいつくばるクロウス部長へぶっかけた。

「──水でも飲んでさっさと酔い覚ませ！　この腐れヤロー！」

　絶句した。

　今までのソユリのイメージを根底から崩しかねない、衝撃的な光景だった。

　それは皆も同様だったようで、一様にぽかんと口を開けて、固まっている。

　しかしややあって、主に新入生の女子諸君からちらほらと拍手が起こり始めた。

　その拍手はやがて店中に広がり、ソユリは拍手に包まれる。

「よく言った！　よく言ったぞ姉ちゃん！」

「あの子ウチの店で使いたいわね……」

「ソユリちゃんかっこいい！」

　新入生の女子たちが、またもソユリに群がった。

　どうやら今日の主役は彼女らしい。友人もたくさんできたようでなによりだ。

　彼女を遠巻きに眺めながら、私は手元のグラスを口に運ぶ。

「……最近は歳としのせいか全く酔えなくなったな、つまらん」

　いくら飲んでも酔えないというのは、なんともむなしい限りである。

　しかしいつまでも素晴らしき酒の世界を楽しめるので、いいか。

　私はそう納得して、店主に次の酒を注文した。
















「アーテルさん、今日からあなたのことは師匠と呼ばせていただきます！」

　私に対し、三人組の代表として前に出たオルゴがそのようなことをのたまったのは宴もたけなわ、多少のトラブルはあったものの〝星見の森〟新歓コンパがつつがなく終わり、すっかり酔っぱらってしまったソユリをおぶって〝どわあふ亭〟を出たのちの出来事だ。

　どうやら彼らも相当に酒が回っているらしい。

「冗談を言うな、私は師匠などという器ではない」

「いいえ！　そんなことはありません！」

　オルゴは強くこれを否定した。

　その目はまるで夜空に輝く満天の星のように、きらきらと輝いている。

「師匠は類まれなる魔術の才を持ちながら、ボクたちみたいな出来損ないを決して見下したりしませんでした！」

「そんなものは持ち合わせていないし、二度も言わせるな、君たちは立派な魔術師だ」

「師匠……！」

　……否定したはずなのだが、何故なぜだろう。

　彼らの瞳の輝きが一層増したような気がする。

「ともかく！　師匠はボクたちに魔術を学ぶことの素晴らしさ！　ひいては大学生活への希望を見み出いださせてくれました！　それだけで師匠と呼ぶに値します！」

「だから……」

　誇り高きラクスティア魔術大学の学生であるお前たちならば、私の助言なぞなくともいずれ気付いていたはず。もっと自信を持て。

　そう言おうと思ったのだが、しかし寒空の下、このままいつ終わるともしれぬ問答を続けていては、ソユリの身体からだに障る。

　だからこそ私は喉まで出かけた言葉を吞のみこみ、

「……呼び方など好きにしてくれ、また大学でな」

「はい師匠！」

　三人は深々と頭を下げて、私たちを見送った。

　私が大学に入ったのは、決して弟子を取りたいなどというおこがましい目的からでなく、純粋に学友が欲しかっただけなのだがな……。

　なんとも言えないアンニュイな気持ちになりながら、帰路に就く。

「ソユリ、大丈夫か」

「ううん……大丈夫だよ、アーテル君……えへへ」

　ソユリも相当酔っ払っているな。

　クロウス部長も言っていたが、彼女はまだ酒の飲み方も十分に知らない若者なのだ。

　無遠慮に飲ませ過ぎたか、私も止めるべきだったな。

「とりあえず私の家まで運ぶぞ、落ち着いたら家まで送ろう、留守を任せておいた黒竜の娘も気がかりだしな」

「わあい、またアーテル君の家に行けるの……？　楽しみだなあ……りゅーちゃんのこといっぱい可愛かわいがろーっと……」

　私は咄とつ嗟さの事とはいえアイツに留守を任せたことが不安で仕方ないのだがな……。

　ともかく、こうして〝どわあふ亭〟を後にした私は、ソユリをおぶりながら夜道をゆく。

　夜道、とはいえ私が少し前まで暮らしていた寂しい山奥のそれとは、比べようがない。

　立ち並んだ魔術灯が我らの行く先を照らし、そして密集したアパートからは柔らかな明かりが漏れている。

　その一つ一つに学生が暮らし、それぞれのキャンパス・ライフを謳おう歌かしているのだと思うと、不思議と胸が温まった。

　むろん、それだけではない。

　思い返してみれば、今日一日で、私は一体どれだけの人間と関わっただろう。
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　騎竜俱く楽ら部ぶの部長、トルア・リーキンツ先輩。

　ラクスティア魔術大学の魔女、ニーア・アリアケオス。

　魔術学者のイルノフ・ガントット教授。

　イゾルデの子孫、ディヴィーナ・フランケンシュタイン学長。

　演劇サークル〝サバト〟の部長、シュリィ・メルスティナ先輩。

　教学のアルガン・バディーレー。

　黒竜の娘、ルヴィエラ。

　天文サークル〝星見の森〟部長、クロウス・ケイクライト先輩。

　オルゴ・ノクテル、サヌハ・フロイグ、カイリ・ルーキンス。

　そしてまだ名前を知らない学生たち。




　それに今、私は唯一無二の学友、ソユリ・クレイアットをその背におぶっている。

　私はなんと恵まれているのか。

　数百年もの間、人里離れた山奥に引きこもり、孤独に魔術の研究に勤いそしんでいた前時代的な魔術師の私であったが、こんなにも恵まれていて罰が当たったりしないだろうか。

　……いや、そんなくだらないことを気にするなど、年老いてしまった証拠だ。

　私は若返りの大魔術を成功させた。

　なればこそ、この身体で存分にキャンパス・ライフを満喫する義務がある！

　ああ、しかし、自然と言葉がこぼれてしまう。

「本当に、大学に入って良かった」

「──まだそんな台詞せりふが吐けるとは驚きだよ、三大賢者が一人、アーテル・ヴィート・アルバリス」

　ふいに、声がした。

　私は咄嗟に声のした方を振り返る。

　声は、どういうわけか遥はるか頭上から聞こえていた。

　見ると、立ち並んだ魔術灯の一つに、見覚えのある少女が腰をかけている。

　夜の闇に溶け込む黒装束で全身を固め、異様につばの広い三角帽を頭にかぶり、そして竹たけ箒ぼうきを携えた少女。

　彼女は、入学式の直後に出会ったラクスティア魔術大学の魔女──ニーア・アリアケオスではないか。

「いひひ、久しぶり、その様子じゃ憧れのキャンパス・ライフとやらは存分に楽しめているようだね」

　彼女はこちらを見下ろして、独特の不気味な笑い声をあげている。

　ああ、久しぶりだな──そのように能天気に応えることはできない。

　どうして私を〝星見の森〟新歓コンパへ招いたのか、そう尋ねることもしない。

　なぜならば、最優先事項として、

「何故、私の名前を知っている──いや、それ以前に今、私を三大賢者と呼んだか」

　私の本名に関してはともかく、私がかつて三大賢者と呼ばれていたことは、ディヴィーナ学長と黒竜の娘しか知らないはず。

　彼女は、やはり不気味に笑って。

「ああ、呼んだとも、というかまだ気付かないのかい？　何百年経たっても本当に鈍感なままだねえキミは」

　そう言って彼女は竹箒に飛び乗り、ゆっくりと地上へ降りてくる。

　何百年、経っても？

　その言葉が意味するところを私が思案していると──何を思ったのか、彼女はその巨大な三角帽を放り投げた。

　これにより、彼女の柘榴ざくろ色をした頭髪が露あらわになる。

　その瞬間、私の記憶の中のある人物と目の前の人物が結びついた。

　あの独特な髪の色！　忘れようはずもない！　アイツは──！

　彼女は、にやりと口元を歪ゆがめた。

「そうとも！　ニーア・アリアケオスとは仮の名前！　ボクこそが三大賢者が一人にして稀き代たいの天才魔術師、マリウス・クレイアットだ！」

「──この小便漏らしが！」

「ちょっ!?」

　目の前の少女が、あのいけ好かない魔術師だと知った途端、思わず私の口をついて暴言が飛び出してしまった。

　これを受けてニーア・アリアケオス改めマリウス・クレイアットは、あからさまに狼ろう狽ばいする。

「しーっ！　しーっ!!　なんてこと言うんだいキミは！　ソユリに聞こえたらどうするつもりだ！」

　ちなみにソユリは私の背中で実に気持ちよさそうに寝息を立てている。

「事実だろう臆病者が！　それに何故ソユリに聞かれると困る!?」

「い、いや、それはちょっと事情が……」

　なんだもごもごと、言いたいことがあるのならはっきり言え！

　いや、そんなことよりも！

「何故なぜお前はそのような姿なのだ!?」

　私の記憶に残っているマリウスは軽く１００歳を超えていた。

　いくら老化を防ぐ魔術式を組んでいたとはいえ、もう少し大人だったはずだ！

　そう尋ねると、マリウスはいつもの調子を取り戻して、こちらを見下すようにいひひ、と笑った。

「傲慢が過ぎるよアーテル！　キミに出来て天才のボクにできないはずがないだろう！」

「まさか──若返りの魔術か！」

「そうとも、バッチリ成功したさ！　……まぁ少し魔術式の構築をミスって若くなりすぎちゃったけど」

　なんと、ヤツまでもが若返っていたとは！

　いや、それだけならまだしも、まさかヤツまでもが大学に通っていたなど！

　なんと腹立たしい！

　昔からちょっかいばかりかけてくるヤツだとは思っていたが、ここまでとは！

「魂胆はなんだ！　この七光り魔術師が！」

「ふ、ふん、そんなのは決まっているだろう！」

　マリウスは高らかに宣言し、こちらを指さしてくる。

「天才たるボク、そしてそのボクの好敵手ともなるキミにもいずれ寿命は訪れる！　だからこそボクは苦節50年！　古今東西の文献を紐ひも解とき、若返りの大魔術を敢行し──キミにもそうさせるように仕向けた！」

「なんだと……？」

　そうさせるように仕向けた？

　私が眉をひそめると、それを見てマリウスは勿もつ体たいぶるようにニヤニヤと口元を歪める。

　昔からこうだ！

　ヤツは私の困った顔を見るのが生いき甲が斐いという、ねじまがった性根の持ち主なのだ！

「そうとも！　キミは魔術にしか興味がないからね！　どうせボクの説得なんて聞かないだろう！　しかも山奥の小屋に大層な魔術結界を張って引きこもっているときてる！　キミを自主的に若返らせ、なおかつあそこから引きずり出す！　そのために天才たるボクはこれを使った！」

　そう言って、マリウスは懐からあるモノを取り出す。

　それにはもちろん見覚えがあった。

　なんせ毎日のごとく、穴があくほど見つめていたのだから。

　──それは、ラクスティア魔術大学のパンフレットである。

「ま、まさか貴様!?」

「はい正解[image: ][image: ]！　郵送ミスじゃありませ[image: ][image: ]ん！　ボクが送りつけました[image: ][image: ]！」

「くあああっ！」

　私は年とし甲が斐いもなく喚わめき、地団太を踏んでしまった。

　おかしいと思うべきだったのだ！　あのような辺へん鄙ぴな場所に宅配ミスなど！

　クソ！　クソ！　こんなヤツの思い通りに動かされていたのだと思うと腸はらわたが煮えくり返りそうになる！

「キミの単純極まりない行動パターンを読むなんて赤子の手をひねるよりも簡単さ！　魔術バカだもの！　この楽しげなパンフレットを見て、すぐに〝そうだ！　若返って大学生になろう！〟とか考えたんでしょ!?」

「ぐううううっ……！」

　事実その通りなので何も言い返せない。

　だから嫌いなのだコイツは！

「残念！　すでにボクが先回りして一年早く入学してました！　ほら先輩って呼びなよアーテル[image: ][image: ][image: ]」

「……っ！　……っ！」

　もはや怒りのあまり声すら出なかった。

　コイツは一体どれだけ人の神経を逆なですれば気が済むのだ！

　お前より優れた魔術師などごまんといるが、こと嫌がらせにおいてお前の右に出る者はいないと断言しよう！

「ぐっ……貴様、何故そのように回りくどいことを……！　他に方法はいくらでもあっただろう!?」

「何故かって？」

　マリウスはここでぴたりと笑いを止めた。

　その表情は、真剣そのものである。

「そんなの、決まっているじゃないか、星見の森の新歓に参加するよう仕向けたのも、キミに知ってもらいたかったからだ。この数百年の間、魔術師がいかに堕落してしまったかをね」

「堕落……？」

「そうさ」

　マリウスはくるりと身体からだを翻し、そしてある一点を見据えた。

　彼女の視線を追うと、その先には夜の闇に沈んだラクスティア魔術大学が鎮座している。

「──世界は平和になった、しかしその反面、ボクたちが必死の思いで勝ち取った魔術師の世界は腐敗しきってしまった、このままでは魔術そのものが失われかねない。そういう危機的状況をキミに直接見て、感じて、知ってもらいたかった」

「……私は危機感など微み塵じんも覚えていない、ここの学生、ひいては教授たち、皆が素晴らしい魔術師だ」

「そこだよ、そのバカがつくほどの謙虚さが唯一誤算だった。この数百年の孤独生活で変に磨きをかけたね？　昔のキミなら入学式の時点で、これが魔術を志す者たちだなどと冗談じゃない！　と憤慨していたはずさ」

「お前に何が分かる！」

「──分かるさ、何十年もキミのことだけを見ていたんだもの」

　マリウスがこちらへ振り返った。

　柘榴色の髪が、魔術灯の光を受けて妖あやしく輝いている。

「──率直に言うよアーテル、大学を辞めてボクについてきなよ。イゾルデが死んだ今、あの頃の魔術を知るのはボクとキミしかいない。二人で正しい魔術を取り戻すんだ」

「断る」

　即答だった。話し合う気もなかった。

　しかしマリウスは別段驚いたような様子もなく、ただ一つ呆あきれたように溜ため息いきを吐つく。

「言うと思った、キミ、ボクの言うことを素直に聞いたためしなんて一度もないんだもん」

「当たり前だ、第一正しい魔術を取り戻すなど……」

「──じゃあ無理矢理言うことを聞かせるしかないか、昔ながらの交渉で」

　マリウスがそう言った直後、私の足元に巨大な魔法陣が出現する。

　しまった、あらかじめ魔術式を構築していたか──。

　なんとか否定魔術式を組もうとしたが、しかし間に合わない。

「くっ!?」

　背中におぶったソユリが、足元より出現した巨大な泡のようなものに取り込まれ、私と隔離されてしまう。

　すぐさま否定魔術式を構築してソユリを助け出そうとしたが──マリウスの下から溢あふれ出る膨大な魔力の流れを察知し、咄とつ嗟さに振り返る。

「隔絶の魔術だ。ソユリを傷つけるのはキミの本意じゃないだろう？　否定魔術式はしまっておいた方が良い、それより──自分の心配をした方が良いよ」

　見ると、マリウスは黒衣のいたるところに書き込まれた魔術式を同時に起動させている。

　私は歯は嚙がみをした。

「──さあ一日きりのキャンパス・ライフは楽しかったかい？　今の腑ふ抜ぬけたキミなら実に容易たやすく倒してしまえそうだ」





○






　マリウス・クレイアット。

　世にも珍しき、柘榴色の髪をした女。

　かつて私とともに三大賢者の一人と数えられた、名門出の魔術師である。

　親譲りの旧態依然とした魔術式をいつまで経たっても使い続けた七光りの魔術師。

　そのくせ高慢で自分の才能を信じて疑わない、嫌味ったらしい性格。

　そして極めつけは私にちょっかいをかけることを生いき甲が斐いとする、そのねじ曲がった根性！

　だからこんなことを言うのは本当は死んでも御免なのだが──腐ってもヤツは三大賢者の一人である。
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　魔術の腕に関しては、そこらの魔術師とは格が違う！

「──いひひ、逃げな逃げな、ちょっとでも気を抜けば魔護符ごとブチ抜いちゃうよ～」

「くっ!?」

　おそらくあらかじめここら一帯に人払いの魔術を施していたのだろう。彼女の攻撃には一切の容赦がない。

　次々と足元に魔法陣が展開され、すぐに収束し、まるでその箇所だけ見えない隕いん石せきでも衝突したかのように陥没する。

　私は自らに身体強化の魔術を重ね掛けしつつ、この追撃から必死で逃げ回った。

　ヤツめ！　私と対決することを見越して、前もってそこら中に最も強力な書き込み法の設置型結界魔術を刻んでおいたのだ！

　私の接触、あるいは彼女の合図によって発動する魔法陣トラップの数々。

　凄すさまじい情報量に圧倒され、否定魔術式を組んで反撃する暇もない！

　実にヤツらしい姑こ息そくな手段である！

　真っ向からの魔術勝負ならヤツに遅れなどとるはずもないのに──。

「──とか思っているんだろう？　いひひ、残念ながらスマートなボクはそんな汗臭いことしませ～ん。相手の最も嫌がることを選択する、それこそが魔術の真骨頂！　それこそがマリウス式さ！」

「この性悪女が！」

　私は懐に忍ばせておいたノートの切れ端を取り出して、あらかじめ記しておいた魔術式に羽ペンでエンドマークを打った。

　その瞬間、槍やり状に成形されたマグマが空中に出現し、マリウス目掛けて射出される。

「おっと、そんな雑な魔術式は通しませんよ、っと！」

　マリウスは黒衣の内側に刻まれた魔術式の一つへエンドマークを打ち、前方に巨大な魔力の歪ゆがみを作り出す。

　灼しやく熱ねつの槍はこの魔力の歪みに吞のまれ、虚空に消えた。

　マリウス式の神髄、クレイアット家秘伝の魔術障壁──やはり仕込んでいたか！

「この魔術障壁を突破するには、そんなインスタントの魔術式じゃなくもっと大規模な書き込み法魔術式じゃなきゃ無理だねえ、まあそんなもの構築する暇なんて勿もち論ろん与えないんだけど！」

　マリウスが指先をひょいと動かす。

　肌で感じられるほどの大規模な魔力の流れに私は咄嗟に飛びのくと、先ほどまで私の立っていた地面に、クレーターが生じた。

　しかし息を吐く間もない。

　私が着地した地点にも魔法陣が組まれており、私はすかさず飛びずさった。

　またもクレーターが出来上がる。

「くそっ！　一体いくつ魔術式を仕込んだ!?」

「そんなことわざわざ教えられないなぁ、キミを確実に倒せる分とだけ言っておくよ！」

　それは勿論敵に自らの手の内を明かすわけはないのだが、そんな当たり前のことでもヤツの口から発せられるだけで腹が立つのだから不思議だ！

　しかしいくら頭に血が上ったところでどうしようもなく、私は無数とも思えるほどの魔法陣トラップを躱かわすことで精いっぱいである！

「さてアーテル、キミはとっても忙しそうだけど、ボクはとっても暇だから勝手に喋しやべってるね」

　マリウスはこちらが四苦八苦している間に自らの余裕ぶりをアピールするべく、三角帽子を拾い上げ、空中に浮かんだ竹たけ箒ぼうきにねそべりながら言った。

「アーテル、キミのストイックさと謙虚さは昔から凄まじかったね、あと突き抜けた鈍感さ。まったく天晴あつぱれと言わざるを得ない」

「でもまさかあんなにも腐敗しきったラクスティア魔術大学に入学し、堕落した魔術師たちに囲まれても依然そのスタンスを貫き続けるとはね、もうバカだよバカ」

「間違った知識を得意げに教える凡骨教授、女にモテるための道具としてしか魔術を見ていない色惚ぼけ男、演劇なんていうくだらない行事のためにしょっぱい魔術を使うどうしようもない女、エトセトラエトセトラ……ボクは一年間この大学にいたけど、まったく救えない阿あ呆ほうばかりさ」

「言っとくけどねえ、彼らはキミが思うような素晴らしい魔術師なんかじゃないよ、実に底が浅くて、魔術のまの字も知らない魔術師のまがいもの、そんな中にキミが混じればどうなる？」

「──十中八九、キミも腐ってしまうよ。三大賢者とも称されたキミは、卒業までの四年間の内に間違いなく堕落する。ああ、悲しいね、イゾルデが見たらなんというか」

　彼女が言葉を紡ぐ間も魔法陣トラップは立て続けに起動し、私を追い詰めてくる。

　時折隙を見て即席の魔術式を構築し、攻撃を試みるが、ことごとく彼女が張り巡らせた魔術障壁によって打ち消されてしまう。

　このままでは私の身体が身体強化魔術の負荷に耐え切れなくなり、いずれあの特大の魔法陣トラップを食らうのは目に見えている！

「一人山に籠ってストイックに魔術の研究をしていた方がずっとキミのためだ。どうしても共に学ぶ同志が欲しいというのなら、ボクがなろう。さあ一緒に魔道を究めようじゃないか！」

「貴様と二人など今ここで舌を嚙かみ切きって死んだ方がマシだ！」

「そ、そこまで言わなくてもいいのに……まぁ、これを聞けば少しは気も変わるかもね」

「ない！　何を聞かされようが私の気が変わることなど、断じてない！」

「──ラクスティア魔術大学に、魔族が紛まぎれ込んでいると聞いてもかい？」

「……なに？」

　魔法陣トラップによる追撃がこないのを見て取り、私は足を止めた。

　ヤツは、今なんと──？

「伊達だてに一年間大学にいたわけじゃない、これは確かな筋の情報さ」

「馬鹿な、魔族は２００年前にほとんどが滅びたはずだ！　それが何故なぜ今になって魔術大学などに……」

「まぁ大学生活をエンジョイってわけじゃないだろうねぇ、十中八九ロクでもないことを考えているんだろうさ、最近じゃ大学が秘密裏に魔族を排除するために凄すご腕うでの魔術師たちをスカウトしているって噂うわさもあるくらいだし、キナ臭いったらありゃしないね」

「ふざけるな、何故、魔術大学に、魔族など──いや！」

　私はあえて言葉を換えて続ける。

「──なんの目的で〝魔法使い〟が紛れ込むのだ!?」

「残念！　雑談タイム終了！　続きはボクの仲間になった後で！」

　マリウスが今までとは違った動きで──さながら指揮棒でも振るかのように指を動かす。

　得体の知れない魔術式だ、早々に逃げるに限る。

　そう思っていたのだが、私はここで大きく体勢を崩してしまう。

　先ほどまで何の変哲もなかった地面が、まるで泥のようにぬかるんでいたのだ。

「なっ!?」

「はい、おしまい！」

　マリウスの合図により、凄まじい圧力が上空より私に襲い掛かった。

　すでに地面は元の固さを取り戻しており、私は全身を強く叩たたきつけられてしまう。

　懐に忍ばせておいた魔護符が、音を立てて弾はじけた。

「ぐっ……！」

「ううん？　結構自信作だったのに魔護符が破壊できただけかぁ、まぁこれでもうちょこまか動き回れないでしょ」

　マリウスは、いひひ、と気味の悪い笑い声を漏らして竹箒から飛び降りると、私の事を見下した。

　さぞや気持ちのいいことだろう！　現役時代はいつも立場が逆だったからな！

　なんとか殴りかかろうとするが、強烈な圧力に立ち上がることもできない。

　できるのは、せいぜい腕を僅かに動かすことぐらいだ。

「さぁてアーテル、今回はボクの勝ちさ、これからキミにもう一発適当に魔術をお見舞いして完全決着だけど、何か言いたいことある？」

「……っ」

「恨み言、負け惜しみ、罵声、なんでもウェルカム！　どれもボクを気持ちよくさせるだけだからさ！　いひひ！」

　私は膨大な圧力によって押しつぶされた肺の奥から、なんとか声を絞り出す。

「……は……びだな」

「ん？　なんて？　もっと大きな声で」

　マリウスはしたり顔で、わざとらしく耳を寄せてきた。

　では、お望みどおりにもう一度言ってやる。

「──耳が遠くなったかマリウス、今日は良い星の並びだな、と言ったんだ」

「えっ？」

　やはりお互い歳としは取りたくないものだ。

　耳も遠くなるし、目も霞かすむ。

　耄もう碌ろくが──すでに糸は張り巡らせてある。

　私が袖口から伸びた糸を指で弾くと、あたり一帯に張り巡らされた糸がびいんとしなり、魔術灯の光を返す。

　ここでようやく、マリウスが糸の存在に気付いた。

「なっ!?　なにこの糸!?　まさかさっき魔術を躱かわしながら……！」

「そうだ、魔術灯に引っ掛けた。実に苦労したぞ、糸に魔術が当たらないよう逃げ回るのはな」

　しかもこれはただの糸ではない。

　演劇の最中、乱入してきた教学のアルガン・バディーレーが使っていた特製のアラクネ糸を、後学のため頂戴したものである。

　むろん糸に刻まれた魔術式には若干私のアレンジが入っているが。

「く、くそ！　小こ賢ざかしい！　こんな糸すぐに……！」

「──もう遅い、これでエンドマークだ」

　私は土つち埃ぼこりに汚れた手でアラクネ糸を握りしめる。

　これがトリガーだ。

　緻密な計算の上張り巡らされたアラクネ糸の魔術式が起動し、糸は疑似的な書き込み法結界魔術と化す。

　しかし、残念ながらこのアラクネ糸に刻まれた魔術式はマリウスの魔術障壁を突破するものではない。

　その役割は目くらまし──。

　私は咄とつ嗟さに目を伏せ、直後、結界の内側より多彩な火花が生じる。

　これは演劇部部長シュリィ・メルスティナが使っていた演劇魔術の応用だ！

　凄すさまじい音と光が、あっという間に結界の内側を満たした。

「や、やばっ！」

　これを攻撃魔術と勘違いしたマリウスは即座に魔術障壁を最大展開するが、しかし魔術障壁はあくまで魔術を防ぐためのもの、単純な音と光を防ぐことはできない。

　よって彼女はまったくの無防備のまま、この凄まじい音と光の奔流に吞みこまれた。

「うぐっ……！　目……目がっ……!?」

　マリウスがうずくまり、魔術による拘束が解ける。

　私はこの一瞬の隙を見計らって余りの羊皮紙を全て取り出し、羽ペンをもって、その一枚一枚に魔術式を書き込んでゆく。

　魔術式はすでに頭の中で構築済み、あとは魔術式の末尾にエンドマークを打ち、羊皮紙をばらまくのみ。

　散らばった羊皮紙は、接地すると同時に数体のゴーレムを生み出す。

　ここで再び私の身体からだへ膨大な圧力がのしかかり、無理やり地面に押し倒されてしまう。

「うぐっ!?」

「ふ、ふん！　目くらましからの魔術式構築なんてそんな小細工通用しないよ！　あんな僅かな時間じゃ、ボクの魔術障壁を破る魔術式なんて到底組めなかっただろう!?」

　そう言って、彼女はごしごしと目をこすり、そして私たちとは離れた場所で動き回るゴーレムを見た。

「って、なにかと思えばゴーレム？　どうして今更あんな前時代の遺物を……確かに錬金術でできたあいつらに魔術障壁は効かないだろうけど、この真剣勝負であんな泥人形に頼るなんて、勝負を捨てたのかいアーテル!?」

　私は答えない。

　ただ這はいつくばった体勢で、じっとヤツの目を見据えている。

　彼女は、やはりいひひと口元を歪ゆがめた。

「どうやら本当に万策尽きたみたいだねぇアーテル、見なよ、キミの作ったゴーレムがあんなところでダンスをしているじゃないか。この土壇場で命令の書き込みをミスったね？」

　彼女の言う通り、数体のゴーレムたちはマリウスを攻撃するでもなく、こちらから遠く離れた位置でくるくると踊っている。

　マリウスはゴーレムの不格好なダンスを見て、腹を抱えて笑っていた。

　……まったく、マリウスは私の事を謙虚と言っていたな。

　そんなこと一度も思ったことは無いが、しかしお前の傲慢さと比べれば、私も胸を張って「自らは謙虚だ！」と宣言できる。

　慢心せず、適当な魔術ですぐにゴーレムを潰していれば貴様が負けることもなかったろうに。

「マリウス、お前は相変わらず頭が固いな」

「……この期に及んでいきなりなんだい？　もしかして負け惜しみ？」

「いや、いや、そんなものではない、ただ昔むかし馴な染じみにアドバイスをしているだけだ」

　マリウスが訝いぶかしげに眉をひそめた。

　私は彼女の愚かさをにやりと笑ってやる。

「マリウスよ、私は今日一日、実に多くの魔術師と接し、実に多くのことを学んだぞ」

「あんな堕落した魔術師たちからいったい何を学ぶというのさ」

「いいや、もう一度言おう、魔術は堕落などしていない」

　私は、はっきりと断言した。

「貴様の目は節穴だよマリウス・クレイアット。一年もの間大学にいて、まだ彼らの素晴らしさに気付かぬとは。──時代は変わった。ただ人を傷つけるだけのものが魔術と呼ばれる時代は、とうに終わったのだ」

「だから！　なにが言いたいんだアーテル・ヴィート・アルバリス！」

「──学生の本分は予習と復習、基礎と応用、ということだよ」

　その瞬間、書き込み法魔術式の構築が完了する。

　この膨大な魔力の流れを感じて、マリウスが目を丸くした。

「な、なにこの気配！　魔術式を書き込む暇なんて与えなかったはずだぞ!?」

「もちろん、そんな暇私にはなかった、だから彼らに書いてもらったのだ」

　マリウスがはっとして〝彼ら〟を見やる。

　その〝彼ら〟とは、言うまでもない。私の作り上げた数体のゴーレムだ。

「ま、まさかあれは……！」

「そうとも、踊っているのではない、泥で魔術式を書いているのだ」

「バカな！　ゴーレムにそんな精密な動きが出来るはず……！」

　むろん、通常の錬金術で組み立てたゴーレムならば、こんなことはできない。

　錬金式と魔術式の融合。

　これはかねてより考えていたことだが、最終的には〝星見の森〟新歓コンパで例の三人組の披露した一発芸が生きた。

　私は先ほどゴーレム作成のために使われる羊皮紙へ、星の並びを利用して緻密なコントロールを可能とする魔術式を書き加えたのだ。

　そしてマリウスが悠長に私の話を聞いている間に特大の書き込み法結界魔術──その魔術式の構築が完了した、というわけである。

「く、クソ！　時代遅れのアンティーク風情が！　すぐに結界魔術で潰してやる！」

　マリウスが魔術の予備動作に入るが、すでに魔術式の構築は最終段階に入っている！

「もう遅い！　これがエンドマークだ！」

　泥により刻まれた巨大な結界の中心に、役目を終えたゴーレムたちが集合する。

　そして錬金式により刻まれた「自壊」の命令により、彼らはひとまとまりの泥となって崩れ落ち、地面に巨大な泥の山を作った。

　これが、この魔術式のエンドマークである！

　特大の結界魔術が発動する。

　地面に塗りたくられた泥が光を放ち、光は徐々に内側へ収束していく。

　そして最終的にこの光は、結界の中央に積み重なった泥の山へと宿った。

「──かつて錬金術師たちは金を錬成するべくしてその道を進み、この過程で様々な技術を生み出したが、結局のところ誰一人として悲願を成し遂げることは無く、滅びてしまった。私は彼らがどうして錬金に失敗してしまったのか、今なら分かる気がするよ」

　泥に宿った光は徐々に黄金色に変わっていき、泥もまた黄金色に変色していく。

　いや、変色しているのではない、泥自体が変質しているのだ。

　マリウスは「ひっ」と短く悲鳴をもらし、その場で腰を抜かしてしまう。

「思うに、彼らは大学を知らなかったのだ。共に学び、共に分かち合い、共に研けん鑽さんする。こんなにも素晴らしい場所を知らなかった」

　泥の山が見る見るうちに膨張していき、やがて、あるものを形作る。

　それは一体のゴーレムであった。

　しかし先ほどまでのゴーレムとは比べるべくもない。

　ラクスティア魔術大学校舎にも匹敵するほどの泥の巨人が、結界の中央より生まれ出いでたのだ。

　いや、泥というのは最も早はや訂正しなければならない。

　それは、まぎれもなく〝黄金〟である。

「──大学生になれば賢者の石なぞなくとも、金が作れるようになる」

　黄金の巨人が、私たちを見下ろしている。

　これに睨にらまれたマリウスは、先ほどまでの余裕はどこへやら、今にも泣き出しそうなくらいに顔を歪めた。

「こ、ここここ、こんなモノ……！　ボクの結界魔術にかかればっ……！」

　またあの時のように小便を漏らしてしまうのではないかと不安で仕方なかったが、彼女はギリギリのところで持ちこたえた。

　マリウスは例の魔法陣トラップを矢継ぎ早に発動させ、黄金の巨人を攻撃する。

　しかし、巨人は微動だにしない。

「無駄だ、金は純度が高ければ高いほど魔術を通さなくなる、昔勉強しただろう。さあやはり今回も私の勝ちだったな」

「ず、ずるいずるいずるい！　昔はこんな魔術絶対に使わなかったじゃないか！　せっかく対策しまくったのにこんなの……！　──降参！　降参するから！　痛いのだけは勘弁して!!」

「断る」

　巨人がマリウス目掛けて拳を振り上げる。

　マリウスは涙目になりながらみっともなくじたばたしているが、これで決着だ。

　そう確信した、その時。

「──おばあちゃん!?」

　背後から声がして、私は慌てて巨人への命令を一時中断する。

　見ると──どうやら先ほどの演劇魔術の際に目を覚ましてしまったらしい。

　マリウスの作り出した隔絶魔術の中でソユリが驚いたようにこちらを見つめていた。

　正確には、今にも漏らしそうになっているマリウスの方をだ。

「そ、ソユリ!?」

　突然の「おばあちゃん」発言に固まっていると、マリウスが彼女の名を叫んだ。

　先ほどまでの恐怖に引きつった顔とはまた異なる、妙に青ざめた表情で。

　この意味不明な状況に、私の思考が追い付いていない。

　黄金の巨人もまた、私が途中で命令を放棄したことにより、拳を振り上げた体勢のまま彫像のごとく固まってしまっている。

　張り詰めたような緩み切ったような、そんな妙な空気が場を満たした時──均衡を破ったのはソユリであった。

「──もう！　おばあちゃんまたこんなもの使って！　過保護もいい加減にしてよ！」

　ソユリはそう言って懐からノートの切れ端を取り出し、そこに記された魔術式の末尾へペンでエンドマークを打つ。

　すると彼女を包み込んだマリウスの隔絶魔術がぱちんと音を立てて呆気あつけなく弾はじけ飛んだ。

　私は思わず目を丸くする。

　何故なぜ、彼女がマリウスの隔絶魔術の否定魔術式をあらかじめ持っているのだ!?

　しかしそんな疑問を口に出す間もなく、ソユリは肩を怒らせながら、ずんずんとマリウスに詰め寄った。

　その様は、まさに先ほどどわあふ亭で見た〝鬼〟のソユリである。

　マリウスはこの迫力にすっかり気け圧おされたらしく腰が引けてしまっている。

「そ、そそソユリ、な、なんで否定魔術式を……！」

「小さい頃からず[image: ][image: ][image: ]っと使われてたんだからもうとっくに魔術式も覚えたよ！　それより今までどこ行ってたの!?」

「あの、ええと、その……」

　マリウスの目が泳いでいる。

　この光景に私は自らの目を疑わざるを得ない。

　あの嫌味で高慢ちきで捻ひねくれ者のマリウスが、ソユリに責めたてられて狼ろう狽ばいしきっている!?

「というかおばあちゃん！　急に姿を消したと思ったらこの一年間どこにいってたの!?　とうとうボケちゃったのかと思って、捜索願まで出したんだからね!?」

「ひっ……!?　いや、その、大学に、入学を……」

「はぁ……？」

　ソユリは呆あきれたように溜ため息いきを吐ついた。

　一方でマリウスはというと、精神年齢まで見た目相応になってしまったかのように縮こまっている。まるで母親に[image: ]られる幼子だ。

　……完全に置いてけぼりを食らってしまったかたちである。

　しばらくはどうしていいか分からず、ただカカシのごとく突っ立っていたが、ひとまず状況を整理するために、私はソユリへ一つ質問を投げかける。

「……知り合いなのか？」

　我ながらなんと間抜けな質問なのだろう。

　ソユリは縮こまったマリウスを見下ろしながら「知り合いも何も」とこの問いに答えた。

「マリウス・クレイアット！　私のおばあちゃんだよ！」

「おばあちゃん!?」

　私はその事実に仰天し、マリウスの方を見やる。

「貴様、子どもがいたのか!?」

「ち、ちがうよ……ボクは独身、正確にはソユリは、その……ボクの妹の子孫なんだけど……」

　良かった！

　コイツに妹がいたことも衝撃なのだが、コイツと結ばれるような世界一不幸な男が存在しないという事実でひとまず溜りゆう飲いんが下がった！

　しかし、確かに自己紹介の時点でクレイアットという姓に引っかかってはいたが、まさか傍系だったとは！

　ならば彼女の魔術式がマリウス式だったのも頷うなずける！

「あれ？　アーテル君もしかしておばあちゃんと知り合いなの？」

「知り合いもなにも……」

　数百年来の腐れ縁だ。

　そう言ってやろうと思ったのだが、マリウスがなにかを懇願するような目でこちらを見つめていることに気付き、口をつぐんだ。

　マリウスは確かに私の天敵ではあるが、ここまでくると少し哀れである。

「じゃあアーテル君からも言ってあげてよ！　おばあちゃん、昔は三大賢者なんて呼ばれてたみたいだけど、突然若返りの魔術なんて使って私より若くなっちゃって、それだけでも複雑な気持ちなのに……その理由がね！」

「ちょっ、ちょっとソユリ!?　ダメダメダメダメ！」

「──昔からの憧れの人に会うためだって言うんだから、私もうどういう顔していいか分からないよ！」

　……うん？

　憧れの人に会うために、若返りを？

　さっきと言っていることが違うぞマリウス……。

　そう思ってマリウスの方を見やると──私は思わず野太い悲鳴をあげてしまった。

　あの、いつも憎たらしい笑みを浮かべたマリウスが、今までに見たことのないような顔をしている。

　目はぐるぐると回り、はち切れんばかりにぷくうと頰ほおを膨らまして、顔は耳の先まで真っ赤に染まっていた。指でつつけばそのまま爆発してしまいそうである。

　というか、爆発した。

「──あ、ああ、ああああ、ああああっ[image: ]」

　マリウスは堰せきを切ったように叫び、そして黒衣の内側にエンドマークを打つ。

　これによりなんらかの魔術式が証明され、マリウスの姿が一瞬の内に搔かき消えた。

「あ！　まだ話は終わってないのに……もう！」

　ソユリは頰を膨らませて、地団太を踏んでいる。

　あとに残されたのは数え切れないほどのクレーターと黄金の巨人、そして呆ほうけたように立ちすくむ私だけであった。

　……なんだこの結末は。
















　マリウス襲撃ののち、私たちは大魔導ハイツへと向かった。

　ソユリも相当酒が残っているため、大事をとってひとまずは自室で休ませた方が良いと判断したのだ。

　そして歩くこと十数分。

　疲れ果て、逃げ込むように大魔導ハイツ１１１号室──すなわち私の部屋へ入ると、そこには信じがたい光景が広がっていた。

「な!?」

　私は悲鳴をあげた。

　何故なぜなら、部屋の隅に置いておいた木箱がひっくり返っているからだ。

　いやひっくり返っているだけならいいのだが、中身がない！

　私の数か月分の食糧がすっぽりとなくなっているのだ！

「……あれ？　りゅーちゃん、なんか、その……膨らんでない？」

　おもむろにソユリが言った。

　見ると、私のベッドの上で黒竜の娘が気持ちよさそうに寝息を立てているではないか。

　それも妊婦のごとく腹を膨らませ、口の周りにシスぺのカスをくっつけた状態で！

「お、お前……！　食ったのか!?　私の保存食を、たったの数時間で!?」

　黒竜の娘はいかにも煩わしそうに、むにゃむにゃと答える。

「……うるさいぞ忌々しき魔術師め……我は食休み中だ……」

「こ、コイツ……！　一撃くれてやる！」

「待ってアーテル君！　何も食べ物を与えないで留守番させた私たちも悪かったから！」

　目覚ましに一発、電撃の魔術でもお見舞いしてやろうとしたところ、ソユリに後ろから羽交い絞めにされる。

　確かにソユリの言うことにも一理あるが、数か月分だ！

　そんなちんまい身体からだをしていながら、どうしてそれだけの食い物が必要なのだ!?

　そう思っていると、ふいに「ドンッ」と壁を叩たたく音が聞こえた。

　私もソユリも、動きを止めて壁の方を見やる。

　どうやら夜分にうるさくしすぎてしまったらしい。隣の部屋の住人を怒らせてしまったようだ……。

　私は極力声を抑えて、ソユリに反論する。

「……し、しかしアレは私の食糧だ、生命線だ、このままでは餓死してしまう……！」

「あ、そういえばまだその話途中だったよね、アーテル君の食生活の話！」

「ぐっ!?」

　しまった！

　せっかく向こうが忘れていたのについ不用意なことを口走ってしまった！

「あんなの食べ続けてたら不健康になっちゃうよ！　堕落した大学生活！　ダメだって絶対に！」

「しかしシスペには人間が活動するための最低限必要な栄養素が……」

「最低限でしょ!?　私たちには学業があるの！　そんなのじゃ一流の魔術師になんてなれないよ！」

「そ、それは困る！」

　再び壁から「ドン！」と音がする。

　私は心の中で隣人に謝罪の言葉を述べるが、しかしソユリは一向に止まる気配がない。

「じゃあちゃんと食べないと！　健全な肉体に健全な魔術が宿るって、マリウスおばあちゃんも言ってたんだから！」

「ぐっ!?　ここでヤツの名前を持ち出すとは……！」

「悔しかったらちゃんと食べるって約束して！」

「しかし私は料理などてんでできないぞ!?」

「──だったら、毎日私が作ってあげるから！」

「え？」

　今、なんと？

　私が呆ほうけたような声を上げると、ソユリがはっと口元を押さえ、頰を赤らめた。

「……だ、だってりゅーちゃんも、その、育ち盛りだし、それにアーテル君は大学で初めてできた友達だもん……一緒に卒業できなかったら、イヤだよ……」

　我をダシに使うな小娘……。

　黒竜の娘が、うわごとのように呟つぶやいた。

　しかし、それはともかくとして、友達──？

　今、ソユリは友達と言ったのか？　私の事を？

　私はその言葉の意味を理解するまで、しばらくの時間を要した。

　そしてたっぷり時間をかけてこの二文字の単語を飲み下すと、私はソユリの手を取った。

「──ああ、ああ！　そういうことならば是非ともお願いしたい！　私、いや私たちの輝かしきキャンパス・ライフのため、毎日料理を作ってくれ！」

「ちょっと、アーテル君!?　声が大きいって……！」

　その直後、私の部屋の扉が勢いよく開け放たれた。

　まずい！　とうとう隣人の怒りが頂点に達し、直接の抗議に来てしまったらしい！

「もううるさいよ！　いったい今何時だと思ってるんだ……い……？」

　私とソユリがそちらを見やると、そこには柘榴ざくろ色の髪をした少女の姿が。




　──かくして、我らが輝かしきキャンパス・ライフは幕を開けた。

　読者諸兄はすでにご推察の通り、これは私とソユリ、そして数え切れぬほどの学友たちが一流の魔術師、ひいては一流の大学生を目指す物語である。
















　ある昼下がりのこと。

　胸のすくような晴天の下、ラクスティア魔術大学へと続く坂を、並んで歩く二人の女性の姿があった。

　一人は模範的女子大生、そしてもう一人は模範的受験生。

　これは、たいへん蛇足ながら、彼女らの休日のひとときを切り取った物語である。

「ごめんね、りゅーちゃん買い物に付き合ってもらっちゃって」

　ソユリは、買い物袋を片手に謝罪の言葉を述べる。

「全くだ、我を誰と心得るか、忌々しき魔術師風情が」

　これを受けてりゅーちゃんは吐き捨てるように言い、ふんと鼻を鳴らした。

　しかしこぼれ出る笑みが隠し切れていない。誰も見ていなければスキップでも始めそうな勢いだ。

　それもそのはず、彼女はアーテルの手によって人間の少女の姿に変えられてからというもの、外出などほとんどしたことがなかったのだから。

　起床して受験勉強、食休みに受験勉強、息抜きに受験勉強、就寝前の受験勉強──と、ほとんど拷問のようなスケジュールを休みなくこなしてきたのだ。

　当然彼女にも竜としてのプライドがある。

　ゆえに何度かストライキを起こしたこともあったが、相手が悪すぎた。きまってことごとく鎮圧される上に「それだけ元気なら手心もいるまい」と、翌日からは覚える魔術式の数を倍に増やされるので、やがて諦めた。

　忌々しきは魔術師、特にアーテル・ヴィート・アルバリス……！

　そんな中、どういう風の吹き回しか、ソユリから外出の誘いである。これぞまさに渡りに船、と意気揚々大魔導ハイツから飛び出してきた次第だ。

　久しぶりの外気が胸の内の淀よどんだ空気を追い出し、春の陽気が彼女の足取りを軽くした。ゆえのハイテンション、ゆえの緩みきった笑顔である。

（カカカ、愚鈍な魔術師め、我に利用されているとも知らず間抜けなことよ）

　りゅーちゃんは陰に隠れてソユリを嘲あざ笑わらったが、

（とか考えてるんだろうなぁ、りゅーちゃんは分かりやすくてかわいいなぁ）

　ソユリには全てお見通しであった。何を隠そう、ソユリは子供の扱いが大変上手うまい。

　例えば今りゅーちゃんは、やたらひらひらの多い花柄のワンピースを着用しているが、これもまたソユリの策略である。

　まず手始めに、

「ねぇ、りゅーちゃんにとっても似合いそうな服を見つけたんだけど、見る？」

　あえて選択肢を与えることで、対象の好奇心をちくちくと刺激し、

「服？　服だと？　ふん、戯たわ言ごとを、我は竜なるぞ、そんな我に似合う服とは魔術師風情が大きく出たものよ。ど、どれ、見てやろう」

　こんな見え見えの餌に食いつけば儲もうけもの、すかさず用意しておいたフリルつき花柄ワンピース、すなわち幼児服を取り出し、

「これなんだけど……あ、思った通りぴったり！」

　と、半ば強引に着用させる。十中八九、りゅーちゃんはここで顔をしかめて、

「これが我にぴったり……？　花……花が描いてあるぞ……？」

　とでも言いたげな表情になるので、すかさず、

「これ、ワンピースっていうんだけど、昔のお姫様が着てたドレスの一種なんだよ？　これが似合う人なんてそうそういないんだよね[image: ][image: ]いいなぁ[image: ][image: ]」

　さりげない噓うそを吐つく。

　するとりゅーちゃんはたちまち目をキラキラさせて、

「か、カカカ！　やはり我は誇り高き竜であるからして？　こんな布きれ一枚着こなすなど造作もないこと！　悔しいか！　悔しいか魔術師風情が！　カカカカカカ！」

　と、調子に乗り、ワンピースのフリフリをたなびかせながらそのへんを駆け回るので、その隙に店員さんへお代金を支払えば作戦完了。

　あとはおニューのワンピースにご満悦のりゅーちゃんとともにひととおり買い物を済ませて、今まさに帰路へ就いているところである。

「とりあえずはりゅーちゃんを大魔導ハイツに送るからね」

「ぐ……せっかく忘れていたのになんと意地の悪い……」

　大魔導ハイツで待つスパルタ家庭教師のことを思い出したのだろう、りゅーちゃんは一転して表情を曇らせた。本当に分かりやすいなぁ、とソユリは微笑ほほえむ。

「受験勉強頑張って、また一緒にお買い物行こうね」

「ふん、言っていろ、我は大学になど入らんぞ、隙あらばいつでもあの忌々しき魔術師の寝首を搔かき切って……！」

「また素直じゃないんだから……あ、そうだ、家に帰ったらこれ、アーテル君に渡してもらってもいい？」

　そう言って、ソユリは買い物袋の中から一つの小包を取り出し、りゅーちゃんへと手渡す。りゅーちゃんは、これを注意深く観察した。

「なんだこれは？」

「アップルパイだよ、ほら、帰る途中に屋台が出てたでしょ」

「おお、あの甘かん味みか」

　りゅーちゃんは数刻前口にしたアップルパイの味を思い出して、じゅるりと舌なめずりをする。

「さくさくした衣の中にとろけるように甘い果実、それらが口の中で渾こん然ぜん一いつ体たいとなり、一つの料理として完成する……なんとも至福なひとときであった……」

「りゅーちゃんを借りたからそのお礼にアーテル君の分、一個余計に買っておいたの」

「ほおう……？」

　りゅーちゃんが意味深に呟いてソユリを見上げてくる。

　琥こ珀はく色いろの瞳がさながら獲物に狙いを定めた猫のごとく爛らん々らんと輝いていた。

　これを見て、ソユリは自らの失言に気付き、慌てて取り繕う。

「そ、それに演劇の時に助けてもらったから、そのお礼も兼ねて、ね……？」

「あのくだらぬ劇のことか、そういえば貴様、あの忌々しき魔術師に抱きすくめられていたのう、まるで囚とらわれの姫君のように」

　墓穴を掘った。

　ソユリはたまらずりゅーちゃんから目を逸そらしたが、一方りゅーちゃんは水を得た魚のごとく、にたにたと口元を歪ゆがめて、ソユリの横顔に熱い視線を注いでいる。

「そ、そうだっけ？」

「我の記憶力を舐なめるなよ小娘、カカカ、あの時の貴様ときたら、まるで童のように泣きじゃくって、ヤツに身体からだを預けておったのう」

「……」

　林りん檎ごのように紅潮した顔面が、その問いかけの答えであった。

　りゅーちゃんはそんな様子を愉快そうにカカカと笑う。

　そして、ダメ押しの一言、

「ヤツのことを好いておるな？」

「っ……」

　ソユリは咄とつ嗟さに口元を覆い隠す。

「な、なに言ってるのりゅーちゃん！　こ、こら～、そんな風に大人をからかっちゃいけないんだよ？　あはは……」

「好いておるな？」

　容赦のない追撃。ソユリはとうとう押し黙ってしまう。

　自らの一言一句でソユリのたじろぐのが快感なのだろう。りゅーちゃんはにんまりと笑った。

「しかし、意外と言えば意外だな、我の見立てでは、貴様はもっと阿あ呆ほうな男に捕まると思っておったのだが、案外、年上がたいぷなのか？」

「と、年上!?　アーテル君って私より年上なの!?　いや、確かに年の割に大人びてるなぁ……とは思ってたけど……！」

　そこまで言ってから、はっ、と我に返る。

　りゅーちゃんはそのファンシーな幼児服に全くもって似合わない邪悪な笑みを浮かべた。

「カカカカカ、まっこと愚かの極み、語るに落ちるとはまさにこのことよなぁ、我はあの魔術師の名なぞ一度も出してはおらんぞ？」

「くっ……！」

　二つ目の墓穴。

　ソユリには目の前の少女が天使から一転、小悪魔へと変貌してしまったかのように見えていた。

「カカカカカ、まぁ、我にとって人間の色恋沙汰など微み塵じんも興味がないゆえ？　どうしてもと言うのならば黙っておいてもよいが？」

「な、なにが目的……？」

「カカカ、話が早いのう、ではこのあっぷるぱいとやらを寄よ越こせ」

「そ、それは駄目！　アーテル君の分なのに！」

「ふん、黙っておればバレんわ、ではいただこうか……」

　りゅーちゃんは有無を言わさず、アップルパイの入った小包を開封し始める。

　確かに、ソユリとりゅーちゃんさえ黙っていれば、アーテルはこのアップルパイの存在を知ることはない。

　だが、それでもソユリはこれを看過するわけにはいかなかった。

　何故なぜならば、そもそも今回の買い物の目的からして、彼へのお礼の品を探すことだったのだから──。

「……この手だけは使いたくなかったけど」

「カカカ、そんな安い脅し効くものか」

　りゅーちゃんが小包の中のアップルパイと対面し、舌なめずりをする。

　もはや一刻の猶予もない──そんな時、ソユリは懐にしまっていた一枚の用紙を取り出して、それをりゅーちゃんへ突きつけた。りゅーちゃんは、訝いぶかしげに眉をひそめる。

「なんだそれは？」

「ルシル・モール主催のちびっこ写真コンテスト、優勝者にはペア温泉旅行券！」

「ち、ちびっこ……？　それがなんだというのだ」

　ソユリはすかさず更に数枚の転写を取り出して、りゅーちゃんに突きつけた。

　その途端、りゅーちゃんの表情が青ざめる。

　なぜならばその転写には幼児服を身にまとったりゅーちゃんが幸せそうにソフトクリームを舐なめとる姿、子供用のアスレチックではしゃぎ回る姿、そしてアップルパイを頰ほお張ばってリスのように頰を膨らませる姿などなど。

　とにもかくにも、りゅーちゃんのあられもない姿を収めた転写の数々が、彼女の手の内にあったのである。

「き、貴様いつの間にこのようなものを!?」

「ずーっとだよ、りゅーちゃん夢中になってて気付かないんだもん、ふふ、これをコンクールに応募したら入賞間違いなしだね……」

「なっ……」

「ちなみに入選した写真は一か月間展示されるらしいよ？　よかったね、りゅーちゃんの可愛かわいさがウィッザニア中に広まっちゃうね……！」

「わ、分かった！　我が悪かった！　これは返す！　返すゆえ！」

「よろしい」

　交渉成立。

[image: ]

　ソユリの手元へ戻ってきたアップルパイの、こんがりと焼けた狐きつね色いろの肌に傷は一つとてなく。

　その代償として、りゅーちゃんの転写は一枚残らず本人の手によって引き裂かれ、春の空に散った。

　色とりどりの紙吹雪を眺めながら、ソユリは物憂げな表情で心中呟つぶやく。

　……アーテル君と温泉、行きたかったなぁ。

「ええいむしゃくしゃする！　早く帰るぞ小娘！　我から甘味を取り上げたのだ！　夕飯はそれ相応のものを作らねば容赦せんぞ！　具体的に言えば肉だ！　肉を所望する！」

「はいはい、じゃあ今日はビーフシチューにしよっか」

　かくして模範的女子大生と、模範的受験生は帰路に就く。

　憧れの彼を温泉旅行へ誘う計画は志半ばで頓挫してしまったが、まぁ、どうせいざとなれば誘う勇気もないことだし、また、いずれ改めて……。

　……いや!?　というか普通の友達は二人きりで温泉に行ったりしないよね!?

　でも、アーテル君なら案外二つ返事でこの誘いを受けてくれそうだし、でもでも、二人きりで温泉に行くことを承知すれば、それはもう恋仲になることもやぶさかでないと暗に示しているともとれるわけで……。

「……またあの男のことを考えておるな」

「え、や、やだなぁ！」

　いつにもまして顔を真っ赤に染めて否定するソユリ。説得力の欠片かけらもないな、と、りゅーちゃんは一人呆あきれたように溜ため息いきを吐ついた。








あとがき






　お初にお目にかかります、猿さ渡わたりかざみです。

　まずは数ある素晴らしき書籍の中から本書を選び、お手に取ってくださった皆様方に大きな感謝を。そして貴重な金銭と引き換えに本書をお買い上げくださった深い慈悲をお持ちの皆様方には──そうですね、靴を舐なめます。靴底が平らになるほど舐めます。

　もちろん、そのほとんどが一いつ色しき先生の美麗なイラストに惹ひかれてのことでありましょうから、当然一色先生の靴も舐めます。いえ、食べます。煮込んで食べます。

　最近無料マンガアプリで料理バトルものを読むのにハマっているので、おそらくさぞ丁寧な下処理が出来ることでしょう。

　しかし今回初の書籍化というスタートラインに立ち、一度振り返ってみれば、これまでの道程には私の食すべき靴があちこちに転がっているように思えます。

　作家を目指し始めたのは遥はるか昔の話で、当時を詳しく思い出すことは叶かないませんが、ひとつだけ鮮明に覚えている出来事があります。私が生まれて初めてインターネット上で公開した「小説と呼ぶのも憚はばかられる文章の羅列」についた初めてのコメントです。

「読者はお前のママじゃない」

　おそらくこの匿名のコメントには「お前の稚拙な文章から何かを読み取ってやるほど我々は優しくはないし、暇でもない」と、そういった意味が込められていたのでしょう。

　今でこそ「私もあなたの子どもではありませんが……」「お前がママになるんだよ！（？）」など、内心毒づくこともできましょうが、なんせ当時の私は底抜けのアホであり、またネット界かい隈わい特有の〝煽あおり〟に関しても無知だったので、端的にこう思いました。

　確かに！

　そう、確かに名前も知らない彼は私のママではないのです！　彼と私は、あくまで対等な関係であり、言うなればガチンコ小説一番勝負。そして今回の件に関しては私の圧敗。踏みにじられるべき負け犬に過ぎない！

　と、当時の私は本気でそんなことを考えていたわけです。なんせアホなので。しかし、この一件が私の隠された負けん気を引きずり出したのです。

　それからの私は、名前も知らない彼に「面白い！」の一言を言わせるべく、懲りずにネットで駄文を公開してメタクソにけなされ、他の素晴らしき作家の皆様方が書いた小説を読み、悶もん絶ぜつし、しかしアホなので何度もこれを繰り返しました。そんな地獄車サイクルでごろごろと転がっている最中に、私は実に多くの人々と出会ったのです。

　先述した一色先生はもちろんのこと、風邪薬を主食とする評論家の石いし川かわ忠ただ司し先生。古本市さながらの研究室で常に本に埋もれていた玉たま井い達たつ也や先生。震える手で煙管キセルをふかしていた作家のＴ先生、そして私をこの道へと導いてくれた偉大なるふたりの先輩作家の森もり田た季き節せつ先生に、松まつ智とも洋ひろ先生。無礼千万、マイペースな私を得体の知れない編集的圧力で御してくれた担当のＫさん、そして──ｗｅｂ掲載時から「若返りの大賢者、大学生になる」を支えてくださった読者の皆様、加えて、本書を手に取ってくださった心優しき読者の皆様方。

　ここに書き切れないほど多くの人々が、その足をもって、私の前へ辿たどるべき足跡を残し、ある時は私の思い上がりを踏みにじってくれました。おかげで真っ当に──は、なれませんでしたが、どうにかこうにか「猿渡かざみ」としてデビューすることが叶いました。

　思えば目の前に下げられたニンジンを追いかけるがごとし道のりでしたが、ひとまずこのへんで来た道を辿り、皆様の靴を一つずつ食べていこうと思います。

　なあに最近無料マンガアプリで料理バトルものを読むのにハマっているので、おそらくさぞ丁寧な下処理が出来ることでしょう。

　では、私の貧弱な胃が破けたりせず、かつ再び機会があれば、またお会いできると幸いです。


二○一八年四月吉日　猿渡かざみ



















【電子特別版　書き下ろしエピソード】

「若返りの大賢者、大学生になる（Ｍルート）」












　　若返りの大賢者、大学生になる（Ｍルート）




　アーテル・ヴィート・アルバリス、マリウス・クレイアット。

　二人の大賢者による月夜の決闘は、いよいよ大詰めを迎えた。アーテルが土ど壇たん場ばで放った演劇魔術による目くらましにはさすがのマリウスも肝を冷やしたが、なんのことはない。すでに勝敗は決したのだ。

　マリウスが事前に仕込んだ接地型結界魔術式トラップにより、アーテルは今、地べたに這いつくばって悔しげにマリウスを見上げている。手持ちの魔術は全て出し切り、もはや彼に逆転の目はないだろうと思われた。

「──どうやら本当に万策尽きたみたいだねぇアーテル、見なよ、キミの作ったゴーレムがあんなところでダンスをしているじゃないか。この土壇場で命令の書き込みをミスったね？」

　目くらましののち、どういうつもりかアーテルの作り出した数体のゴーレムが遠く離れた位置でくるくると踊っている。よもや土人形ごときがアーテルの切り札とは……

　マリウスは彼を嘲あざ笑わらってやろうとして──その時、突然彼女の第六感が働いた！

（……待てよ、あのアーテルが本当にこの局面でゴーレムなんかに頼るだろうか？　なにより錬金式の書き込みを誤るなんてどう考えてもおかしすぎる……これは何度もアーテルに打ちのめされたボクだからこそ分かる、あれは──何かよく分からないけど危険だ！）

「──接地型結界魔術式証明！　潰れろ土人形！」

　マリウスは自らの直感に従い、咄嗟に魔術式を証明。数体のゴーレムをまとめて圧し潰し、その全てを土塊に還す。

「くっ……!?」

　その時、アーテルがあからさまに驚愕の表情を晒した。よもやあの自信家で詰めの甘いマリウスが、ゴーレムごときをわざわざ破壊するとは予想外だったのだろう。

　ともあれ、マリウスは確信する。

　──やはり、アーテルにはなんらかの企みがあったのだ。それもこの戦況をひっくり返せるほどの起死回生の一手が。でも潰した！　ボクが、あのアーテルに勝ったんだ！

「──いひひひひ！　どうだいアーテル！　ボクの勝ちだ！　約束は果たしてもらうよ！　キミはこれから大学を辞めて、ボクと一緒に真の魔術を取り戻す旅へ出るのさ！」

「最悪だ……」

　アーテルが絶望しきった表情で呟くが、マリウスにとってもはやそんなものはもはや意識の外であった。彼女は今、間違いなく幸福の絶頂に立っていたのだ。

　──かくして、アーテルとマリウスによる真の魔術を取り戻す旅が始まった。

　三大賢者であるアーテルとマリウスの再来は瞬く間に世界中へ知れ渡った。とりわけ、彼らは歴史的大偉業、すなわち若返りの大魔術の生き証人である。彼らの存在そのものが、堕落しきった魔術界に活を入れる結果となったのは言うまでも無い。

　二人は大勢の魔術師たちに見送られながらウィッザニアの地を飛び出し、グランテシア大陸各地へ行脚した。

　ある時は魔術とは何かを多くの弟子たちに説き、ある時は新たなる魔術大系の発見に寄与し、またある時は人魔大戦以前から隠れ潜んでいた太古の幻獣を討伐して人知れず世界の危機を救った。

　そう、それはまさしく真の魔術を取り戻す、遙かなる旅路であったのだ──

「ずいぶんと長いこと旅をしていたような気がするよ」

　道中立ち寄った、とある宿屋の一室。

　ベッドに腰掛けたマリウスが感慨深そうに呟いた。

「ボクたちが旅に出るきっかけになったあの夜からもう10年……いや、20年は経ったかな」

「馬鹿を言うな、まだ４年しか経っていないぞ」

　同じく、もう一方のベッドに腰をかけたアーテルがこれに答える。マリウスは気恥ずかしさを隠すようにふふふと笑った。あの時のように卑屈な笑い方は、もはやナリを潜めている。

「そうだっけ？　いや、歳を取ると時間の感覚が狂っちゃうね」

「耄もう碌ろくめ」

　アーテルが冗談めかして言う。

　昔までの二人は口を開けば憎まれ口ばかり叩き合っていたが、今は違う。親愛の念からくる軽口は、マリウスの心を温めた。

「でもたったの４年で、魔術界はずいぶんと変わったよ。聞いたかい？　ラクスティア魔術大学はかつての堕落した講師や講義の数々を一新して、今では次々と高名な魔術師を輩出しているらしいよ」

「まさかこんな形で大学に貢献できるとは思わなかったが」

「どう？　やっぱりあの時ボクに負けて正解だったでしょ？」

「……そうかもな」

　アーテルもまた、気恥ずかしそうに答える。それがなんとも言えず嬉しくて、マリウスは更に続けた。

「こんなに可愛いボクと二人っきりで旅が出来るわけだしね！」

「……」

　しかし、アーテルは言葉を返さない。途端に押し黙ってしまう。

　てっきり笑いながら軽口の一つでも返してくるものだと思っていたばかりに、マリウスはすっかり困惑してしまう。

「あ、いや、冗談だよ、はは……」

「──お前は本当に私にちょっかいをかけるのが好きだな」

「え……？」

　突然のことに、マリウスは自身の身に何が起こったのか分からなくなってしまう。

　両手首をベッドに押しつけられている。アーテルの顔がすぐ近くにある。彼の息遣いをを感じる。心臓が早鐘を打つ──ベッドに押し倒されているのだと、その時ようやく気が付いた。

「アーテル……？」

「まったく、お前はいつまで経っても子どものままだな……目を瞑れ」

「え、ちょ、まって……！　噓噓噓……！　だって全然準備が……！」

　マリウスは必死に言葉を並び立てるが、アーテルの顔はもはや鼻先が触れあうほどに近づいている。顔が紅潮して、反対に頭の中は真っ白になり、視界はぐるぐると回る。

　覚悟などまったくといっていいほどできていなかったが、それでもマリウスはゆっくりと瞼を閉じ──




「──コイツ！　一撃くれてやる！」




　──そこで、隣の部屋から聞こえてくる怒声に、目を覚ました。

　がばりとベッドから起き上がる。きょろきょろとあたりを見回すと、目に映るのはいい加減見慣れたワンルームの風景で、足下には就寝前に空にした酒瓶が無造作に転がされている。当然、アーテルはどこにもいない。

「いいとこだったのに!!」

　マリウスは憎しみを込めて、壁に拳を叩きつけた。

　チクショウ、粋がった大学生め！　次にうるさくしたら直接部屋に乗り込んで、ガツンと言ってやるからな！

　夢見る乙女ことマリウスは、瞳に溜まった涙を拭いながらそう、固く決心した。
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